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ニ
条
ま
つ
り

新
潟
県
三
条
の
鎮
守
で
あ
る
三
条
八
幡
宮
で
五
月

十
五
日
、
毎
年
恒
例
の
三
条
ま
つ
り
が
聞
か
れ
た
。

当
地
の
領
主
で
あ
っ
た
村
上
藩
主
内
藤
信
教
が
一
八

二
二
年
、
京
都
所
司
代
に
就
任
し
た
の
を
祝
い
、
十
万

石
格
式
の
大
名
行
列
を
模
し
た
神
輿
渡
御
を
行
っ
た

の
が
そ
の
始
ま
リ
。
奴
に
続
き
傘
鉾
、
道
祖
神
の
天

狗
な
ど
総
勢
約
四
百
人
の
行
列
。か
街
な
か
を
練
り
歩

き
、
最
後
は
神
輿
に
続
き
、
無
病
患
災
を
願
っ
て
子

供
を
肩
車
し
た
住
民
が
社
殿
を
三
周
し
て
拝
殿
に
駆

け
込
む

「舞
い
込
み
」
が
行
わ
れ
、
行
事
を
締
め
く

く
っ
た
。

昨
年
五
月
に
三
条
市
、
栄
町
、
下
田
村
が
合
併
し

て
発
足
し
た
「
三
条
市
」
は
、
「
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
伝
統
文
化
の
息
づ
く
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
当
面
の
重
点
戦
略

と
し
て
は
、「
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
合
併
効
果
を
最
大
限
に
い
か
す
こ
と
を
通
じ
た
全

国
に
誇
れ
る
ま
ち
」「
全
固
有
数
の
産
業
集
積
地
を

い
か
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
建
設
に
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
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三条まつりの「舞い込みJ(三条八幡宮)
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大
阪
市
は
本
年
二
月、

「市
政
改
革
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

(市
政
改
革
基

本
方
針
)
」
を
策
定
し
、
向
こ
う
五
年
間
の
市
政
改
革
の
取
り
組
み
項

目
を
明
ら
か
に
し
た
。

現
在
進
め
て
い
る
市
政
改
革
の
目
的
は
、
単
な
る
市
役
所
の
ス
リ
ム

化
で
は
な
く
、
大
阪
市
と
い
う
都
市
自
体
の
活
性
化
と
真
に
必
要
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
あ
り
、
内
外
か
ら
都
市
の
活
力

の
源
で
あ
る
創
造
的
な
人
材
が
集
う
活
力
・
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し

て
、
大
阪
市
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
上
で
の

「未
来
に
向
け
た
発
射
台
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

マ
ニ
フ
エ
ス
ト
で
は
、

①
健
全
か
つ
持
続
可
能
な
経
営
体
質
を
確
立

す
る
た
め
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
」

②
自
律
的
に
社
会
責
任
を
遂
行

す
る
組
織
風
土
の
確
立
を
目
指
す

「
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
改
革
」

③
環

境
変
化
に
即
応
し
、
日
常
的
な
改
革
を
持
続
さ
せ
る
組
織
体
質
の
構
築

を
目
指
す
「
ガ
パ
ナ
ン
ス
改
革
」
|
|
の
三
つ
の
柱
の
下
、
八
十
七
の

具
体
的
な
項
目
を
掲
げ
、
現
在
、
精
力
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

中
で
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
財
政
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
平
成

十
八
年
度
予
算
に
お
い
て
、
経
常
経
費
、
投
資
的
経
費
、
特
別
会
計
繰

出
金
の
合
計
で
八
百
三
十
二
億
円
(
計
画
目
標
H

五
年
間
で
二
千
二
百

五
十
億
円
H

の
約
三
七
%
)
を
削
減
し
、
職
員
数
に
つ
い
て
も
、
本
年

四
月

一
日
時
点
で
、
昨
年
と
比
較
し
て
約
二
千
五
百
人
を
削
減

(計
画

目
標
H

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
約
四
万
七
千
人
の
職
員
数
を
五
年
間

で
三
万
人
台
に
削
減
)
す
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
、
無
駄

を
省
く
こ
と
に
よ
り
、

全
会
計
で
約
二
千
八
百
億
円
の
コ
ス
ト
削
減

(
前
年
度
比
六
・
四
%
減
)
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
市
政
改
革
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

「創
造
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
い
る
。
「創
造
都
市
」

と
は
、
市
民
を
は
じ
め
大
阪
に
集
ま
る
人
々
が
、
そ
の
創
造
性
を
発
揮

し
、
活
発
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
文
化
や
革
新
的
な
産

業
を
生
み
出
し
、
質
の
高
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
都
市
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
の
大
阪
市
の
発
展
を
振
り
返
る
と
、
創
造
的
な
人
材
が
全

国
か
ら
集
ま
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
活
動
が
大
阪
の
活
力
を
生
み
出
し

て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
「
都
市
は
創
造
的
な
人
材
が
支
え
る
」

と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
創
造
力
の
源
と
な
る
人
材
や
投
資
を
呼
び

込
む
と
と
も
に
、
幅
広
い
市
民
や
企
業
の
創
造
性
を
生
か
し
て
質
の
高

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
人
が
集
ま
り
、
働
き
、
住
み
続
け
る
魅
力
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
創
造
都
市
づ
く
り
の
第

一
歩

と
し
て
、

「知
識
と
技
術
の
拠
点
づ
く
り
」「
楽
し
く
、
味
わ
い
の
あ
る

魅
力
づ
く
り
」
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
を
戦
略
テ

l
マ

と
す
る

「重
点
事
業
計
画
二
O
O
六
l
二
O
O
人
」
を
本
年
三
月
に

策
定
し
、

事
業
展
開
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
「
知
識
と
地
域
の
拠
点
づ
く
り
」
と
し
て
、
大
阪
駅

北
地
区
に
お
け
る
知
的
創
造
拠
点
の
形
成
や
、
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
健
康
・

予
防
医
療
の
分
野
を
中
心
と
し
た
新
た
な
産
業
の

創
出
に
取
り
組
む
ほ
か
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
企

業
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
人
や
も
の
、
情
報
が
集
ま
る
都

市
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
行
っ
て
み
た
い
、
働
い
て
み
た
い
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
魅
力
が
備
わ
っ
て
お
り
、
大
阪
で
も
、
水
都
の
特
性
を

生
か
す
な
ど
、
大
阪
な
ら
で
は
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、

「楽
し
く
、

味
わ
い
の
あ
る
魅
力
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、

三
十
1
四
十
歳
代
の
子
育
て
期
に
当
た
る
世
代
の
居
住
魅
力

を
高
め
る

「
子
育
て
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
保
育
所
待
機
児

童
の
早
期
解
消
な
ど
子
育
て
支
援
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の
ほ

か
、
中
高

一
貫
教
育
校
の
開
設
や
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
の
全
校
実
施

な
ど
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
ベ

l
ス
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
市
民
や

N

P
O
か
ら
の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら

「創
造
都
市
戦
略
」
を
策
定
し
、

さ
ら
な
る
市
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
み
出
す
財
源
を
創
造
都

市
の
実
現
に
重
点
的
に
投
資
し
、
新
し
い
大
阪
市
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。
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映
像
文
化
と
ま
ち
ゃ
つ
く
り

地
域
経
済
ヘ

の
貢
献
と
文
化
振
興
へ

の
期
待

(
F
C
)
は
現
在
、
全
国

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
(
協
議
会
)
に

加
盟
し
て
い
る
だ
け
で
八
十
七
も
あ
る
。
六
年
前
の
二
0

0
0年
二
月
、
大
阪
で
日
本
最
初
の

F
C
が
発
足
、
そ
の

後
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

津
々
浦
々
に
広
が
っ
た
(
協
議
会
の

H
P
を
参
照
)
。
設

立
を
推
進
し
て
き
た

一
人
と
し
て
、
実
は
こ
の
急
速
な
広

が
り
に
い
さ
さ
か
驚
い
て
い
る
。
F
C
と
い
う
名
称
は
、

昨
年
ご
ろ
か
ら
多
く
の
人
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
本
当
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
は
、

ま
だ
心
も
と
な
い
。
そ
し
て
、

F
C
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
に

行
く
べ
き
か
、
を
考
え
て
み
た
い
。

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
政
策
の
一
つ
と
し
て
全
国
に
液
及

二
O
O
O年
に

ー「
F
C
設
立
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た

当
初
か
ら
、
「

F
C
は
地
域
が
自
立
的
に
設
立
す
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
姿
勢
を
私
は
表
明
し
て
き
た
。
昨
今
の
ニ

，... 
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ユ
ー
ス
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
国
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た

行
政
施
策
は
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
、
地
方
分
権
に
よ
っ
て
日

本
を
再
構
築
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。

F
C
は
そ
の
先
駆
け
と
も
言
う
べ
き
地
域
施
策
の

一
つ

で
あ
る
。
F
C
は
、
地
域
が
そ
の
魅
力
を
認
識
し
、
映
像

制
作
の
舞
台
と
し
て
売
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
地
域
自
身
が
持
つ
個
性
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
認
識

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
地
域
の
責

任
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
。

そ
う
い
う
感
覚
を
い
ち
早
く
嘆
ぎ
分
け
た
自
治
体
か
ら

F
C
設
立
が
始
ま
り
、
そ
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
て
全
国
に

波
及
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
の

一
部
に
は
、
近
隣
の
町
で

設
立
す
る
情
報
を
察
知
し、

負
け
て
な
る
も
の
か
と
慌
て

て
設
立
し
た
所
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
日
本
で
は
、
自
治

体
聞
の
競
争
意
識
が
強
く
、
そ
の
流
れ
に
拍
車
を
掛
け
た

こ
と
も
否
め
な
い
。
た
だ
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
各
地
で
F

C
の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。

も.

叩ー-

全
国
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
専
務
理
事

山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
助
教
綬

• 前
津
哲
爾

フ
ィ
ル
ム
ツ

l
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興

米
国
ユ
タ
州
で

一
九
四
九
年
発
足
し
た

F
C
は
、
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
を
呼
び
込
み
、
巨
額
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
を

地
元
に
落
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
動
機
に
し
て
い
た
。
イ

ベ
ン
ト
誘
致
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。
当
時
は
、
遠
く
の
地

域
へ
の
旅
行
な
ど
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
、
映
画
誘
致
に

よ
っ
て
観
光
客
が
増
え
る
と
い
う
実
感
は
な
か
っ
た
。
よ

く
F
C
の
効
果
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
「
ロ

l
マ
の
休
日
」
、

「
慕
情
」
(
香
港
)
、
「
旅
情
」
(
ベ
ネ
チ
ア
)
な
ど
の
映
画

は
、
映
画
に
登
場
す
る
場
所
に
観
光
客
が
必
ず
立
ち
寄
る

よ
う
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
そ
こ
は
も
と
も
と
観
光
地
で

あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
観
光
地
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を

映
画
が
果
た
し
た
と
一言
守え
よ
う
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
ス
タ
ジ
オ
制
作
か
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
主
体
と
な
る
に
従
っ
て
、
七

0
年
代
に
米
国
全
士
、
八

0
年
代
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に

F
C
が
急
速

4... 
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'噌‘

に
広
が
っ
た
。
経
済
成
長
も
順
調
に
進
み
、
ロ
ケ
地
が
観

光
地
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
イ
オ
ア
州
の
ダ
イ
パ
ー

ス
ビ
ル
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
」
、
マ

ジ
ソ
ン
郡
は
「
マ
ジ
ソ
ン
郡
の
橋
」
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州

の
デ
ビ
ル
ス
タ
ワ

l
(山
)
は
「
未
知
と
の
遭
遇
」
で
そ

れ
ぞ
れ
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

T
o
u
r
i
s
m
」
と
い
う
。

「

F
i
l
m

直
掻
的
な
経
滴
効
果
と
規
制
緩
和
の
必
要
性

現
在
、
多
く
の

F
C
が
観
光
部
署
、
観
光
連
盟
な
ど
を

母
体
と
し
、
観
光
振
興
施
策
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ケ
l
ス

が
主
流
だ
。
数
十
人
か
ら
百
人
を
越
え
る
撮
影
ス
タ
ッ
フ

が
長
期
に
わ
た
り
宿
泊
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
地
元
は
潤

「ラスト・サムライJの76%は、ニュージーランドのニュープリマス付近で
1最景3された

.." 

-咽

う
(
直
接
的
経
済
効
果
)
。
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
主
演
の

「
ラ
ス
ト
・
サ
ム
ラ
イ
」
で
は
、
姫
路
市
の
寺
で
の
わ
ず

か

一
週
間
の
撮
影
で
約

一
億
円
が
落
ち
た
。
茨
城
F
C

(
県
庁
内
)
は

O
四
年
実
績
と
し
て
、

二
億
八
千
万
の
ロ

ケ
費
が
県
内
で
消
費
さ
れ
た
と
発
表
し
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
作
品
の
制
作
予
算
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

全
国
配
給
作
品
で
三
億
1
五
億
円
、
単
館
系
作
品
で
六
千

万
1
一
億
五
千
万
程
度
だ
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
メ
ジ
ャ
ー
配

給
会
社
作
品
は
、
現
在
四
十
億

1
二
百
億
円
で
、
比
べ
る

と
桁
が
違
う
。
姫
路
市
の
よ
う
な
ケ
l
ス
は
、
ま
れ
な
の

で
あ
る
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
呼
び
込
め
ば
い
い
」

と
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
日
本
の
良
さ
を
売

り
込
も
う
と
考
え
て
も
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
日
本
に

美
し
い
風
景
が
あ
る
こ
と
自
体
は
米
国
人
も
知
っ
て
い

る
。
問
題
は
、
予
算
が
見
合
う
か
、
自
由
に
撮
影
で
き
る

か
に
懸
か
っ
て
い
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
誘
致
し
た
い

国
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
(
税
金
の
還
付
な
ど
の
優
遇
政

策
)
を
取
っ
て
お
り
、
ま
た
行
政
が
全
面
的
に
協
力
す
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。
売
り
込
み
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
も
、
実
は
囲
内
の
道
路
規
制
な
ど
の
対
応
が
先
決
な

の
だ
。
簡
単
に
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
が
、
地
道
に
緩

和
の
方
向
に
進
め
て
い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、

ロ
ケ
地
の
観
光
化
に
よ
る
間
接
的
経
済
効
果

観
光
振
興
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
観
光
地
を
撮
影
し
て
ほ

し
い
と
要
望
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
誤
解
で
あ
る
。
地
元

に
多
額
な
協
力
金
を
要
求
す
る
観
光
主
体
の
シ
リ
ー
ズ
映

画
や
、
「

O
O温
泉
殺
人
事
件
」
と
い
っ
た
二
時
間
ド
ラ

，..J 

マ
は
別
に
し
て
、

一
般
の
映
画
で
は
有
名
観
光
地
を
多
く

は
避
け
る
。
観
光
諜
が
F
C
を
つ
く
り
観
光
地
を
売
り
出

そ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
活
動
し
て
い
く
と
す
ぐ

分
か
る
。
映
像
制
作
者
も
観
光
地
ば
か
り
を
紹
介
す
る

F

C
を
理
解
不
足
と
判
断
す
る
。
F
C
は
既
存
の
観
光
地
を

売
る
よ
り
も
、
新
し
い
観
光
地
(
ロ
ケ
地
)
を
つ
く
る
こ

と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

日
本
で
も
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
公
開
・
放
映
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
の
印
象
深
い
シ
l
ン
が

撮
影
さ
れ
た
場
所
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
観

光
客
は
、
団
体
か
ら
グ
ル
ー
プ
・
個
人
に
移
っ
て
い
る
。

有
名
な
観
光
地
よ
り
も
、
地
域
の
良
さ
を
自
分
で
発
見
し

た
い
と
い
う
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
。

映
画
「
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
」

(O
三
年
公
開
)

の
中
心
的
な
舞
台
と
な
っ
た
香
川
県
庵
治
町

(O
六
年

一

月
高
松
市
に
合
併
)
に
は
、
公
開
か
ら
二
年
た
っ
た
今
で

も
若
者
た
ち
が
来
る
。
映
画
「
い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す
」

(O
四
年
)
で
は
、
ラ
ス
ト
シ

l
ン
を
撮
影
し
た
ひ
ま
わ

り
畑
付
近
(
山
梨
県
北
杜
市
)
が
昨
年
、
交
通
大
渋
滞
と

な
っ
た
。

今

、

注

目

を

集

め

て

い

る

の

は

、

の

観
光
地
化
で
あ
る
。
「
男
た
ち
の
大
和
」

(O
五
年
)
で
は
、

広
島
県
尾
道
市
の
日
立
造
船
ド
ッ
ク
に
実
寸
大
(
長
さ
百

九
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
十
メ
ー
ト
ル
)
の
撮
影
用
の
「
戦

艦
大
和
」
が
建
造
さ
れ
た
。
昨
年
七
月
か
ら
八
カ
月
で
、

こ
こ
に
七

O
万
人
が
訪
れ
た
。
入
場
料
(
大
人
五
百
円
)

だ
け
で
三
億
円
、
場
内
の
仮
設
お
土
産
屋
の
売
り
上
げ
は

四
億
円
を
超
え
た
。
市
全
体
の
経
済
効
果
は
、

二
十
五
億

円
と
は
じ
か
れ
た
。
も
う

一
つ
の
舞
台
と
な
っ
た
呉
市
に

あ
る
大
和
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
は
、
映
画
公
開
が
契
機
と
な
り
、

"
ロ
ケ
セ
ッ
ト
“

↓卑属匂2006・6月号5 
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百
万
人
の
入
場
者
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ
れ
ら
は

F
C
が

直
接
担
当
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
っ
か
け
を
作

り
、
映
画
誘
致
と
の
連
動
の
中
で
相
乗
効
果
を
与
え
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
(
間
接
的
経
済
効
果
)
。

行
政
と
住
民
の
協
力
と
協
働

行
政
だ
け
で
は
絶
対
に
成
功
し
な
い
。

ら
旗
を
振
っ
て
も
、
地
元
住
民
が
非
協
力
的
だ
っ
た
と
し

た
ら
、
撮
影
隊
が
継
続
的
に
来
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

撮
影
場
所
は
、
公
的
施
設
も
あ
る
が
、
民
間
所
有
の
場
所

も
あ
る
。
市
民
と
の
協
力
関
係
が
深
け
れ
ば
無
理
が
利
く

F
C
は、

回同

く
実寸大「戦艦大和」のセ y 卜が撮影後、公開された

が
、
行
政
が
信
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

一
歩
も
進
ま
な
い
。

ま
た
、
簡
単
に
撮
影
が
で
き
る
よ
う
な
所
ば
か
り
で
撮

影
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
ま
で
困
難
だ
っ
た
所
で
の
撮

影
が
希
望
さ
れ
、
何
と
か
そ
れ
に
応
え
る
姿
勢
が
F
C
に

要
求
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
常
に
担
当
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

撮
影
困
難
な
場
所
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
る
。
そ
の
理
由
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
撮
影
の
た
め
の
期
間

限
定
の
特
別
措
置
を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
そ
れ
に

関
係
す
る
多
く
の
組
織
や
人
々
と
折
衝
す
る
こ
と
に
な

る
。
時
に
担
当
者
レ
ベ
ル
で
な
く
、
首
長
に
ま
で
及
ぶ
話

も
あ
る
。

地
域
で
仕
事
を
す
る
人
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
て
逃
げ

ら
れ
な
い
。
映
像
制
作
者
の
多
く
は
東
京
か
ら

一
時
的
に

来
て
い
る
だ
け
だ
。
地
域
に
シ
コ
リ
を
残
す
よ
う
な
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
タ
フ
な
ネ
ゴ
シ
エ

l
タ
l
の
素
質
が

必
要
だ
。

地
域
振
興
の
立
場
堅
持
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

北
海
道
F
C
が
O
一
年
、
道
内
全
市
町
村
(
当
時
百
二

十
二
)
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
。
「
F
C
活
動
を
し
た
い
か
」

と
い
う
問
い
に
幾
つ
か
の
自
治
体
か
ら
、
「
し
た
く
な
い
」

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
自
治
体
は
、
以
前
撮

影
隊
が
来
て
、
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
経
験
を
持
つ
所
だ
。

よ
く
あ
る
の
は
、
撮
影
関
係
者
の
横
暴
な
振
る
舞
い
や
経

費
の
未
払
い
、
約
束
を
守
ら
な
い
、
迷
惑
を
我
慢
し
た
の

に
効
果
が
な
い
、
な
ど
だ
。

よ
く
映
像
制
作
者
か
ら
、
全
国
に
F
C
は
あ
る
が
レ
ベ

ル
が
違
う
と
の
批
判
が
あ
る
。
だ
が
、

F
C
レ
ベ
ル
の
違

ー. 

... ・

6 

い
よ
り
も
っ
と
深
刻
な
の
が
、
制
作
者
の

F
C
に
対
す
る

勘
違
い
で
あ
る
。
一

部
の
制
作
者
に
は
、
自
分
た
ち
の
た

め
に

F
C
は
何
で
も
や
っ
て
く
れ
る
便
利
屋
だ
と
思
っ
て

い
る
や
か
ら
が
い
る
。
見
分
け
方
は
簡
単
だ
。
エ
キ
ス
ト

ラ
百
人
の
手
配
を
頼
ま
れ
、
八
方
手
を
尽
く
し
た
が
、
五

十
人
し
か
希
望
者
が
な
か
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
、

「
な
ん
で
集
ま
ら
な
い
ん
だ
。
何
と
か
し
ろ
。
そ
れ
が
、

F
C
の
仕
事
だ
ろ
」
と
偉
そ
う
に
言
わ
れ
た
ら
、
そ
の
制

作
者
は
考
え
違
い
を
し
て
い
る
。
「
二
度
と
来
な
く
て
も

よ
い
」
と
は
っ
き
り
言
っ
た
方
が
い
い
。

ま
と
も
な
制
作
者
な
ら
こ
う
言
う
。
「
五
十
人
集
め
て

い
た
だ
い
て
感
謝
す
る
。
残
り
は
こ
ち
ら
で
何
と
か
す
る
。

で
も
、
何
か
い
い
知
恵
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
」
。

エ
キ
ス
ト
ラ
は
明
ら
か
に
被
写
体
の

一
部
で
、
多
く
の
協

力
者
が
動
い
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
元
来
制
作
会
社
が
責

任
を
持
つ
べ
き
も
の
だ
。

F
C
は
、
制
作
会
社
の
下
請
け
機
関
で
は
な
い
。
地
域

振
興
の
た
め
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
制
作
者
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
が
正
し
い
。

2006・6月号↓島総匂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
地
場
文
化
力
の
醸
成

F
C
の
副
次
的
な
成
果
は
、
実
際
に
大
き
な
作
品
を
体

験
す
る
と
見
え
て
く
る
。
作
品
が
町
中
で
話
題
と
な
り
、

多
く
の
苦
労
が
達
成
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
気
の
利
い

た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
完
成
試
写
や
プ
レ
ミ
ア
上
映
会
を

地
元
で
行
っ
て
く
れ
る
。
関
係
し
た
人
は
友
人
、
家
族
も

誘
っ
て
、
映
画
を
見
に
行
く
。
完
成
品
を
見
て
、
自
分
の

映
画
へ
の
か
か
わ
り
、
苦
労
や
楽
し
さ
を
皆
で
話
し
合
い
、

共
有
さ
れ
る
。
地
域
が

一
つ
に
な
っ
た
話
題
が
で
き
て
い

~ 

禽-
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同相

く
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
大
き
な
結
束
力
を

つ
く
っ
て
い
く
。

一
方
、
映
像
制
作
の
現
場
を
体
験
し
た
人
は
、
現
場
の

創
造
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
多
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、

一
カ
ッ
ト
に
執
念
を
燃
や

す
集
中
力
に
心
動
か
す
。
一
度
こ
の
緊
張
し
た
雰
囲
気
を

味
わ
う
と
ま
た
体
験
し
た
く
な
る
も
の
だ
。
現
場
の
魔
力

で
あ
る
。
映
画
関
係
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
た

ち
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
学
習
の
場
所
で
も
あ
る
。
北
九

州
で
撮
影
さ
れ
た
「
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
パ
ス
」

(O
三
年
)

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
、
五
十
人
が

各
パ

l
ト
で
働
い
た
が
、

一
人
も
脱
落
し
な
か
っ
た
。
そ

の
経
験
を
し
た
こ
と
で
、
数
人
が
プ
ロ
を
目
指
し
、
東
京

に
出
て
行
っ
た
。
彼
ら
の
運
命
を
こ
の
映
画
が
変
え
て
し

ま
っ
た
。

F
C
が
活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
既
存
の
映
画
祭

と
連
携
が
深
ま
り
、
ま
た
小
田
原
市
や
逗
子
市
の
よ
う
に

新
規
に
映
画
祭
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
所
も
で
て
き
た
。
F

C
は
外
に
対
し
て
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、
地
域
に

と
っ
て
は
文
化
力
の
醸
成
に
つ
な
が
る
。

F
C
の
広
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
た
協
議
会
の
役
割

十

一
の
F
C
と
関
係
団
体
が

一
緒
に
な
っ
て
二
O
O
一

年
八
月
、
全
国
フ
ィ
ル
ム

・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

が
発
足
し
た
。
当
初
、
大
き
な
役
割
だ
っ
た
「
F
C
設
立

支
援
」
は
、
そ
の
後
の
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
、
あ
ま
り

力
を
注
ぐ
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
今
は
、

F
C
聞
の
情
報

交
換
、
人
材
育
成
、
国
際
展
開
の
方
向
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
。

..#-

ま
た
、
こ
こ
二
年
は

F
C
の
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
日
本
全
国
あ
ら
ゆ
る

地
域
に

F
C
が
あ
り
、
ど
こ
で
も

撮
影
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
自

体
は
歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
映
像
作

品
は
広
い
地
域
で
撮
影
す
る
場
合

が
多
く
、
制
作
担
当
者
は
関
係
し

そ
う
な
多
く
の

F
C
に
次
々
に
問

い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
さ
な

F

C
が
林
立
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
手
聞
が
か
か
る
と

-・・

.... 

い
う
こ
と
に
も
な
る
。

私
は
、
全
体
で
二
十
か
ら
三
十
の

F
C
で
全
国
を
カ
バ

ー
す
る
規
模
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
地
勢

的
に
ま
と
ま
り
や
す
い
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
道
州
レ
ベ

ル
か
近
隣
数
県
)
と
政
令
指
定
都
市
に

一
つ
ず
つ
く
ら
い

だ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
北
海
道
は
「
さ
っ
ぽ
ろ

F
C
」
が

呼
び
掛
け
、
「
北
海
道

F
C
N
e
t
」
の
設
立
準
備
を
始

め
、
四
国
で
は
四
つ
の
県
の

F
C
が
協
議
会
を
つ
く
り
、

九
州
と
山
口
の

F
C
で
定
期
的
な
会
合
を
持
つ
ま
で
に
な

っ
た
。
制
作
者
に
と
っ
て
、
ア
ク
セ
ス
が
時
間
的
に
も
経

済
的
に
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
ル

l
ト
で
ま
と
め
て
撮
影

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
は
ず
だ
。

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
国
際
連
携
の
進
展

協
議
会
で
は
、
海
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。
毎
年
四
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
の
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
で
開
催
す
る
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ド

シ
ョ

l
」
は
、
世
界
中
の

F
C
が
ブ

l
ス
出
展
し
、
北
米

の
映
像
制
作
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
協
議
会
で
は
四
年
前
か
ら
ブ

l
ス
出
展
を
し
て
い
る
。

本
年
は
、
全
国
の

F
C
を
網
羅
し
た

C
D
l
R
O
M
を
作

成
し
て
配
布
し
た
。

三
月
の
香
港

F
I
L
M
A
R
T
、
十
月
ブ
サ
ン
映
画

祭
/
B
I
F
C
O
M
、
十

一
月
東
京
国
際
映
画
祭
/
T
I

F
F
C
O
M
に
も
そ
れ
ぞ
れ
ブ

l
ス
を
出
し
て
、
来
場
者

か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

二
月
ベ
ル
リ
ン
映

画
祭
、
五
月
カ
ン
ヌ
映
画
祭
、
九
月
ト
ロ
ン
ト
映
画
祭
で

も
、
映
像
関
係
者
に
資
料
を
配
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
各
国
相
互
の
撮
影
環
境
改
善
の
た
め

に
、
ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

(
A
F
C
N
e
t
)
を
O
四
年
十
月
に
設
立
し
、
連
携

を
深
め
て
い
る
。
今
後
、
ア
ジ
ア
の

一
員
と
し
て
日
本
の

F
C
の
役
割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(C
刃
「
一
才
苦
言
言
語
・
2

一ヨゐ
0
3
ち
)

.. 2004年文化庁映画週間でのAFCNet設立発表
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特

映
像
文
化
と
ま
ち
。
つ
く
り

集

北
海
道
北
見
市

冬
季
五
出
場
の

女
性
チ
ー
ム
が
放
っ
&
る
さ
と
の
光

若
い
世
代
に
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
青
春
映
画

こ
こ
は
北
海
道
常
呂
町
。
私
は
こ
の
町
で
生
ま
れ
た
・
:

北
見
市
常
日
町
を
舞
台
に
し
た
青
春
映
画
「
シ
ム
ソ
ン
ズ
」

は、

主
役
を
演
じ
る
加
藤
ロ

l
サ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
始

ま
る
。
サ
ロ
マ
湖
畔
沿
い
の
の
ど
か
な
道
を
、
マ
マ
チ
ヤ

リ
が
進
む
。
晩
秋
の
凍
え
始
め
た
空
気
を
切
り
裂
き
な
が

ら
走
る
、
ロ

l
サ
の
制
服
姿
(
北
海
道
常
日
高
等
学
校
)

が
ま
ぶ
し
い
。
森
と
海
と
湖
と
・
:
。
夢
の
よ
う
な
、
美
し

い
風
景
が
続
く
。
「
紛
れ
も
な
い
、
わ
が
ふ
る
さ
と
は
、

こ
ん
な
に
も
美
し
い
場
所
な
の
だ
」
。
誇
る
べ
き
ふ
る
さ

と
の
情
景
が
、
い
ま
全
国
の
劇
場
で
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

、
究
極
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
競
按

f
力

l
リ
ン
グ

「
ホ
タ
テ
と
遺
跡
と
カ

l
リ
ン
グ
の
ま
ち
」
。
人
口
わ
ず

か
四
千
八
百
人
の
町
が
生
ん
だ
映
画
シ
ム
ソ
ン
ズ
は
、

二

O
O
二
年
の
ソ
ル
ト
レ

1
ク
シ
テ
ィ
五
輪
に
出
場
し
た
カ

l
リ
ン
グ
チ

l
ム
「
シ
ム
ソ
ン
ズ
」
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
常
呂
町
の

四
人
の
カ

l
リ
ン
グ
チ

1
ム
が
放
つ
「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
姿
」

が
、
こ
の
映
画
を
生
む
こ
と
と
な
る
。

師-

• 長
谷
川
京

常
呂
総
合
支
所
長

長
野
五
輪
か
ら
公
式
競
技
と
な
っ
た
カ

l
リ
ン
グ
は
、

「
氷
上
の
チ
ェ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
相
手
の
シ
ョ
ッ
ト
を

み
勺

何
手
先
ま
で
も
予
測
す
る
轍
密
な
作
戦
と
強
じ
ん
な
精
神

力
が
、
勝
敗
を
分
け
る
。
こ
の
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
が
、

チ
I
ム
メ
イ
ト
を
「
信
じ
る
」
と
い
う
、
と
て
も
奥
行
き

の
深
い

「究
極
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
競
技
」
で
あ
る
こ
と

を
確
信
し
た
映
画
制
作
者
は
、
彼
女
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
姿
を
生
ん
だ
「
ふ
る
さ
と
の
姿
」
に
関
心
を
寄
せ
る
。

こ
の
小
さ
な
町
は
、
長
野
五
輪
か
ら
三
大
会
連
続
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
送
り
出
し
て
い
る
。

、
合
併
に
未
来
を
求
め
た

f
町
の
卒
業
映
画

映
画
制
作
者
が
初
め
て
シ
ム
ソ
ン
ズ
の
ふ
る
さ
と
を
訪

ね
た
こ
ろ
、
常
呂
町
は
住
民
投
票
な
ど
を
経
て
、
既
に
北

見
市
な
ど

一
市
三
町
で
の
合
併
を
決
め
て
い
た
。
平
成
の

大
合
併
と
い
う
地
方
制
度
の
変
革
期
に
、
常
呂
川
流
域
を

基
盤
と
す
る
新
た
な
自
治
の
枠
組
み
を
選
択
し
た
の
で
あ

る
。
同
川
の
流
域
か
ら
「
地
方
分
権
の
モ
デ
ル
を
発
信
す

る
」
「
旧
市
町
区
域
を
自
治
区
と
し
、
そ
こ
に
副
市
長
と

+ 

4・・・

8 

自
治
組
織
を
置
く
」
合
併
の
あ
り
方
は
、
新
北
見
方
式
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
常
呂
町
の
住
民
は
ふ
る
さ
と

の
未
来
を
、
よ
り
大
き
な
可
能
性
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

サ
ロ
マ
湖
は
ホ
タ
テ
養
殖
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
は
囲
内
有
数
の
豊
か
な
漁
場
で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
と
サ
ロ
マ
湖
と
を
隔
て
る
砂
州
上
に
、
国
内
最
大
の
ワ

ツ
カ
原
生
花
閣
が
広
が
り
、
国
の
指
定
史
跡
「
常
呂
遺
跡
」

の
発
見
を
契
機
に
東
京
大
学
の
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
初
の
屋
内
カ

l
リ
ン
グ
場
が
あ
り
、

流
氷
が
押
し
寄
せ
る
季
節
に
も
実
に
多
く
の
人
々
が
、
ヵ

l
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
小
さ
な
町
に
は
国
際
大
会

の
代
表
選
手
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
市
井
に
は
カ

l
リ

ン
グ
の

「語
り
部
」
た
ち
が
あ
ふ
れ
で
い
る
:
・
な
ど
な
ど

に
、
制
作
者
が
圧
倒
さ
れ
て
い
た
時
、
「
こ
の
映
画
は
、

合
併
す
る
常
呂
町
の
卒
業
制
作
で
す
。
お
金
は
出
せ
ま
せ

ん
が
、
可
能
な
限
り
の
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
の

一

一口
で
、
映
画
シ
ム
ソ
ン
ズ
の
制
作
は
走
り
始
め
た
。

2006・6月号↓品泌物

r、
さ
な
町
を
挙
げ
て
の
映
画
制
作
支
揺

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
と
い
う
組
織
を
持
た

な
い
小
さ
な
町
は
、
映
画
シ
ム
ソ
ン
ズ
担
当
の
専
任
職
員

を
配
置
し
、
ヵ

l
リ
ン
グ
競
技
の
イ
ロ
ハ
を
伝
え
、
ロ
ケ

ハ
ン
か
ら
始
ま
る
あ
ら
ゆ
る
準
備
作
業
の
任
に
、
制
作
ス

タ
ッ
フ
の

一
員
と
し
て
当
た
ら
せ
た
。
撮
影
は
十

一
月
か

ら
の
、
お
よ
そ
ひ
と
月
余
り
:
・
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

耳
を
疑
う
。
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
四
季
の
中
で
も
、
最
も

色
彩
を
失
っ
た
季
節
。
い
つ
雪
が
舞
う
こ
と
と
な
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
季
節
は
、
地
元
の
人
間
に
と
っ
て
も
最

も
過
酷
な
季
節
で
も
あ
る
。
体
感
温
度
が
寒
さ
を
最
も
意

識
さ
せ
る
時
期
な
の
で
あ
る
。

占』
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-
十

一
月
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
し
け
が
多
く
、
な
か
な
か
出

漁
で
き
な
い
。
ホ
タ
テ
漁
船
は
映
画
に
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
ロ
ケ
に
要
す
る
時
間
は
、

一
般
人
の
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
。
な
に
よ
り
も
寒
い
。
ホ
タ
テ
漁
も
終

期
に
近
い
。
「
大
丈
夫
、
で
き
る
協
力
は
す
べ
て
す
る
よ
」

の
声
に、

一
挙
に
救

わ
れ
る
。

者
で
も
あ
る
キ
ャ
ス
ト

た
ち
を
指
導
す
る
の

は
、
世
界
大
会
で
の
実

績
の
あ
る

一
流
選
手
た

酬品

ち
。
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
の
指
導
。
夜
を
徹
し
て
の
製

氷
作
業
。
す
べ
て
は
、
常
呂
カ

l
リ
ン
グ
協
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
。
「
楽
し
み
な
が
ら
手
伝
っ
て
い
る
ん
だ

か
ら
、
気
に
し
な
い
で
」
と
、
口
々
に
言
う
。

、、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
厚
み
と

f
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り

深
夜
の
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
深
夜
か
ら
早
朝
に

及
ぶ
エ
キ
ス
ト
ラ
の
動
員
、
民
家
で
の
撮
影
、
日
曜
日
に

は
常
呂
高
校
で
の
授

業
の
シ

l
ン
、
そ
し

カーリ ンクチーム「シムソンズ」を演じた4人の女優

て
「
初
雪
降
っ
た
ら
、

い
い
こ
と
あ
る
よ
ね

・
:
」
と
、
ロ

l
サ
た

ち
が
夜
空
を
見
上
げ

た
日
の
除
雪
作

業
と
、
七
十
人

を
超
え
る
ス
タ

の
現
場
に
は
、

っ
た
。

ツ
フ
と
の
共
同

作
業
の
す
べ
て

温
か
い
心
と
心
の
交
流
が
あ

j最影風景

「感
謝
試
写
会
」

と
銘
打
っ
た
会
場
に
は
、

ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
感
じ
る
た
く
さ
ん
の
住

民
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
厚
み
に
対
す
る
実
感
が
あ
っ
た
。
胸
を

張
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
発
信
で
き
る
と
い
う

確
信
が
あ
っ
た
。

一課
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
会
場
を
後
に
す
る
幾

人
も
の
町
民
か
ら
は
、

「良
い
も
の
を
作
っ
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
の
声
と
と
も
に
、

握
手
を
求
め
ら
れ
た
。 -

、
映
画
を
通
じ
て
聞
か
れ
た

f
地
減
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

か
つ
て
東
京
で
学
生
生
活
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
私

が
、
ふ
る
さ
と
を
語
る
た
め
に
は
、
他
の
町
の
あ
れ
こ
れ

を
借
り
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
私
た
ち
の
子
供
は
、

今
や
自
前
の
素
材
で
胸
を
張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
語
る
資
格

を
得
た
。
ど
こ
ま
で
も
美
し
い
風
景
、
や
さ
し
い
心
情
、

日
本
に
誇
る
ホ
タ
テ
の
味
覚
。
司
馬
遼
太
郎
が
「
採
集
の

く
ら
し
の
時
代
、
常
日
は
世
界

一
の
い
い
場
所
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
(
オ
ホ
ー
ツ
ク
街
道
)
と
著
し
た
ふ
る
さ

と
は
、
映
画
シ
ム
ソ
ン
ズ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
光
を
見
た

の
で
あ
る
。

シ
ム
ソ
ン
ズ
の
公
聞
か
ら
間
も
な
く
、
ト
リ
ノ
五
輪
の

舞
台
で
は
、
チ
ー
ム
青
森

の
選
手
た
ち
の
輝
く
笑
顔

が
あ
っ
た
。
カ
l
リ
ン
グ

「また常呂町を訪れたいjと全スタッフが手形の陶板を残した

を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の

未
来
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
す

る
勇
気
を
得
た
シ
ム
ソ
ン

ズ
の
四
人
の
青
春
群
像
は
、

今
を
生
き
る
若
い
世
代
に

希
望
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

合
併
ま
だ
問
も
な
い
地
域

で
も
、
ふ
る
さ
と
の
未
来

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す

る
大
切
さ
を
栂
と
す
る
、

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。

↓卑属匂2006・6月号

酪
農
家
の
広
い
敷

地
に
は
、
容
赦
の
な

い
寒
風
が
吹
き
荒
れ

る
。
乳
午
の
鋭
敏
な

感
性
は
、
母
性
そ
の

も
の
だ
。
撮
影
と
い

う
非
日
常
の
動
き

に
、
乳
牛
た
ち
は
興

奮
す
る
。
決
め
ら
れ

た
時
間
に
は
搾
乳
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。
酪
農
家
の
笑

顔
が
、
乳
牛
た
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
。「
こ
ん
な
経
験
、

一
生
に

一
度
だ
か
ら
」
。

カ

1
リ
ン
グ
場
は
、

リ
ー
グ
戦
や
各
種
大

会
、
学
校
の
授
業
な
ど

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
撮
影
は
深
夜

か
ら
早
朝
に
組
ま
れ

る
。
カ
l
リ
ン
グ
初
心

9 



特

集

映
像
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

2 

東
京
都
杉
並
区

ァ
=
メ
産
業
振
で

ま
ち
の
魅
力
向
上
と
活
性
化
を
目
指
す

「
ア
ニ
メ
の
杜
」
実
現
に
向
け
た
手
探
り
の
ま
ち
守
つ
く
り

「
こ
ん
な
広
報
が
見
ら
れ
る
の
は
杉
並
ぐ
ら
い
だ
」
と
、

杉
並
区
の
広
報
紙
(
広
報
す
ぎ
な
み
)
が
、
ブ
ロ
グ
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
広
報
紙
は
平
成
十
八
年
元
旦
発

行
の
新
年
特
集
号
。
色
鮮
や
か
に
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
紙
面
に
あ
ふ
れ
、
行
政
の
広
報
紙
ら
し
か
ら
ぬ
体
裁

を
し
た
も
の
だ
。
こ
の
号
は
「
ア
ニ
メ
の
ま
ち
す
ぎ
な
み
」

と
題
し
、
区
と
ア
ニ
メ
の
つ
な
が
り
を
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
特
集
し
た
。

本
稿
で
は
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
行
政
の
広
報
紙

を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
軌
跡
を
追
う
と
と
も
に
、

「
ア
ニ

d
u
hリ

メ
の
社
す
ぎ
な
み
」
構
想
を
掲
げ
、
ア
ニ
メ
産
業
の
振
興

に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
と
活
性
化
を
目
指
す
区

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

(
世
界
的
な
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
の
集
積
地
に

ア
ニ
メ
の
制
作
会
社
は
、
そ
の
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と

は
異
な
り
、
特
段
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
も
な
く
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

業
界
で
は
、
杉
並
区
に
ア
ニ
メ
産
業
が
集
積
し
て
い
る
こ

4・

区
民
生
活
部
産
業
振
興
課
ア
ニ
メ
係

• 田
口
昌
実

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
が
、
区
民
は
も
ち
ろ
ん
区
で

も
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

新
し
い
基
本
構
想
の
策
定
を
機
に
、
地
域
の
掘
り
起
こ

し
を
行
っ
た
結
果
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
ア

ニ
メ
ス
タ
ジ

オ
が
集
ま
り
始
め
、
今
や
世
界
的
な
集
積
地
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

(表
)
。
平
成
十
二
年
十
二

月
、
ア
ニ
メ
産
業
振
興
の
専
任
部
署
が
設
け
ら
れ
、
本
格

的
な
ア
ニ
メ
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
進
ん
で
い
く
。
自
治
体

の
組
織
の
名
称
に
「
ア
ニ
メ
」

1

0

アニメーション制作プロダクシヨン数

lf:号lJ;:;
h引

-6. 
Eコ

約17%

t或

全国
ト一一
東京
ト
杉並区

地

表

ふ

10 

と
入
っ
て
い
る
の
は
、
か
な
り
珍
し
い
の
か
、
名
刺
交
換

で
驚
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

2006・6月号

、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る

f
地
溺
・
企
業
・
行
政
の
連
携

今
で
こ
そ
、
広
報
紙
の
特
集
号
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
専
任
部
署
が
発
足
し
た
当
時
は
、
区
内
部
で
も

「
ア

ニ
メ
?
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ア
ニ
メ
の
ま
ち
を
標

ほ
う
す
る
以
上
、

ま
ず
は
区
民
に
知

っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
、

同
十
三
年
四
月
に

キャラクターグリーティング 「おでんくんJ(アニメーショ
ンフェスティバル In杉並)

背景実演・制作ワークショ ップ(アニメーションフェスティ
バル In杉並)

↓卑凶句

「
ア
ニ
メ

l
シ
ヨ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ツ

チ
ン
グ
、
シ
ン
ボ

ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、

上
映
会
や
子
ど
も

向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

硬
軟
取
り
混
ぜ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
約

一
万
三
千
人
の
動
員
を
記

録
、
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で

き
た
。
約
十
万
人
弱
を
集
客
す
る

東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
は
、
平

成
十
五
年
二
月
に
初
開
催
し
た
。

国

・
都
に
先
駆
け
て
事
業
を
展
開

し
た
こ
と
が
、
地
域
、

区
民
の
理

解
を
早
く
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

... ・-

噌掴.

-



映像文化と まちづく り特集

-
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
区
内
の
制
作

会
社
な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
運
営
を
行

っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
通
じ
て
ス
タ
ジ
オ
と
対
話
す

る
機
会
が
増
え
、
そ
れ
ま
で
謎
の
ベ

1
ル
に
包
ま
れ
て
い

た
ア
ニ
メ
制
作
会
社
が
抱
え
る
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。
制
作
ス
タ
ジ
オ
の
独
立

・
小
規
模
化
と
海
外
発
注

の
増
加
と
相
ま
っ
て
、
中
小
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
の
人
材
不
足
に
直
面
し
て
い
た
。

、
匠
塾
の
開
講
と

f
ア
ニ
メ
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
の
オ
ー
ブ
ン

そ
こ
で
区
は
、
平
成
十
四
年
に

「杉
並
ア
ニ
メ
匠
塾
」

を
立
ち
上
げ
、
ス
タ
ジ
オ
現
場
で
実
践
的
に
ア
ニ
メ
ー
タ

ー
を
育
て
る
人
材
育
成
事
業
を
始
め
た
。
課
題
を
共
有
し
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
と
、
多
忙
を
極
め
る
制
作
会

」

杉並アニメ匠塾 (動菌研修風景)

社
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
授
業
や
臓
場

体
験
な
ど
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ニ
メ
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
文
化
・
産
業
の
振
興
を

図
る
拠
点
の
整
備
・
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。
区
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

セ
ル
画
や
帰
影
台
な
ど
の
資
料
を
集
め
、
平
成
十
五
年
に

「杉
並
ア
ニ
メ
資
料
館
」
を
開
館
さ
せ
た
。

し
か
し
、
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
極
小
の
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
ア
ニ
メ
の
持
つ
魅
力
を
伝
え
切
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

同
十
七
年
三
月
に
日
本
初
の
総
合
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム

「杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
を

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

ア
ニ
メ
の
原
理
を
学
べ
た
り
、
百
五
十
イ
ン
チ
の
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
ア
ニ
メ
の
鑑
賞
を
で
き
る
ほ
か
、
ク
レ
イ
ア

..-

ニ
メ
や
声
優
教
室
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ

た
こ
と
で
人
気
を
集
め
、
開
館

一
年
で
来
場
者
が
五
万
人
を

超
え
た
。
杉
並
区
の
新
た
な
名
所
と
な
り
、
米
国
や
フ
ラ
ン

ス
、
中
国
、
韓
国
な
ど
、
海
外
か
ら
の
来
場
者
も
数
多
い
。

、、
豊
か
な
ア
ニ
メ
文
化
、が

f
埼
わ
れ
る
ま
ち
に
向
け
て

ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
匠
塾
に
よ
る
人
材

育
成
、
ア
ニ
メ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
で
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、

順
風
満
帆
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
ア
ニ
メ
の
ま
ち
」

づ
く
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
い
。「
ア
ニ
メ
H

萌
え
・
オ
タ
ク
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

区
の
予
算
規
模
で
は
産
業
振
興
に
限
界
が
あ
り
、
現
場
で

日
々
奮
闘
し
て
い
る
制
作
会
社
か
ら
冷
や
や
か
に
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

アニメーションミュージアム内部 (製作者再現デスク)

ア
ニ
メ
と
い
う
、
い
わ
ば
仮
想
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
か
、
複
雑
な
業
界
構
造
を
持
つ
ア

ニ
メ
産
業
を
具
体
的
に
支
援
す
る
方
法
は
何
か
、
眼
前
の

諜
題
は
大
き
い
。

本
年
四
月
、
大
手
ア
ニ
メ
製
作
会
社
が
杉
並
区
に
国
内

最
大
級
の
ア
ニ
メ
制
作
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
す
る
と
発
表
し

た
。
担
当
者
に
よ
る
と
「
行
政
が
振
興
し
て
い
る
ぐ
ら
い

ア
ニ
メ
産
業
が
盛
ん
な
集
積
地
」
と
い
う
こ
と
が
、
選
定

の
大
き
な
理
由
の

一
つ
だ
と
言
う
。

あ
の
手
、
こ
の
手、

ま
さ
に
手
探
り
で
ア
ニ
メ
の
ま
ち

づ
く
り
を
始
め
た
成
果
と
信
じ
た
い
。
「
ア
ニ
メ
の
社
」

の
名
の
よ
う
に
、
杉
並
区
に
森
の
ご
と
く
ス
タ
ジ
オ
が
立

ち
並
び
、

豊
か
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
が
培
わ
れ
る
ま

ち
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

2006・6月号 ↓卑属幼

【
杉
並
ア
ニ
メ
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム

H
P
は
こ
ち
ら
}

C
刃
「
一
芸
℃
民主
要
〈
〈
・

8
ヨ
・0
「・買
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特

映
像
文
化
と
ま
ち
。
つ
く
り

集

3 

横
浜
市

創
造
都
市
現
に
向
げ
た

『
ヨ
コ
ハ
マ
映
像
文
化

都
市
ブ
ラ
ン
ド
強
化
と
映
像
関
連
産
業
集
積
を
目
指
す

市
』
づ
く
り

、
地
域
、が
育
ん
だ
芸
術
・
文
化
発
信
の

f
ま
ち
。つ
く
り

横
浜
は

一
八
五
九
年
の
開
港
以
来
、
港
を
中
心
に
独
自

の
歴
史
や
文
化
を
育
み
、
質
の
高
い
都
市
空
間
を
創
造
し

て
き
た
ま
ち
で
あ
る
。
「
映
像
文
化
」
に
つ
い
て
も
い
ち

早
く
取
り
入
れ
、
日
本
で
最
初
の
封
切
館
が
開
館
す
る
と

と
も
に
、
石
原
裕
次
郎
の
主
演
映
画
や
「
天
国
と
地
獄
」
な

ど
横
浜
を
舞
台
に
し
た
映
画
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
横
浜

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
き
た
。
最
近
、
数
多
く

の
都
市
で
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
、
横
浜
は
か
な
り
早
い
時
期
に
導
入
し
、
フ

ラ
ン
ス
映
画
祭
を
継
続
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す

映
像
の
街
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
き
で
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
市
は
現
在
、
今
後
の
活
性
化

の
柱
と
し
て
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ヨ
コ
ハ
マ
」

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
の
活
性
化
・
開
発
の

際
に
、
そ
れ
ま
で
の
都
市
の
歴
史
で
あ
る
と
か
、
文
化
・

風
土
を
ベ

l
ス
と
し
て
都
市
づ
く
り
を
し
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
横
浜
は
そ
う
し
た
も
の
を
ベ

l
ス
に
新
し
い
芸

ー-

〆

開
港
1
5
0
周
年
・
創
造
都
市
事
業
本
部

創
造
都
市
推
進
課
担
当
係
長

.

梶
山
祐
実

術
・
文
化
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
柱
の

一
つ
と
し
て
、
「
映
像
文
化
都
市
」
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
結
果

で
あ
る
と
と
も
に
、
映
像
文
化
が
文
化
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル

の
中
で
も
総
合
的
な
芸
術
性
を
持
ち
、
創
造
性
が
高
く
、

ま
た
、
将
来
著
し
く
成
長
が
見
込
ま
れ
る
映
像
文
化
産
業

に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
、
個
性
あ
る
映
画
祭
の
開
催
と

r
f
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動

ま
ず
、
映
像
文
化
都
市
を
含
む
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ

ィ
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
な
事
業
本
部
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
既
存
の
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
規

の
事
業
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

既
存
の
事
業
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
の
ほ
か
、

市
民
が
主
催
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
」
、
世
界
有
数
の
映

画
単
科
大
学
で
あ
る
中
国
の
北
京
電
影
学
院
と
の
協
力
開

催
で
あ
る
「
横
漬
学
生
映
画
祭
」
な
ど
、
既
に
個
性
あ
る

い
く
つ
か
の
映
画
祭
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
横
漬
学
生
映

』ド

12 

画
祭
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
韓
国
か
ら
の
参
加
も
予
定

し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
学
生
の
登
竜
門
的
な
存
在
に
な
り

2006・6月号

つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
が
残
り
つ
つ
、
近
代
的
な

都
市
と
し
て
「
み
な
と
み
ら
い
引
地
区
」
が
発
展
す
る
な

ど
、
絵
に
な
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
た
め
、
撮
影
の
相

談
が
他
都
市
に
比
べ
て
多
く
、
横
浜
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
こ
の
五
年
余
り
で
、

三
千
五
百
件
を
超
え
る
作

品
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

↓以凶匂

、
映
像
関
連
企
業
の
誘
致
と

f
映
健
文
化
施
設
の
整
備

新
規
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、

わ
が
国
最
高新港客船ターミナル映像文化施設撮影映像スタ ジオ

~ 

.，.. 
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の
芸
術
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
芸
大
大
学
院

の
誘
致
で
、
こ
れ
は
金
銭
で
は
計
れ
な
い
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
芸
大
を
誘
致
す

る
こ
と
で
横
浜
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
横
浜

が
積
極
的
に
進
め
る
映
像
文
化
都
市
づ
く
り

を
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

映
像
関
係
者
が
横
浜
に
興
味
を
抱
き
始
め
た
。

さ
ら
に
こ
れ
に
併
せ
て
、
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
企
業
な
ど
を
横
浜
へ
誘
致
す
る
た
め
、

最
大
五
千
万
円
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
た

こ
と
に
よ
り
、
民
間
空
き
倉
庫
を
活
用
し
た

映
像
関
連
の
企
業
や
教
育
機
関
の
集
積
が
進

ん
だ
。
映
像
企
業
に
特
化
し
た
助
成
制
度
は

全
国
初
で
あ
る
。
今
回
誘
致
に
成
功
し
た
の

は
、
今
後
、
横
浜
の
映
像
文
化
を
担
う
核
と

な
る
企
業
で
あ
り
、
今
後
周
辺
へ
の
関
連
企

業
集
積
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
平
成
十
六
年
度
に
開
催
し
た
第

一

線
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
よ
る
映
像
文
化
都
市
懇
話
会
で

検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
効
性
の
高
い
提
言
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
た
、

芸
大
誘
致
と
併
せ
て
整
備
し
た
二
つ
の

「映
像

文
化
施
設
」
(
整
備
費
約
十
億
円
)
は
、
東
京
芸
術
大
学

大
学
院
映
像
研
究
科
に
お
け
る
人
材
育
成
の
み
な
ら
ず
、

広
く
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
施
設
は
横
浜
の
特
徴
で
あ
る
歴
史
的
建
造
物
や

港
の
倉
庫
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
空
間
そ
の
も
の
の

価
値
も
高
い
た
め
、
地
域
と
の
連
携
事
業
の
場
や
市
民
に

質
の
高
い
文
化
を
提
供
す
る
場
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

旧富士銀行映像文化施設大視聴覚室

-機浜市が誘致制度により民間倉庫に誘致した映像関連教育機関の内部

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

今
以
上
の
充
実
を
図
り
、

横
浜
の
シ
テ
ィ

l
セ
ー
ル

ス
を
強
化
し
、
観
光
客
の

増
加
を
狙
う
。
特
に
羽
田

の
国
際
化
を
に
ら
ん
だ
ア

ジ
ア
地
域
か
ら
の
集
客
を

進
め
る
方
針
だ
。

ま
た
、
映
像
文
化
都
市

の
最
大
目
的
で
あ
る
産
業

集
積
に
向
け
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
、
企
業
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
形
成
を
阿
る
と
と
も

に、

芸
大
生
を
は
じ
め
と

す
る
横
浜
で
学
ん
だ
優
秀

な
人
材
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
、

「
ア
ジ
ア

の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
の
拠
点
は
横
浜
」
を
目
標
に
、

事
業
展
開
を
岡
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

、

ア
ジ
ア
映
偉
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
の

f
拠
点
を
目
指
す

映
像
文
化
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
結

果
、
新
た
な
映
画
祭
な
ど
数
多
く
の
支
援
依

1

頼
が
殺
到
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
も

映
像
文
化
都
市
づ
く
り
に
か
か
わ
る
事
業
の

要
望
な
ど
が
多
く
、
東
京
と
違
う
横
浜
独
自

の
映
像
文
化
圏
の
形
成
、
歴
史
的
建
造
物
や

空
き
倉
庫
な
ど
の
活
用
に
よ
る
横
浜
ら
し
さ

の
演
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
開
港
百
五
十
周
年
を
機
に
、
横

浜
独
自
の
映
像
を
使
っ
た
祭
典
な
ど
、

「映

像
文
化
都
市
横
浜
」
を
特
徴
付
け
る
事
業
を

展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
フ
ィ
ル
ム
・
コ

↓品回句2006・6月号13 
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新
潟
・
市
民
映
画
館
「
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
」
(
新
潟
市
)

映
像
文
化
を
市
民
の
手
で
守
D

地
域
づ
く
り
へ
と
発
展

復
活
シ
ア
タ
ー
を
核
に
月
刊
誌
発
行
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

今
日
ま
た
、
シ
ネ

・
ウ
イ
ン
ド
を
若
者
が
訪
れ
て
来
た
。

上
映
候
補
の
日
本
映
画
を
ぜ
ひ
見
た
い
。
そ
の
た
め
に
企

画、

宣
伝
の
手
伝
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
い
、
と
来

て
く
れ
た
の
だ
。
恐
ら
く
二
十

一
年
前
、
私
も
こ
の
若
者

と
同
じ
目
を
し
て
当
時
の

「新
潟
・
市
民
映
画
館
建
設
準

備
会
」
の
ド
ア
を
た
た
い
た
の
だ
ろ
う
。

新
潟
・
市
民
映
画
館

「
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
」
は
、
そ
の

誕
生
か
ら
現
在
ま
で
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
手
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
存
続
し
て
き
た
。
今
回
、
本
稿

の
依
頼
を
い
た
だ
き
、

当
館
の
粛
藤
正
行
代
表
よ
り
開
館

前
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
私
に
執
筆
の
要
請
が
き
た
の

だ
が
、
正
直
遼
巡
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
例
人
は
本

稿
テ

l
マ
で
あ
る
映
像
文
化
普
及
で
あ
る
と
か
、
地
域
づ

く
り
と
い
っ
た
意
識
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
か
ら
だ
。
冒
頭
の
若
者
の
よ
う
に
、
私
も
最
初

は
自
分
の
見
た
い
映
画
を
新
潟
で
上
映
し
た
い
と
い
う
目

的
か
ら
参
加
し
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
映
画
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
人
聞
が
集
ま
っ
て
く
る
。

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
を
語
る
上
で
こ
の
点
が
重
要
だ
と
思
う

• 田
村
聡
昭

ス
タ

ッ
フ

の
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
人
間
が
、
映
画
館
と
い

う
場
を
中
核
と
し
て
ア
メ
ー
バ
状
に
活
動
を
展
開
し
て
い

き
、
結
果
と
し
て
新
潟
の
文
化
に
刺
激
を
与
え
続
け
て
き

た
。
そ
し
て
今
や
、
新
潟
市
内
で

一
般
館
と
し
て
最
も
歴

史
の
古
い
映
画
館
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
詳
し
く

述
べ
た
い
。

、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
閉
館
を
受
け

/

「
市
民
映
画
館
」
を
復
活

現
主
の
新
潟
市
に
お
け
る
映
画
館
状
況
は
、

当
館
と
成

人
映
画
館
が

一
館
、
そ
し
て
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

(シ
ネ
コ
ン
)
が
三
館
あ
り
、
計
二
十
七
ス
ク
リ
ー
ン
を

有
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、

当
館
開
館
前
の
昭
和
六
十
年
三

月
ま
で
は
、
東
宝
な
ど
大
手
映
画
会
社
の
直
営
館
を
含
め

(現
在
は
直
営
館
は
な
い
)
九
館
計
十
五
ス
ク
リ
ー
ン
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
の

一
つ
に
、
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
作
品
の
再

映
を
行
う
二
番
館
と
、
新
潟
未
公
開
作
品
を
上
映
す
る
、

現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
性
格
を
持
つ

「名
画
座
ラ
イ
フ
」
と
い
う
劇
場
が
存
在
し
た
。

昭
和
六
十
年
三
月
、
こ
の
ラ
イ
フ
閉
館
か
ら
シ
ネ
・
ウ

4 

14 

イ
ン
ド
の
歴
史
は
始
ま
る
。
当
時
、
地
元
紙
新
潟
日
報
に

映
画
評
を
連
載
し
て
い
た
映
画
評
論
家
の
故
荻
昌
弘
氏

が
、
ラ
イ
フ
閉
館
に
寄
せ
て

「
新
潟
市
民
の
損
失
は
、
は

か
り
知
れ
な
い
」
と
書
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
立
ち
上
が

っ
た
の
が
粛
藤
代
表
で
あ
っ
た
。
彼
は
職
を
辞
し
、
仲
間

を
募
り
、

事
務
所
を
構
え
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
し

て
、
市
民
参
加
と
市
民
出
資
に
よ
る
独
自
の
新
し
い
映
画

館
を
つ
く
る
た
め
、
前
述
の
市
民
映
画
館
建
設
準
備
会
が

結
成
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

一
円
一
万
円
で
五
千
人
、
計
五

千
万
円
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
、
ス
タ

ッ
フ
が
会
員
を

集
め
る
と
と
も
に
、

二
回
の
上
映
会
を
実
施
し
て
市
民
へ

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
こ
う
し
た
活
動
が
報
道
に
も
多
数
取

り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
賛
同
・
支
援
を
受
け
た
。

粛
藤
氏
の
呼
び
掛
け
か
ら
五
カ
月
後
に
は
建
設
地
が
決

ま
り
、
準
備
会
は

「新
潟
・
市
民
映
画
館
鑑
賞
会
」
へ
と

移
行
、
同
時
に
有
限
会
社
と
し
て
の
法
人
格
を
取
得
し
た
。

こ
う
し
て
同
年
十
二
月
七
日
に
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
は
オ
ー

プ
ン
。
運
動
開
始
か
ら

一
年
も
経
た
ず
に
映
画
館
は
復
活

し
た
の
で
あ
る
。

、
映
画
館
を
申
桜
と
し
た

f
垂
直
と
水
平
方
向
の
活
動

2006・6月号↓邸主語句

当
館
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
十
年
以
上
活
動

し
て
い
る
が
、
前
段
で
述
べ
た
通
り
、
ど
こ
か
ら
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
は
な
く
、
観
客
収
入
や
会
費
収
入
に
よ
り
経
営

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
民
間
団
体
で
あ
る
。
よ
く
新
潟
・

市
民
映
画
館
と
い
う
名
称
か
ら
、
市
や
公
共
機
関
の
補
助

や
支
援
を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
誤
り
で
あ
る
。

で
は
現
在
、
シ
ネ
コ
ン
し
か
生
き
残
れ
な
い
よ
う
な

(恐
ら
く
地
方
都
市
の
現
状
は
ど
こ
も
同
じ
と
思
う
が
・
・
・
)

"‘h 
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胃る

新
潟
に
お
い
て
、
当
館
が
今
日
ま
で
生
き
永
ら
え
て
い
る

要
凶
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
、
映
画
を
上
映
す
る

映
画
館
を
中
核
と
し
て
展
開
す
る
活
動
、
先
ほ
ど
と
言
葉

を
換
え
れ
ば
、
垂
直
方
向
と
水
平
方
向
に
展
開
す
る
活
動
、

こ
れ
が
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
を
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
過
言

で
な
い
。、

、
一
映
画
の
制
作
と
配
給
を
柱
に
し
た

f
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

具
体
的
な
活
動
を
記
す
。
ま
ず
垂
直
方
向
の
展
開
だ
が
、

少
し
専
門
的
な
話
で
恐
縮
だ
が
、
映
画
業
界
に
は
制
作
、

配
給
、
興
行
と
い
う
三
本
柱
が
あ
る
。
一

般
の
流
通
に
当

て
は
め
て
製
造
、
卸
、
小
売
り
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
映
画
館
は
当
然
、
興
行
に
当
た

る
。
だ
が
当
館
は
配
給
、
制
作
の
道
も
開
拓
し
て
き
た
。

ま
ず
配
給
而
に
関
し
て
で
あ
る
。
現
在
は
県
下
の
ホ
ー

ル
、
団
体
な
ど
の
上
映
会
で
の
企
画
、
フ
ィ
ル
ム
手
配
、

映
写
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
潟
に
は
「
に
い
が

た
国
際
映
画
祭
」
「
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
」
と
い
う
映
画

祭
が
あ
る
が
、
初
期
の
運
営
を
お

手
伝
い
し
て
き
た
。

そ
し
て
次
は
制
作
面
だ
。「
阿
賀

に
生
き
る
」
や
坂
口
安
吾
原
作

「
白
痴
」
な
ど
、
県
下
に
て
行
わ
れ

た
映
画
撮
影
へ
の
協
力
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
発

足
し
た
「
に
い
が
た
映
画
塾
」
と

述
携
し
、
共
催
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
日
本
全
国

で
盛
ん
な
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ツ
シ

ヨ
ン
も
新
潟
に
は
「
e
』
ミ
-
、
.
，
.
寸
-

一

色

pu
-
-
v
A
H
ZJ
E

a 

ケ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
名
称
で
存
在
す
る
が
、
こ
こ
に
も
当

館
を
介
し
て
映
画
制
作
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
多
数
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
制
作
、
配
給
と
い
う
柱
か
ら
発
生
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
の
大
き
な
財
産
で

あ
る
。

、

二
百
五
十
号
の
月
刊
誌
発
行
と

f
イ
ベ
ン
ト
の
展
開

のは紹兼先倒土イそば
内音介ね駆しがンの映
容楽にてけて生ド象画
で、半いていん」徴以
占演分る発ただのな外つ
め劇を同刊粛作存のへ
ら f 割誌 。藤家在がの水
れ翠くは会代・だ月展平

しフま前 い今も今発か以て?が、員表坂 。刊聞方
てがざ述こ月ゃっ年行す来い d、上へが口も誌 主 問
、集まのの刊新て八しこ ー る、も映の、安と「 ヲ ヌ
まな通月誌潟通月続と号 。他う作会開吾も月えり
つ仰iり刊のに刊すけなも創文半品報館にと刊 fE
た値粛ウ 一 ぉ 二 を、く欠刊化分のをに傾郷ウ bだ
か観藤イつい百
らを代と主て立町ヱニニニ三一七三=zaj:  
こ持表不雪最主
zヌ幸福三Bz 

成・ 迎。タにはるの、
そツさ、 。長

も
う

員
い
換
え
れ

月刊ウイ ンド

同
誌
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

.... 

が
ご
と
く
、
映
画
館
と
い
う
空
間
を
利
用
し
て
寄
席
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
「
新
潟
で
何
か
を
し
た
い
」
と
、

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
を
訪
れ
る
人
は
跡
を
絶
た
な
い
。

、、

N
P
O
「
新
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

f
シ
ネ
マ
セ
ン
タ
ー
」
設
立
へ

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
は
、
こ
の
よ
う
に
新
潟
の
文
化
発
展

に
対
す
る
貢
献
は
少
な
く
な
い
と
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
自
負

担
副
圃
・
・
・
・
・

し
て
い
る
。
そ
の
証
し
と
し
て

圃

a------
昨
年
、
新
潟
日
報
社
が
県
の
進

.

/

剖
圃
・
・
展
と
県
民
文
化
の
向
上
に
大
き

-F言
司
『
『

4

・
FF
圃
・

義

，
臨
ヲ
叫

a舗
な
業
績
を
上
げ
た
個
人
や
団
体

隆
司
R

A

J

崎

を
表
彰
す
る
新
潟
日
報
文
化
賞

.
浬
-
d
F

/川
社
会
活
動
(
団
体
)
部
門
を
受

-
-vH

4
民
民

与

F

J

，

司

'b一~4-
4
内

貸

し

た

。

圃
圃
・

F
-
こ
4

4
【

T
T

・
4
↓

『可
f

e

a

相

国

際
文
化
交
流
推
進
協
会
の

薗

F
EE
-
M
調
べ
で
は
、
平
成
十
五
年
に
全

----Ba
『阿
副
エ
町
3

-丁

aE'閉
じ
一

一
向
田
で
封
切
ら
れ
た
映
画
は
五
百

回
¥

:

斗

ゴ

捌

六
十

一
本
。
新
潟
県
は
そ
の
四

-
41-F
M
h
.

，‘E

・4F弘
-E
圃
咽
圃

--M告
二
%
を
公
開
し
て
お
り
、

全
国

=・-一
4

で
十
二
番
目
の
水
準
を
誇
る
o

p
E闘
闘
・

J
詔
そ
の
お
よ
そ
半
分
を
シ
ネ
・
ウ

イ
ン
ド

一
館
で
上
映
し
て
い
る
。
当
館
は
二
十

一
年
目
の

今
年
、
前
述
の
映
画
祭
、
映
画
塾
、
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
協
働
・
連
携
を
よ
り
有
機
的
に
結
び
付
け

る
た
め
、
「
N
P
O
法
人
新
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
セ

ン
タ
ー
」
の
設
立
を
目
指
し
、
月
刊
ウ
イ
ン
ド
二
百
五
十

号
記
念
に
県
下
の
映
画
館
史
を
調
査
・
掲
載
す
る
特
集
号

を
発
行
す
る
。
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
に
は
い
ま
だ
よ
ど
む
こ

と
な
く
、
新
し
い
風
が
吹
き
続
け
て
い
る
。

↓品崩旬2006・6月号15 



特

集

映
像
文
化
と
ま
ち
。
つ
く
り

映

5 

甲
府
市

を
-
7
1
マ
に
し
た

申
心
市
街
地
の
魅
力
づ
く
り

「
や
ま
な
し
映
画
祭
」
で
広
が
っ
た
ふ
る
さ
と
の
再
発
見

か
つ
て
映
画
は
、
商
底
街
へ
と
人
々
を
引
き
寄
せ
る
楽

し
み
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
甲
府
市
に
お
い
て
も
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
娯
楽
の
中
心
は
映
画
で
あ
り
、
最
盛
期
に

は
山
梨
県
内
に
八
十
七
館
が
立
ち
並
ん
で
い
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

現
在
、
甲
府
市
中
心
市
街
地
に
は
四
館
十
二
ス
ク
リ
ー

ン
が
あ
る
が
、
映
画
が
娯
楽
の
中
心
と
い
わ
れ
て
い
た
時

代
に
比
べ
る
と
数
で
は
減
り
、
ま
た
郊
外
の
シ
ネ
マ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
の
勢
い
に
も
押
さ
れ
気
味
の
感
が
あ

る
。
し
か
し
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
低
下
が
叫
ば
れ
る
中
、

こ
の

一
定
エ
リ
ア
に
十
二
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
街
の
長
所
で
も
あ
る
と
舌
守
え
る
。

こ
の
長
所
を
商
底
街
の
持
つ
買
い
物
、
飲
食
、
街
歩
き

な
ど
の
要
素
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
何
か
活
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
の
考
え
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

甲
府
商
工
会
議
所
は
中
心
部
映
画
館
、
商
庖
街
、
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
協
力
す
る
中
で
平
成
十
七
年
十

一

月
、
中
心
市
街
地
を
舞
台
に
「
2
0
0
5
や
ま
な
し
映
画

祭
」
を
企
画
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
県
に
お

占.

)
甲
府
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
地
域
再
生
推
進
課

事

主任

・

志

村

修

い
て
も
全
国
的
に
は
後
発
で
あ
る
が
、
同
十
六
年
に
「
富

士
の
国
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上

げ
、
積
極
的
な
ロ
ケ
誘
致
・
支
援
を
通
し
た
映
像
に
よ
る

山
梨
の
魅
力
の

P
R
、
さ
ら
に
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
の
取
り
組
み
を
始
め
た
こ
と
も
、
当
事
業
を
展
開

す
る
に
当
た
り
追
い
風
と
な
っ
た
。

、
映
画
の
上
映
会
と

f
関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催
、が
柱

映
画
祭
の
事
業
内
容
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド

内
に
百
五
十
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

し
て
の
「
ア
ー
ケ
ー
ド
シ
ア
タ
ー
」
、
空

き
庖
舗
を
活
用
し
た
「
ち
び
っ
こ
映
画
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、
映
画
音
楽
を
中
心
と

し
た
「
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
「
ま
ち

か
ど
映
画
ポ
ス
タ
ー
展
」
な
ど
、
商
庖
街

を
舞
台
に
し
た
映
画
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
、

映
画
上
映
会
の
二
本
柱
で
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

映
画
館
で
の
上
映
に
つ
い
て
は
、
往
年

ム

16 

の
名
作
や
話
題
作
な
ど
の
上
映
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た

が
、
「
山
梨
と
い
う
地
元
に
根
差
し
た
映
画
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
」
「
映
像
を
通
し
た
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
」
と
の
観

点
か
ら
、
前
述
の
富
士
の
困
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
活
動
な
ど
に
よ
る
県
内
ロ
ケ
作
品
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

2006・6月号↓邸主詰句

今
回
の
上
映
で
は
、
県
内
の
ひ
ま
わ
り
畑
な
ど
で
ロ
ケ

を
行
っ
た
大
ヒ
ッ
ト
作
「
い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す
」
を

取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
合
わ
せ
て
助
監
督
を
は
じ
め

と
す
る
制
作
関
係
者
、
映
画
に
登
場
し
た
ひ
ま
わ
り
畑
の

管
理
者
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
撮
影
の
舞
台
裏
を
は
じ
め
、
山
梨
が
ロ
ケ
地
に
選
ば

れ
た
理
由
、
そ
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

制
作
過
程
を
考
え
な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
昭
和
十
五
年
に
公
開
さ
れ
た
「
秀
子

の
車
掌
さ
ん
」
と
い
う
作
品
を
上
映
し
た
。
こ
れ
は
、
本

県
ゆ
か
り
の
作
家
・
井
伏
鱒
二
氏
の
原
作
に
よ
る
も
の

ふ
ん

で
、
高
峰
秀
子
扮
す
る
パ
ス
会

社
の
車
掌
さ
ん
が
、
甲
府
を
舞

ふ
ん
と
う

台
に
奮
闘
す
る
姿
を
描
い
て
い

る
。
当
時
の
ロ
ケ
も
甲
府
市
内

を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
い

わ
ば
県
内
ロ
ケ
作
品
の
第

一
号

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
名
作
で
あ
る
。

こ
の
上
映
会
に
は
、
最
近
す

っ
か
り
映
画
館
に
足
を
運
ば
な

く
な
っ
た
か
つ
て
の
映
画
フ
ァ

ン
で
あ
る
高
齢
者
が
数
多
く
来

場
し
、
白
黒
の
映
像
を
通
し
て

150インチスクリーンを設置した銀座アーケードシアター

-・... 

戸



映像文化とまちづ くり特集

甲
府
の
懐
か
し
い
風
景
を
楽
し
み
、
若

き
日
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
。
上
映
終

了
後
に
は
、

「当
時
、
ロ
ケ
を
実
際
に
見

に
行
っ
た
」
「
甲
府
の
映
画
館
で
鑑
賞
し

た
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
心

に
残
る
意
義
深
い
上
映
と
な
っ
た
。

、
映
画
の
地
産
地
消
推
進
で

f
地
域
に
誇
り
と
自
信
を
醸
成

今
回
、
「
や
ま
な
し
映
画
祭
」
と
大
々

的
に
銘
打
っ
て
行
っ
た
が
、
基
本
に
は

「
映
画
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
」
と
合
わ
せ
て
、
「
映
像
を

通
し
た
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
・
再
認
識
」

を
進
め
る
こ
と
が
目
的
に
あ
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
「
映
画
の
地
産
地
消
」
の
推
進
で
あ
る
。

映
画
の
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
は
、
映
画
が
撮
影
さ

れ
た
そ
の
土
地
の
人
が
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が

商庖街の空き庖舗を活用して行った「ちひ・っ子映画ワーク ショ yプ」で映
画上映の仕組みを体験

街
に
誇
り
と
自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
ゆ
く
ゆ

く
は
地
域
に
活
力
を
与
え
、

活
性
化
に
取
り
組
む
土
壌
を

育
む
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ

る
。最
近
は
少
し
ず
つ
映
画
な

ど
の
ロ
ケ
が
県
内
で
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
の
参
加
者
や
ロ

ケ
地
を
提
供
し
た
地
元
関
係

者
な
ど
、
作
品
に
か
か
わ
り

を
持
っ
た
人
が
多
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
完
成
作
品
は
あ

ま
り
見
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

今
回
の
映
画
祭
に
よ
り
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
「
地

元
産
の
映
画
」
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
日
ご
ろ
見
慣
れ
た

風
景
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
で
ど
の
よ
う
に
光
を
放
ち
、
魅

力
を
増
し
て
い
る
か
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

、
申
心
商
庖
街
を
舞
台
に
し
た

f
高
校
生
原
案
の
自
主
制
作
映
画

今
回
の
映
画
祭
に
合
わ
せ
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
呼
び
掛

け
に
よ
り
、
中
心
商
庖
街
を
舞
台
と
し
た
自
主
制
作
映
画

づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
た
。
県
内
の
高
校
生
に
よ
る
原
案

を
脚
本
化
し
、
キ
ャ
ス
ト
、
撮
影
、

音
響
、
裏
方
ま
で
を

一
般
市
民
が
手
掛
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
商
庖
街
も
撮
影
場
所
と
し
て
の
空
き
庖
舗
の

提
供
、
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
な
ど
、
振
影
に
協
力
し
て
約

一

時
間
の
作
品
が
完
成
し
た
。
こ
の
上
映
会
も
商
庖
街
で
行

-
.. 

ぃ
、
市
民
と
商
庖
街
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
は
、
多
く
の
市
民

が
「
街
を
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
活
動
し
、
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で

も
今
回
は
映
画
と
い
う

一
つ
の
テ
l
マ
の
下
、
市
民
参
加

に
よ
る
街
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。

、、

複
活
さ
せ
た
芝
居
小
屋
、が

f
新
た
な
文
化
拠
点
に

こ
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
後
、
甲
府
市
内
に
お
い
て
は
、

市
民
に
よ
る
ロ
ケ
支
援
隊
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
映
像
に
よ
り
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う

市
民
レ
ベ
ル
で
の
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、
実
際
に
ロ
ケ

の
誘
致
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
甲
府
商
工
会
議
所
で
は
平
成
十
七
年
六
月
、

N

P
O
と
連
携
し
、
大
正
時
代
ま
で
実
在
し
た
芝
居
小
屋

「桜
座
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
園
、
県
、
市
の
支
援
の
下
、

復
活
桜
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
昨
年
六
月
に
中
心
商

庖
街
の
空
き
倉
庫
を
活
用
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
桜
座

は
オ
ー
プ
ン
以
来
、

音
楽
、
舞
踏
、
演
芸
を
は
じ
め
、
映

画
上
映
に
加
え
、
今
で
は
文
化
人
の
講
演
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
市
中
心
部
の
新
た
な
文
化
拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

か
つ
て
甲
府
に
滞
在
し
た
作
家
・
太
宰
治
は

「新
樹
の

言
葉
」
の
中
で
「
き
れ
い
に
文
化
が
染
み
通
っ
て
い
る
ま

ち
で
あ
る
」
と
書
き
記
す
な
ど
、
甲
府
は
文
化
的
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
ま
ち
で
あ
っ
た
。

今
回
実
施
し
た
「
や
ま
な
し
映
画
祭
」
を
土
台
に
、
文

化
的
雰
囲
気
の
あ
ふ
れ
る
甲
府
市
中
心
市
街
地
を
少
し
で

も
つ
く
り
出
せ
る
よ
う
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

↓邸主喧匂2006・6月号17 



特

集

映
像
文

2
2
2り
一6

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ィ
ル
ム
微
助
人

映
像
文
化
へ
の
支
援
が

郷
土
文
化
発
展
に
貢
献

「
狩
野
川
の
岸
辺
で
ビ

l
ル
」
に
始
ま
っ
た
F
C活
動

「
狩
野
川
の
岸
辺
で
ビ

l
ル
が
飲
み
た
い
」
|
こ
の

一

言
か
ら
私
と
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

(
F
C
)
の
活

動
は
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

、
つ
ま
ら
な
い
地
方
都
市
が

f
"輝
い
て
見
え
た
“
映
画

学
生
時
代
を
東
京
で
過
ご
し
た
後
、
故
郷
の
沼
津
市
に

戻
っ
た
私
は
、
「
地
方
都
市
っ
て
つ
ま
ら
な
い
な
」
と
感
じ
、

青
年
会
議
所
な
ど
各
種
の
団
体
に
顔
を
出
し
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
沼
津
で
活
動
を

始
め
て
か
ら
四
年
目
の

一
九
九
八
年
夏
、
既
成
団
体
の
課

題
や
限
界
を
感
じ
て
い
た
こ
ろ
、
前
述
の
仲
間
か
ら
の

一

言
で
野
外
映
画
上
映
会
の
企
画
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
昔
も
今
も
そ
れ
ほ
ど
映
画
に

詳
し
く
は
な
い
。
た
だ
、
地
元
出
身
の
原
田
良
人
監
督
と

の
出
会
い
が
、
私
に
夢
を
与
え
て
く
れ
た
。
上
映
作
品
を

探
し
て
い
た
時
、
沼
津
を
舞
台
に
し
た
原
田
監
督
の
映
画

「
さ
ら
ば
映
画
の
友
よ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
サ
マ

l
」
を
鑑

賞
。
映
画
の
中
で
私
の
街
沼
津
は
、
輝
い
て
見
え
た
の
で

あ
る
。

理
事
長

• 金
子
恭
子

普
段
何
気
な
く
通
っ
て
い
た
あ
の
商
庖
街
も
こ
の
橋

も
、
フ
ィ
ル
ム
を
通
し
て
映
画
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
感

動
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
新
た
な
地
域
の
姿
や
、
街
へ

の
誇
ら
し
き
な
ど
、
い
ま
ま
で
悩
ん
で
き
た
事
が

一
瞬
に

し
て
晴
れ
た
気
分
で
あ
っ
た
。

上
映
会
が
き
っ
か
け
で
原
田
監
督
と
の
交
流
が
始
ま

り、

F
C
の
活
動
を
知
っ
た
。
当
時
を
振
り
返
る
と
、
し

っ
か
り
と
し
た

F
C
の
認
識
は
な
か
っ
た
が
、
「
絶
対
面

白
い
は
ず
」
と
い
う
確
信
の
下
、
と
に
か
く
手
探
り
で
F

C
活
動
を

一
人
で
立
ち
上
げ
た
。

、
成
功
の
要
因
は

f
フ
レ
シ
キ
。フ
ル
で
ボ
l
ダ
レ
ス
な
活
動

発
足
以
来
、
現
在
ま
で
活
動
エ
リ
ア
を
沼
津
市
内
か
ら

伊
豆
半
島
を
含
む
静
岡
県
東
部
全
地
域
へ
と
広
げ
、
私
た

ち
は
エ
キ
ス
ト
ラ
の
手
配
を
通
じ
て
ロ
ケ
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
団
体
名
を
見
て
い
た
だ
く
と
分
か
る
通
り
、
私

た
ち
は

F
C
と
は
名
乗
っ
て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、

F
C
の
一
部
(
な
か
で
も
エ
キ
ス
ト
ラ
の
手
配
に
特
化
)

の
支
援
を
活
動
内
容
と
し
て
い
る
の
だ
。

18 

ま
っ
た
く
の
市
民
か
ら
立
ち
上
が
り
、
活
動
を
楽
し
み

な
が
ら
、
自
分
の
で
き
る
少
し
の
力
を
出
し
合
お
う
と
い

ぴ

す
け
っ
と

う
「
微
助
人
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
。

二
O
O
一
年
の
初
年
度
、
依
頼
も
実
績
も
微
々
た
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
エ
キ
ス
ト
ラ
、
ス
タ
ッ
フ
の
ロ
ケ
レ
ポ

ー
ト
を
掲
載
し
た
新
聞
、
メ
ル
マ
ガ
の
発
行
を
は
じ
め
と

し
た
ス
タ

ッ
フ
の
地
道
な
P
R
活
動
や
、
積
極
的
な
マ
ス

コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
の
か
い
も
あ
っ
て
、
撮
影
実
績
(
現

在
七
十
九
件
)
も
エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
人
数
(
現
在
二
千
三

百
人
)
も
サ
ボ

l
タ
l
会
員
(
現
在
百
四
十
人
)
も
静
岡

県
内
外
に
広
が
り
、
年
々
順
調
に
増
え
て
い
る
。

2006・6月号↓品同匂

飲料水「茶娘茶畑J(富士市)CM 

.“ 

宮
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成
功
の
要
因
は
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
と
、
沼
津
以

外
の
ロ
ケ
に
も
積
極
的
に
進
出
す
る
、
自
治
体
の
境
界
に

か
か
わ
ら
な
い
対
応
に
あ
る
と
思
う

(
ロ
ケ
地
に
ボ
ー
ダ

ー
は
無
い
!
)
。
地
域
住
民
が
主
力
、
し
か
も
女
性
中
心

な
の
で
、
口
コ
ミ
力
が
絶
大
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い
の

だ
。現

在
、
で
き
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

配
の
お
手
伝
い
も
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
サ
ー
ビ
ス
の
範

囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
試
験
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
番
組
を
持
ち
、
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
地
元
の
劇
団
関
係
者
と
協
働
で
演
劇
イ
ベ
ン

ト
や
原
田
監
督
指
導
に
よ
る
脚
本
塾
の
開
催
、

T
M
O
や

映画 「真夜中の弥次さん喜多さんj着替え風景 (富士宮市)

TV rまさかのミステリー」船上外国人エキス トラ (因子港)

ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
イ
ベ
ン
ト
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ

ッ

プ
の
発
行
な
ど
、

直
接
的
に
は

F
C
事
業
と
は
関
係
な
い

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

あ
く
ま
で
も
目
的
は

「ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
と
の
趣

旨
の
下
、
ス
タ

ッ
フ
が
主
体
的
に
や
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
活
動
を
拡
げ
て
い
き
た
い
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
今
ま
で
と
は
違
う
ル

l
ト
で
会
を

P
Rす
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
地
域
の

F
C事
業

へ
の
理
解
、

会
員

数
の
増
加
と
い
う
会
の
主
力
活
動
を
支
え
る
好
循
環
を
生

ん
で
い
る
。

、、

地
域
の
信
頼
関
係
の
確
立
が

/
活
動
領
践
を
都
大

最
初
の
地
域
住
民
の
興
味
・
関
心
は
、
ロ
ケ
現
場
へ
行

け
る
こ
と
や
、

芸
能
人
に
会
え
る
こ
と
、

自
分
や
地
元
が

映
像
と
し
て
出
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ロ

ケ
地
提
供
者
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
好
意
的
な
人
ば
か
り

で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
地
元
の
側
に
立

っ
た
彼
ら
を

守
る
姿
勢
で
、

長
い
ス
パ
ン
で
接
し
て
実
績
を
積
む
こ
と

で
、
自
治
体
や
公
共
機
関
、
自
治
会
な
ど
の
賛
同
を
少
し

ず
つ
得
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
製
作
会
社
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
は
で
き
な
い
、
同
じ
地
域
で
生
活
す
る

F
C
な
ら

で
は
の
強
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
の
信
頼
関
係
の
拡
大

が
、
会
の
サ
ー
ビ
ス
領
域
の
拡
大
を
支
え
る

一
因
と
考
え

て
い
る
。¥

一
地
織
住
民
と
自
治
体
と
の

f
協
働
体
制
の
確
立
が
課
題

当
会
は
女
性
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ

で
活
動
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
格
的
な
F
C事
業
を
行
う

に
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

れ
に
伴
う
財
政
的
な
負
担
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
撮
影
実
績
を
ま
ち
の
財
産
と
し
て
ど
の
よ
う

に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
活
動
が
定
着
し
拡
充
す
る

ほ
ど
、
抱
え
る
問
題
は
大
き
い
。

当
面
の
重
要
課
題
は
、
さ
ら
な
る
地
域
住
民
と
自
治
体

と
の
協
働
体
制
の
確
立
が
必
要
だ
。
今
後
、
人
口
減
の
社

会
情
勢
の
中
、

F
C
事
業
の
エ
リ
ア
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

的
な
観
点
で
の
評
価
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の
シ
テ

ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
獲
得
の
た
め
、

有
益
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
の
評
価
に
も
、
よ
り
多
く
の
人
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

映
像
文
化
へ
の
貢
献
を
郷
土
文
化
へ
の
貢
献
と
結
び
付

け
る
の
が
私
た
ち
の
活
動
だ
。
「狩
野
川
の
岸
辺
で
ビ
ー

ル
が
飲
み
た
い
」
で
始
ま
っ
た
が
、

美
酒
に
酔
う
に
は
ま

だ
早
い
の
だ
。

↓卑崩切2006・6月号19 
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映
像
文
化
と
ま
ち
の
つ
く
り

特

集

鳥
取
県
境
港
市

妖
怪
オ
ブ
ジ
ェ
を
商
庖
街
の
歩
道
に
設
置
す
る
「
水
木
し

げ
る
ロ

l
ド
」
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
。

当
初
の
計
画
は
、
観
光
客
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
地
域
住
民
を
商
庖
街
へ
誘
い
込
む
事
業
と
し
て
整
備

し
た
も
の
だ
が
、
い
ざ
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
県
内

で
も
有
数
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
育
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
も
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る

妖
怪
た
ち
が
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
た
ち
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
妖
怪
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
を
見
て
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ー

リ
ー
が
浮
か
ん
で
く
る
、
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。、
地
域
住
民
に
よ
る

f
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
広
が
り

7 

2006・6月号

『
鬼
太
郎
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

港
問
商
盾
街
の
観
光
化

「
妖
怪
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

地地君主匂

産
業
環
境
部
通
商
課
課
長
補
佐

兼
商
工
観
光
係
長

醸
川
順

• 

港
を
有
し
、
東
京
、
名
古
屋
と
の
聞
が
航
空
路
で
結
ば
れ

て
い
る
ほ
か
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
と
の
間
に
国
際
定
期
便
が

就
航
し
て
い
る
。

、
商
庖
街
活
性
化
事
業
で
生
ま
れ
た

f
水
木
し
げ
る
口
l
ド

境
港
市
は
、
鳥
取
県
北
西
部
、
弓
浜
半
島
の
北
端
に
位

置
し
、
東
を
美
保
湾
、
西
を
中
海
、
北
に
境
水
道
を
隔
て

て
島
根
県
松
江
市
美
保
関
町
、
南
を
米
子
市
に
接
す
る
人

口
三
万
七
千
人
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
三
方
を
海
に
固
ま

れ
、
東
南
に
そ
び
え
る
伯
香
大
山
を
背
景
に
、
風
光
明
美

な
景
観
を
有
し
、
土
地
は
日
野
川
か
ら
多
量
の
砂
が
流
れ

出
し
て
で
き
上
が
っ
た
大
砂
州
で
、
そ
の
全
域
が
標
高
二

メ
ー
ト
ル
内
外
の
平
坦
な
砂
地
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
の
柱
は
日
本
海
の
豊
富
な
魚
介
資
源
に
依
存
し
た

水
産
業
で
、
ア
ジ
、
サ
パ
、
イ
ワ
シ
と
い
っ
た
多
獲
性
魚
の

ほ
か
、
夏
場
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
な
ど
水
揚
げ
量

・
金
額
と
も

に
全
国
有
数
の
漁
港
で
あ
る
。
特
に
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は

全
国

一
の
水
揚
げ
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
の
豊
か
な
水
揚
げ
量

を
背
景
に
水
産
加
工
業
の
集
積
度
が
高
い
地
域
で
あ
る
。

境
港
市
は
、
水
産
業
の
ほ
か
に
貿
易
都
市
と
し
て
の
顔

も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
韓
国
・
釜
山
や
中
国
・
大
連
、

上
海
な
ど
と
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、

環
日
本
海
時
代
の

一
翼
を
担
う
国
際
貿
易
港
と
し
て
整
備

拡
充
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
米
子
空

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

地
元
住
民
の
取
り
組
み
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
の

完
成
後
、
住
民
に
よ
る

「
鬼
太
郎
」
「
妖
怪
」
を
テ

l
マ
と

し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
始
め
た
。

水
木
し
げ
る
氏
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
で
あ
る
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
し
げ
る
会
」
、

水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
の
自
主
的
な

清
掃

・
防
犯
活
動
を
行
う

「
水
木

ロ
l
ド
を
育
て
る
会
」
、
鬼
太
郎
音

頭
を
作
り
、
そ
れ
に
踊
り
を
振
り

付
け
し
、
普
及
活
動
や

P
R
活
動

境
港
市
は
、
平
成
元
年
か
ら
「
緑
と
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ

l
マ
と
し
て
、
人
に
優

置

し
く
、
人
々
に
親
し
め
る
快
適
な

掴

街
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
の

事
業
の

一
環
と
し
て
、
境
港
市
出

身
の
著
名
人
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
市
の
魅
力
や
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
を
い

た
だ
く
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
商
庖
街
活

性
化
の
た
め
の
話
し
合
い
が
繰
り

返
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
「
鬼
太
郎
」

「
妖
怪
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

水木しげるロードで「妖怪大行進J(平成7年7月)
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を
行
う
「
鬼
太
郎
音
頭
保
存
会
」
、
水
木
し
げ
る
ロ

l
ド

の
商
業
振
興
を
展
開
す
る
「
水
木
ロ

l
ド
振
興
会
」
な
ど
、

多
く
の
組
織
が
結
成
さ
れ
、
水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
の
活
性

化
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
而
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
「
妖
怪
神
社
の
建

設
」
、
ロ
ー
ド
沿
い
の
郵
便
局
に
よ
る
「
妖
怪
ポ
ス
ト
の

設
置
」
や

J
R
西
日
本
米
子
支
社
に
よ
る

「
鬼
太
郎
列
車
」
の
運
行
、
さ
ら
に
は

J
R

境
線
の
各
駅
に
妖
怪
装
飾
を
施
す
事
業
な

ど
、
地
域
の
取
り
組
み
に
よ
り
水
木
し
げ
る

ロ
l
ド
は
ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
さ
を
増
し
て

、.. 
j

、，
0

・uwv
d
qそ
の
ほ
か
、
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
境
港

市
観
光
協
会
を
中
心
と
す
る
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ

像
設
置
委
員
会
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
(
一
体
百

万
円
)
を
募
り
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
増
設
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
予

想
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、

二
十
九
体
の
ス

ポ
ン
サ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
が
新
た
に
仲
間
入
り
を

果
た
し
た
。
今
で
は
妖
怪
た
ち
百
十
九
体
が

水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
に
あ
ふ
れ
返
る
よ
う
に

立
ち
並
ん
で
い
る
。

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
、
「
鬼
太

郎
」
「
妖
怪
」
を
テ
l
マ
と
し
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
民
間
組
織
が
取
り

組
ん
で
お
り
、

一
月
の
「
妖
怪
神

社
初
詣
で
」
か
ら
十
二
月
の
「
妖

怪
厄
払
い
護
摩
供
養
」
ま
で
、
毎

月
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
る
。
特
に
夏
休
み
期
間
に
は
、

「霊
在
月
祭
」
と
し
て
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ゲ
タ
飛
ば
し

大
会
」
「
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

、
年
間
八
十
五
万
人
の
観
光
客
で

f
空
き
庖
舗
も
解
消

ま
た
、
行
政
に
お
い
て
も
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
を
は
じ
め

と
す
る
「
妖
怪
着
ぐ
る
み

隊
」
を
編
成
し
、
観
光
客

と

一
緒
に
記
念
撮
影
に
収

ま
っ
た
り
、
子
供
た
ち
と

触
れ
合
う
な
ど
し
て
人
気

を
集
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
「
鬼
太
郎
」
「
妖
怪
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

ねずみ男をぺイン卜 したJR境線の鬼太郎列車

地
域
住
民
、
民
間
企
業
、

行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
て

き
た
結
果
、
年
間

八
十
五
万
人
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う

街
と
な
っ
た
。

現
在
の
水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
は
、

水
木
関
連
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、

水
木
し
げ
る
氏
が
世
界
中
か
ら
集
め

た
妖
怪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
館
独
自
に

制
作
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
な
ど
、

妖
怪
の
世
界
を
展
示
や
映
像
で
紹
介

し
た
「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」
や、

延
長
八
百
メ
ー
ト
ル
の
商
庖
街
沿
い

に
妖
怪
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
や
ブ
ロ
ン

目玉おやじと鬼太郎のブロンス像

ズ
像
、
レ
リ
ー
フ
、
絵
タ
イ
ル
を
設
置
し
た
「
水
木
ワ
ー

ル
ド
」
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
に
ぎ
わ
い
に
伴
い
、
商
庖
街
は
観
光
対
応
型
庖
舗

の
相
次
ぐ
出
庖
に
よ
り
、
空
き
庖
舗
解
消
も
進
み
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
も
図
ら
れ
た
。

(

「
鬼
太
郎
」
と
「
魚
」
の
結
び
付
け
が
課
題
に

水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
は
魚
市
場
と
場
所
的
に
離
れ
て
い

る
た
め
、
「
水
木
し
げ
る
ロ

l
ド
近
辺
で
魚
が
購
入
で
き

な
い
」
「
海
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
感

想
を
よ
く
耳
に
す
る
。
境
港
と
い
え
ば
「
魚
」
で
あ
る
。

「
鬼
太
郎
」
と
「
魚
」
を
い
か
に
結
び
付
け
る
の
か
、
今

後
の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。

近
年
、
家
族
、
夫
婦
、
友
人
と
い
う
小
グ
ル
ー
プ
が
自

分
の
見
た
い
も
の
を
見
、
行
き
た
い
所
に
行
く
と
い
う
ス

タ
イ
ル
の
個
人
旅
行
が
増
え
て
い
る
。

水木しげる記念館外観

今
後
の
展
開
と
し
て
、

水
産
物
を
中
心
と
し
た

安
く
て
高
品
質
の
生
鮮

品
を
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
周
辺
で
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経

済
効
果
は
さ
ら
に
拡
大

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
の
に
ぎ
わ
い
に
安
心

す
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
住
民
と
共
に
、
さ
ら

に
に
ぎ
わ
い
が
増
す
よ

う
今
後
と
も
努
力
し
て

い
き
た
い
。

2006・6月号 ↓説誠切21 
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徳
島
県
鳴
門
市

作
の
支
援
を
通
じ
た

『
地
蔵
の
誇

D
』
の
再
認
識

ド
イ
ツ
と
の
心
温
ま
る
歴
史
的
交
流
を
再
現

鳴
門
市
は
、
四
国
の
東
北
端
に
位
置
し
、
「
鳴
門
の
渦

潮
」
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
で
美
し
い
自
然
を
有
す
る
観
光

都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
巡
り
の

出
発
点
と
し
て
、
今
も
昔
も
お
遍
路
さ
ん
を
温
か
く
迎
え

入
れ
る
な
ど
、
「
お
接
待
の
精
神
」
を
大
切
に
す
る
人
口

六
万
五
千
人
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
街
で
あ
る
。

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
と
と
も
に
京
阪
神
と
の
交
通
の

要
衝
と
し
て
、
さ
ら
に
四
国
の
東
玄
関
口
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
地
域
間
交
流
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
本
市
は

二
O
O
四
年
、
基
本
理
念
を
「
交
流
と
協
創
」
、
目
指
す

べ
き
将
来
都
市
像
を
「
い
き
い
き
未
来
に
輝
く
交
流

拠
点
都
市
な
る
と
」
と
す
る
第
五
次
総
合
計
画
を
策
定

し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。翌
O
五
年
に
は
、
四
国
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ

l
ム
で

あ
る

J
リ
l
グ
「
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
」
が
誕
生
し
た
が
、

ホ
l
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
と
も

に
支
援
を
行
う
な
ど
、
常
に
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
交
流
入
口
増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

経
済
部
商
工
観
光
課

課長

・

申
村
誠
司

、
第
一
次
大
戦
時
の

f
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
と
の
交
流
の
歴
史

本
年
六
月
か
ら
の
ワ
ー
ル
ド
杯
サ
ッ
カ
ー
-
ド
イ
ツ
大

会
を
控
え
、
囲
内
で
も
ド
イ
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
が
、
本
市
と
同
国
と
の
関
係
は
古
く
、
大
正
時
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

チ
ン
タ
オ

第

一
次
次
世
界
大
戦
時
、
中
国
の
青
島
で
捕
虜
と
な
っ

た
ド
イ
ツ
兵
約
五
千
人
は
、
全
国
十
二
カ
所
の
捕
虜
収
容

所
へ
と
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
市
に
あ
っ
た

「
板
東
倖
虜
収
容
所
」
に
送
ら
れ
て
き
た
約
千
人
の
ド
イ

ツ
兵
は
、
こ
こ
で
奇
跡
的
な
交
流
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

厳
し
い
待
遇
が
当
然
の
時
代
に
あ
っ
て
、
板
東
倖
虜
収

ま
つ

え

と
よ
ひ
き

容
所
で
は
、
所
長
を
務
め
て
い
た
松
江
豊
寿
を
は
じ
め
と

す
る
所
員
た
ち
が
、
ド
イ
ツ
兵
士
た
ち
の
人
権
を
尊
重
し

て
人
道
的
で
寛
容
な
心
で
接
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の

人
々
も
自
然
と
心
を
通
わ
せ
、
兵
士
た
ち
を
「
ド
イ
ツ
さ

ん
」
と
呼
び
、
心
温
ま
る
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

自
由
で
開
放
的
な
生
活
の
中
で
、
ド
イ
ツ
兵
士
た
ち
は

酪
農
や
乳
製
品
の
製
造
、
印
刷
・
出
版
、
建
築
な
ど
、
ド

22 

イ
ツ
の
優
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
西
欧
文
化
を
地
元
の

人
々
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

一
九

一
八
年
(
大
正
七
年
)

六
月

一
日
に
は
、
年
末
の
風
物
詩
と
な
り
、
平
和
へ
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
と
し
て
全
世
界
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
「
第
九
」
交
響
曲
を
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
合
唱

付
き
で
全
曲
演
奏
し
た
(
の
ち
に
鳴
門
市
が
"
第
九
の
ふ

る
さ
と
“
と
称
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
)
。

ド
イ
ツ
兵
士
と
地
元
住
民
と
の
間
に
芽
生
え
た
友
情
は

時
を
超
え
、

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九
年
)
に
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
リ
ュ

l
ネ
ブ
ル
ク
市
と
の
問
に
姉
妹
都
市
盟

約
を
締
結
す
る
に
至
り
、
以
来
、
親
善
使
節
団
の
相
互
派
遣

な
ど
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
三
十
年
以
上
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
第
九
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
八
二
年
(
同
五
十
七

年
)
よ
り
、
市
民
合
唱
団
も
参
加
し
て
第
九
交
響
曲
演
奏

会
を
継
続
開
催
。
六
月

一
日
を
「
第
九
の
日
」
と
定
め
、

毎
年
六
月
の
第

一
日
曜
日
に
は
、
全
国
の
第
九
を
愛
す
る

仲
間
と
と
も
に
、
歓
び
の
歌
を
盛
大
に
合
唱
し
、
今
年
で

二
十
五
回
目
を
迎
え
る
。
郷
土
の
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ

て
き
た
、
ド
イ
ツ
と
の
交
流
の
歴
史
や
第
九
交
響
曲
ア
ジ

ア
初
演
の
地
と
い
う
史
実
は
、
未
来
に
向
け
て
伝
え
て
い

き
た
い
「
地
域
の
誇
り
」
で
あ
っ
た
が
、
映
画
「
バ
ル
ト

が
く
え
ん

の
楽
園
」
(
六
月
十
七
日
全
国
公
開
)
と
し
て
映
画
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2006・6月号ぬ...rJ匂

、
映
画
ロ
ケ
支
援
の
た
め
の

f
市
民
組
織
を
設
立

本
市
に
あ
っ
た
捕
虜
収
容
所
を
舞
台
と
し
た
映
画
の
撮

影
は
、

二
O
O
五
年
十

一
月

1
十
二
月
に
か
け
て
、
実
際

に
収
容
所
が
あ
っ
た
近
く
の
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

に
、
約
三
億
円
を
か
け
て
巨
大
な
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
建

設
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
のぜ
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ロ
ケ
隊
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
約
四
十
日
に

も
及
ぶ
ス
タ
ッ
フ
総
勢
約
百
人
も
の
大
規
棋
な
ロ
ケ
は
初

め
て
で
あ
り
、
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
市
民
支
援
組

織
を
五
月
に
設
立
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
た
。

そ
し
て
、
商
工
関
係
団
体
や
観
光
団
体
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
自
治
会
な
ど
六
十
五
団
体
が
参
加
す
る

「鳴
門
ロ

ケ
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
」
が
七
月
に
発
足
。
鳴
門
日
独
友
好

協
会
会
長
が
本
会
会
長
に
就
き
、
市
民
に
よ
る
支
援
活
動

が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
は
活
動
資
金
確
保
の
た
め
、
募
金
活
動
か
ら
協
力

し
て
行
っ
た
。
会
員
団
体
内
の
カ
ン
パ
や
街
頭
募
金
、
さ

ら
に
市
内
の
企
業
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
協
力
が
集
ま

り
、
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

「
の
ぼ
り
」
の
製
作
も

で
き
上
が
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
市
内
へ
の

掲
揚
も
ロ
ケ
隊
を
迎
え
る
前
に
は
完
了
し
た
。
同
時
に
現

地
サ
ポ
ー
ト
部
会
も
設
置
さ
れ
、
テ
ン
ト
、
い
す
な
ど
の

用
品
調
達
や
、
ロ
ケ
隊
を
支
援
す
る
た
め
の
役
割
分
担
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
決
め
な
ど
も
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
ロ
ケ
隊
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
る

f
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

鳴門ロケサポート協議会炊き出 し風景

約
四
十
日
に
も
及
ぶ
鳴
門
ロ
ケ
に
は
、
ロ
ケ
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
会
員
と
し
て
の
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
連
日
、
朝
早
く
か
ら
参
加
し
た
。
撮
影
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
映
画
ス
タ
ッ
フ
の
補
助
員
と
し
て
、
炭
火

を
お
こ
し
た
り
、
見
物
客
の
整
理
を
行
っ
た
ほ
か
、
ス
タ

ッ
フ
へ
の
湯
茶
接
待
な
ど
裏
方

t

義
日
潤
圃
圃
固
咽

宅

役
に
徹
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

Z
L
護
掴
♂

開
地
目
し，

ZιvtHE
f
--
一

を
行

っ
た
。
特
に
、
地
元
の
特

f
a
九
薪

vu，
L
L

ァ
舟
令
書

7
6『
「

産
日
間
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

も品川

n
d
u
fJ
J
Y

h
y
-
-帆
ド

~
J
F1
1
4

炊
き
出
し
は
、
延
べ

二
千
人
に

ご

均
二

盛

田

上
る
外
国
人
エ
キ
ス
ト
ラ
に
も

-1
靖
国
開
幽
・
・
・

大
好
評
で
あ
り
、
映
画
ス
タ
ツ

4
4・
d
幽
司
自

フ
か
ら
も
喜
ば
れ
た
。

S
E圃
.
.
 ，
日
幽

撮
影
の
合
間
に
は
、
外
国
人

当
櫨
園
・
・
・
圃

'
悟

エ
キ
ス
ト
ラ
と
談
笑
す
る
地
元

民
民
齢
聞
・
・
・
・
・

v

住
民
の
姿
が
日
常
的
に
見
ら
・
・
園
・
・
・
・
・
・
・

れ
、
ま
さ
に

「
お
接
待
の
心
」

圃

圃

・

・

聞

ト

を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
兵
士
と
の
園
田
園

------RV

交
流
を
深
め
た
約
百
年
前

の

住

圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
・

民
の
姿
が
よ
み
が
え
っ
た
か
の
周
囲
圃
・
・
・
・
・
・
・
・

ょ
う
で
あ
っ
た
。
延
べ
約
千
人
の
市
民
が
撮
影
協
力
や
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
映
画
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
と
と
も

に、

有
名
俳
優
や
映
画
ス
タ
ッ
フ
が
長
期
に
わ
た
り
市
内

に
滞
在
し
た
こ
と
で
、
市
民
共
通
の
明
る
い
話
題
が
で
き
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。

• 

何
よ
り
募
金
活
動
に
始
ま
り
、
連
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ロ
ケ
隊
を
支
え
続
け
た
鳴
門
市
民
の
底
知
れ
ぬ
住
民

パ
ワ
ー
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

、
新
し
い
観
光
資
源
の
誕
生
と

f
交
流
拡
大
へ
の
期
待

六
月
十
七
日
の
映
画
公
開
を
間
近
に
控
え
、
市
内
の
機

運
も
日
々
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
街
が
ス
ク

リ
ー
ン
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
長
年
大
切
に
し
て
き
た
ド
イ
ツ
と
の
交
流
の

歴
史
や
第
九
交
響
曲
の
ア
ジ
ア

初
演
と
い
う
史
実
が
ど
の
よ
う

に
描
き
出
さ
れ
る
の
か
、
非
常

に
楽
し
み
で
あ
る
。
映
画
を
通

じ
て
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
街
の
素
晴
ら
し
き
を

一
人
で

も
多
く
の
市
民
が
再
認
識
で
き

た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
映
画

炭火起こ し風景

作
り
を
支
え
て
き
た
ロ
ケ
サ
ポ

ー
ト
協
議
会
の
本
当
の
意
味
で

の
サ
ポ
ー
ト
が
結
実
す
る
。

映
画
公
開
に
先
駆
け
て
、
オ

ー
プ
ン
セ

ッ
ト
を
地
域
の
新
し

い
観
光
資
源
と
し
て
、

「
B
A

N
D

O
ロ
ケ
村

1
歓
喜

の
郷

1
」
と
名
付
け
、

一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る

(O
六
年
三

月
二
十

一
日
か
ら
二
年
間
)
。
映
画
を
見
て
、

全
国
各
地

か
ら
多
く
の
人
に
鳴
門
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、
鳴
門
の
素
晴
ら
し
き
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
も
て
な

し
の
心
に
あ
ふ
れ
る
市
民
と
交
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

切
望
し
て
や
ま
な
い
。

↓以尉匂2006・6月号23 



魅
力
あ
る
生
活
都
市
を
目
指
し
て

北
海
道
小
樽
市
長

一
山

田

勝

麿

2006・6月号

わ
が
ま
ち
小
樽

小
樽
市
は
、
北
海
道
の
西
海
岸
の
ほ
ほ
中
央

に
位
置
し
、
札
幌
か
ら
わ
ず
か
三
十
分
余
、
人

口
は
約
十
四
万
二
千
人
で
あ
る
。

海
、
山
、
坂
と
変
化
に
富
ん
だ
地
形
に
加
え
、

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
さ
ら
に
は
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
を
有

し
、
北
海
道
開
拓
の
物
流
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

後
年
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
都
市
銀
行
や
商
社

な
ど
が
軒
を
連
ね
、
社
屋
と
し
て
建
設
さ
れ
た

け
ん
ら
ん

絢
糊
豪
華
で
重
厚
な
建
物
が
街
並
み
を
形
成

し、

「北
の
ウ
ォ

l
ル
街
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
建
物
が
、
今
で
は
歴
史
的
建
造
物
と

な
っ
て
、
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
る
が
、

戦
後
は
経
済
情
勢
や
流
通
機
構
の
変
化
に
よ

り
、
北
海
道
経
済
の
中
心
が
札
幌
へ
と
移
り
、

景
気
の
低
迷
が
続
い
て
「
斜
陽
都
市
小
樽
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

観
光
都
市
へ
の
変
貌

約
十
年
に
お
よ
ぶ
市
民
の
運
河
論
争
を
経

て、

一
九
八
六
年
に
「
小
樽
運
河
」
の

一
部
埋

め
立
て
工
事
が
終
わ
り
、
ガ
ス
灯
を
配
し
た
千

百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
散
策
路
が
完
成
し
た
。
運

河
の
整
備
を
機
に
観
光
客
数
が
年
々
増
加
し
、

今
で
は
年
間
約
七
百
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
小

樽
市
は
斜
陽
都
市
か
ら
「
観
光
都
市
」
へ
と
変

貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

-・

... 

近
年
で
は
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
東
ア

ジ
ア
固
か
ら
の
観
光
客
が
急
激
な
伸
び
を
示

し
、
ま
さ
に
小
樽
運
河
の
再
生
が

『小
樽
』
を

全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
発
信
し
た
。

地
方
発
の
文
化
賞

観
光
都
市
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
小
樽
に
は
、
地
方
発
の
二
つ
の
文
化
賞
が

あ
る
。
一
つ
は
、
小
樽
輩
出
の
叙
情
詩
人
伊
藤
整
の

没
後
二
十
年
(
一
九
八
九
年
)
を
契
機
に
創
設

さ
れ
た

「伊
藤
整
文
学
賞
』。

第

一
回
の
受
賞

者
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
氏
で
、

昨
年
(
第
十
五
回
)
は
芥
川
賞
作
家
の
阿
部
和

重
氏
が
受
賞
し
、
い
ま
や
地
方
発
の
文
学
賞
か

ら
全
国
区
の
文
学
賞
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

も
う

一
つ
は
、
絵
本
・
児
童
文
学
の
振
興
お

よ
び
普
及

・
活
用
、
文
化
向
上
を
目
的
に
、

一

九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
絵
本
・
児
童
文
学
研

究
セ
ン
タ
ー
が
九
五
年
に
創
設
し
た

『児
童
文

学
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
賞
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

市
民
有
志
ま
た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
発

想
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
小
樽
の
市
民
力
を

強
く
感
じ
る
事
例
で
あ
る
。

ま
た
、

「食
」
と
い
う
点
で
も
市
民
力
を
発

揮
し
、
小
樽
を
支
え
て
い
る
事
例
が
数
多
く
あ

る
。
中
で
も
、
市
内
に
点
在
し
て
い
た
す
し
屋

の
庖
主
が
結
束
し
、
軒
を
連
ね
た
こ
と
か
ら
命

名
さ
れ
た

「小
樽
寿
司
屋
通
り
」
は
、
今
や
小

樽
を
訪
れ
る
観
光
客
が
必
ず
立
ち
寄
る
人
気
の

" 

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
商
業
者
の
創
意
工
夫
が
地
域
づ
く

り
の
源
と
な
り
、
ま
ち
の
資
源
と
な
る
成
功
例

と
き
守
え
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
振
興

「文
化
」
や

「食
」
の
ほ
か
に
も
、
全
国
に
誇
れ

る
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
が
小
樽
に
は
あ
る
。

本
年
二
月
に
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「第
十
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
の
最
高

賞
で
あ
る
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

「小
樽
雪

あ
か
り
の
路
」
で
あ
る
。

今
年
で
第
八
聞
を
迎
え
た
こ
の
冬
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
文
化
や
歴
史
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
快

適
な
活
力
に
満
ち
た

『魅
力
あ
る
生
活
都
市
」

へ
の
再
生
を
目
指
し
、
将
来
の
世
代
に
「
世
界

に
誇
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
い
う
市
民
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
、
市
民

主
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
小
樽
ゆ
か
り
の
詩

人
伊
藤
整
の
代
表
的
な
詩
集

「雪
明
り
の
路
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

当
初
は
、
小
樽
運
河
に
浮
き
玉
キ
ャ
ン
ド
ル

を
浮
か
べ
、
散
策
路
や
旧
国
鉄
手
宮
線
に
ス
ノ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
ほ
の
か
な
ロ

l
ソ
ク

の
明
か
り
で
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
で
は
、
こ

の
取
り
組
み
が
多
く
の
市
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
商
庖
街
や
町
内
会
、
温
泉
街
な
ど
の
参
加

で
全
市
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
北
海
道
観
光
の

冬
の
風
物
詩
と
し
て
、
十
日
間
の
期
間
中
に
全

24 

園
、
世
界
の
各
地
か
ら
約
五
十
万
人
が
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
し
た
。

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

小
樽
の
魅
力
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
市
民
主

体
の
取
り
組
み
の
中
で
磨
か
れ
、
郷
き
を
増
し

て
き
た
。

運
河
論
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
数
多
く
の

市
民
運
動
の
波
と
と
も
に
、
次
々
と
ま
ち
づ
く

り
団
体
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
り
、

郷
土
小
樽
を
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
住
み
良
い
ま
ち
に
し
よ
う
と

「市

民
力
」
を
発
揮
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
市
民
の
知
恵
や
創
意
工
夫
を
行

政
と
連
携
さ
せ
て
い
く

「協
働
の
心
」
は
、
こ

れ
か
ら
の
自
治
体
運
営
・
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

今
日
の
時
代
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
、
激
し

い
都
市
間
競
争
の
渦
の
中
に
あ
り
、
い
か
に
街

に
魅
力
を
生
み
出
す
か
が
課
題
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
モ
ノ
を
作
る
の
で

は
な
く
、
既
に
街
に
あ
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

市
民
と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
磨
き
を
か

け
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

迫劫~匂

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民

一
人
ひ
と

り
が
誇
り
に
思
い
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

「魅
力

あ
る
生
活
都
市
』
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
多
く

の
人
々
を
魅
了
し
、
輝
く
街
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
、
っ
か
。

. 

， 



人と映画の交流の爆を創造するドキュメンタリー映画祭 ・山形市

山形県では戦後いち早く学校映画教室が開かれ、地域に根差した自主上映が活発に行われてきた。

また、映画産業斜陽の時代にも幾つかの劇場が生き残り、市民による映画館建設の動きもあって、

現在では人口約百万の山形市に18館も映函館が存在する。映画に出会う機会を自らの行動と工

夫でつくり出してきた情熱の系譜が、この山形には脈打つている。この命脈を養分とし、山形国

際ドキュメンタリー映画祭は山形市誕生100年記念事業として、1989年10月に1回目が開催され

た。当時、上山を処点にドキュメンタリー映画制作を続けていた故小JII紳介監督らが準備段階か
ら深くかかわり、氏の呼び掛けに応えた県内各地の有志が映画祭の運営に参加した。行政と市民

がカを合わせて映画祭の成功を目指す山形の土台をつく った。この映画祭は、世界中から優れた

作品や貴重な映像を集め、人と映画の交流の場を創造する試みであり、ドキュメンタリー映画の

多様な可能性を観客と共有しつつ、作り手を励ますことを目指している。世界を映す鏡 (スクリ

ーン)であり続けるこの映画祭を、映画祭に参加するすべての人が支えている。

(写真上より)上映後のトーク、受賞
式 (左は市川昭男市長、右は催洋一
審査委員長)、 ボランティアの皆さん

コミュニティ放送局のまちづくり活動
.千葉ガーデンタウン有線テレビ放送局
(千葉市)

住民がまちづくり活動の中核となってCATV活
動を展開している放送局、 CTS(千葉ガーデン
タウン有線テレビ放送局)は千葉市美浜区幸

町1丁目にある。放送内容はまさに地減密着で、

幼稚園、小・中学校の入学・卒業式や運動会な

どの番組放送をはじめ、地域主催の盆踊り ・

敬老会などの地減イベン卜では、放送にとど

まらず設営 ・進行などにもCTSスタ ッフが働
く。半年以上続けたコミ問題キャンペーン放

送は、自治会と一体となって行政を動かし、

分別収集を当地減から市全域に広げた。現在

は安全・安心のまちづくりで、防犯キャンペー

ンを自治会と一体とな って展開している。

1999年には、明日の日本をつくる協会から

「ふるさとづくり大賞jを受賞した。30年以上
ポランティアだけで運営、撮影・キャスター ・

編集と番組作りに年中無休 (無給)の毎日を

続けているCTSは、町の誇りでもある。

常に地域の笑顔を報道

~ 



句，

テレビドラマ
「時効警察」

f営業開発課jの鼓置と
「みうら映画舎jの設立
.神奈川県三浦市

三浦市は、シティセールスプロモ

ーションを政策の重要な柱として

据え、行政としては例のない「営

業開発課Jを設置している。その
有力な手段としてフィルム ・コミ

ッション事業を精力的に実施して

いる。また、平成16年度には「三
浦市地減再生計画」が内閣府に認

定され、その柱として、「映画の中

のアノ人と同じ事を経験できるスタイル」を提唱している。同時に、(財)地減総

合整備財団からe-地域ビジネスとして認定され、若手民間事業者により設立さ

れた「みうら映画舎Jとの協働により、平成17年度だけで年間260日・ 110件の
ロケ実績を残している。市内への直接的経済効果はもちろんのこと、市が映画

などの制作拠点となり、首都圏を中心にその魅力をセ ルスし、“まち"の活性

化を図ることを目的としている。同時に、市民もこの“まち"の魅力を再認識し、

誇りを持って生活できる環境を築いていこうとするものである。まさに、地繊

の再生へのトライアルでもある。

婦影条件の優位性を活かした映像プロジェク卜の誘致
.神戸フィルムオフィス(神戸市)

神戸フィルムオフ ィスは、国際フィルムコミ yショナ-;z協会(AFCI)の日本第
1号の正式会員に認定されたのを機に、2000年9月に開設。以来、映画 rGOJでは
市営地下鉄の協力の下、全国で初めて線路内に入つての撮影を、rRetuerner Jで
は公選を封鎖して爆破シーンなどの爆影を実現してきた。このように、これま

で不可能だった撮影を可能にする一方で、鑓国トレンディドラマ「ガラスの華j

では神戸の美しい夜景や旧居留地など、神戸ならではの景色がふんだんに登場

するようなドラマの撮影も手掛ける。韓国で放映された後には、同国から多数

映画 rRetuerner Jの爆破シーン

の観光客が神戸を訪れた。神戸は多

様な景観がコンパク卜に集まり 、空

港、鉄道など交通アクセスも非常に

よい環境にあり、撮影に適した条件

がそろっている。このような{憂{立f生
を活用し、映像プロジェク卜を神戸
に誘致することは、経済効果や神戸

の町が国内外にPRされることによ

る観光集客力の強化につなか'る。将

来的には映像関連産業の集積も視野

に入れ、神戸経済の活性化を目指す。

映画「ゴジラ FINALWARSJ 
スカイブリ yジ(空港連絡橋)
にて
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2年に一度開催の広島国際アニメーションフェスティパル ・広島市

広島国際アニメーションフェスティバルは、「愛と平和jをメーンテーマに1985年から2年に一度、アニメーシ
ョン作家の国際的な団体である国際アニメーションフィルム協会公認の国際映画祭として、広島市で開催されて

いる。この大会は、カンヌ映画祭のアニメーション部門が独立したフランスのアヌシ一大会のほか、クロアチア

のザグレブ大会、カナダのオタワ大会を含めた世界四大大会のーっとして数えられる総合的なアニメーション映

画祭である。この大会運営を支えているのが市民ボランティア。招待海外参加者のホームステイでボランティア

ならではの温かい交流が続けられている。その機子は大会の特色としても現れ、大会を訪れたアニメ ーション界

の著名人と来場者が気軽にロビーで会話できる、世界でもまれな大会として知られている。近年、地元経済界で

はアニメーションを核とした集客交流や産業振興によって地域娠興を図る動きが見られるなど、アニメ ーション

芸術と地域とのつながりが一層進展している。
「キッスク リップj世界の
子どもたちの作品上映と原
画展、ワークショ ップの場

“大和ブーム"で観光客が矯加 ・広島県呉市

海上保安大でのロケ

呉地域フィルムコミ yションは、映画、テレビ、CMなどの映像を通して呉地域の情
報発信 ・イメージアップを図るとともに、ロケ隊の滞在や観光客の増加による経済効

果で地域を活性化することを 目的として、平成15年6月に設立された。主な支援内容
は、道路、公園などの公共施設や民間施設の使用に係る申請などの代行、ロケ隊滞在

のための宿泊施設、関連業者などの紹介、ロケ地情報の提供や撮影現場への立ち会い、

広報などである。呉地域では、設立後すくに「海猿」ゃ「男たちの大和Jなどの日央画
の撮影に恵まれ、フィルム ・コ ミッ

ションとしてのさまざまな支援に加

え、市民にエキストラやボランティ

アスタ ッフとして参加してもらい、

一体となった婦影支援を行った。結

果として、市民の敏郷意識が育まれ

たり、“大和ブーム"が起こり 、大和

ミュージアムを訪れる観光客が矯え

たりと、予想以上の成果を上げるこ

とができた。今後とも、この勢いを

失わないように積極的な誘致を行っ

ていきたいと考えている。

~ 



賂力ある商庖街目指す周南シニア劇場・NPO法人山口県アクティブシニア協会
(山口県周商市)

周南シニア劇場は、「徳山商広街に活気を呼び

戻そうリとの声を踏まえ発案されたもので、

徳山商底街の中心部にある映函館「テアトル

徳山IJを活用して、シニア向けに昔懐かし
い映画を毎月1回1週間 (土~金)定期的に上映

している。映画の上映に合わせ、商j苫街や各

種団体が魅力ある商品やイベントを提供して

交流の輸を広げ、徳山商庖街をかつてのよう

に魅力ある交流の場として復活させ、地域経

済の活性化を図ることを 目的としている。将

来は、映函館の周辺の街並みを昭和ロマン漂

う「昭和ストリー卜jに変えようという計画
も企画されている。

30回を重ねた湯布院映画祭
.大分県白布市

湯布院映画祭は独自のスタイル (上映、シン

ポジウム、パーティーを三本柱にして卜コ

トン映画を語り合う)で、 30回を重ねた。

「実行委員の食事は任せてjと、町内のオハちゃんたちが
三食の賄い。これは大きい。人閉まず食い物から始まるの

で.. ["パーティーを湯布院料理の発表の場にjと、若手
で結成した料理研究会が予算以上の素晴らしい料理を並

べ、最終日の目玉になった。前夜祭の野外上映では、商!苫

街のオジさんたちが総出で駅舎に大スクリーンをセ ット。

町の若者も「映画祭は行ったことはないけどお手伝いしま

すjと名乗り出た。映画祭は日常たくさん映画を見ていな

いと、プログラミンクは難しい。そこは実行委員会が受け

持ち、当日のおもてなしは町のいろいろな人がサポー卜す

る。湯布院映画祭も30年を経てようやく、そんなスタイル

が固まったようだ。また、それだけでは満足できない人が

「文化 ・記録映画祭jや「こども映画祭Jをそれぞれ立ち
上け¥ 「映函館一つない町。しかし、そこに映画は在る」

との、当初のキャ ッチフレーズの町にようやくなった。

安~~ム吸
r~_~ (ð柊も
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コ
ミ
ユ

東
京
へ
の
視
銀
と
地
鳩
イ
メ
ー
ジ
の
欠
落

写
真
1
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。
東
京
の
ゴ
ミ
集
積
所
の

表
示
を
写
し
た
こ
の
写
真
は
、
名
古
屋
の
大
学
生
が
「
イ

メ
ー
ジ
通
り
の
/
予
想
外
の
東
京
」
を
探
す
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、

「東
京
の
人
が
ゴ
ミ
を
出
す
な
ん
て
イ
メ
ー
ジ

に
な
か
っ
た
!
」
と
言
い
な
が
ら
撮
影
し
た
写
真
だ
。
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
ゴ
ミ
が
出
な
い
わ
け
は
な
い
の
だ

が
、
彼
女
の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
東
京
の
華
や
か
な
ス
タ
ジ
オ
が
映

し
出
さ
れ
、
雑
誌
を
広
げ
れ
ば
生
活
感
に
欠
け
る
最
先
端

の
消
費
生
活
ば
か
り
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
も
ち
ろ

と-
-ケ
l
シ
ョ
ン

ん
、
実
際
の
東
京
で
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
慌
た
だ
し
い
日
常
の
集
積
で
、

メ
デ
ィ
ア
が
描
く
華
麗
な
東
京
は
ご
く

一

部
、
あ
る
い
は
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し

か
な
い
。
し
か
し
、
「
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ

な
い
東
京
」
も
、
生
活
モ
デ
ル
ゃ
あ
こ
が

れ
と
い
う

一
種
の
権
威
と
な
っ
て
地
方
に

暮
ら
す
人
々
に
重
く
の
し
か
か
り
、
時
に

そ
の
地
域
や
生
活
を
積
極
的
に
評
価
で
き

な
く
し
て
し
ま
う
。

自然地理イ舟会

!:時事.li' ( ，) 
4サ

時事問題

弊タ
知4~

写
真
2
は
、
地
域
間
交
流
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
群
馬
の
学
生
が
名
古
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を

記
し
た
「
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
は
赤
、
教
科
書
は
ピ
ン
ク
、
口
コ
ミ

や
実
際
の
体
験
は
青
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
間
で
数
年

に
わ
た
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
教
科
書
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
点
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
が
取

り
上
げ
な
い
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
は
空
白
の
ま
ま
と
い
う
こ

時制品リ
'V

G
ぬ

愛
知
淑
徳
大
学
現
代
社
会
学
部

助教師慢

・

小
川
悶
子

慨

あ

山内
需

ー一い
H

-
L
F一
純
⑧

枠
内

a
h

t

庁千岨h-

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
新
潟
県
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

隣
県
で
あ
る
群
馬
か
ら
見
て
も
、
遠
く
離
れ
た
宮
崎
県
か

ら
見
て
も
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場
合
、
各
地
域
の
情
報
は
い

っ
た
ん
東
京
に
集
め
ら
れ
、
東
京
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
で
働

く
人
々
の
視
点
で
選
ぴ
取
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
、

一
斉
に

全
国
津
々
浦
々
に
流
さ
れ
る
構
造
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
不
均
衡
な
構
造
を
変
え
て
い
き
た
い
と
い
う

胎
動
が
今
、
各
地
で
始
ま
っ
て
い
る
「
映
像
で
地
域
を
表

↓邸減也2006・6月号29 
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現
す
る
試
み
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

地
織
情
報
流
通
の
問
題
点
と
地
域
チ
ャ
ネ
ル
の
再
評
価

そ
れ
で
は
地
域

「内
」
の
映
像
発
信
は
ど
う
だ
つ
た
の

か
。
私
の
短
い
放
送
局
勤
務
の
経
験
か
ら
考
え
て
も
、
地

域
に
は
東
京
の
タ
レ
ン
ト
や
番
組
に
劣
ら
な
い
面
白
い
人

や
場
所
、
出
来
事
が
山
ほ
ど
あ
る
。

1
1
1
1
1
1
1
1

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
地
方
テ
レ
ビ
局

一
一
一
回
開
姐
姐

で
も
、
記
者
や
制
作
者
た
ち
の
中
に

一
語

園

田

昏

根
強
い
東
京
志
向
や
都
市
志
向
が
あ

一
』
圃
・
圃
圃
'

っ
て
、
地
域
内
の
出
来
事
が
正
当
に

手

圃
・
・
・
曹

評
価
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

一

J4・
・
理

E

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
も
現
在
、

一
川

必
幽

麟

鶴

二
つ
の
側
而
か
ら
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

十
総

鴎
翻
盟

一
点
目
は
地
域
メ
デ
ィ
ア
側
の
変

一
院

隠

魁
眠
塑

容
で
あ
る
。
政
策
と
し
て
推
進
中
の

お

盛

瞳

デ
ジ
タ
ル
化
で
、
地
方
テ
レ
ビ
局
は

一
次
総
脳
細
掴

.

多
大
な
費
用
負
担
を
迫
ら
れ
る
上
、

「
ト
い
い
ハ
ハ
ハ

B
S
、
C
S
放
送
な
ど
新
た
な
全
国
放
送
の
出
現
に
よ
っ

て
、
そ
の
設
立
根
拠
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
従
来
の
よ
う
な
全
国
ネ
ッ
ト
の

中
継
局
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
地
域
密
着
型
放
送

が
経
営
方
針
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

同
様
の
現
象
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
も
見
ら
れ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
局
の
場
合
、
日
本
で
は
多
く
が
地
域
情
報
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
持
っ
て
い
る
が
、
光
な
ど
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

ゃ、

B
S
・
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど
、
他
メ
デ
ィ
ア
と

の
激
し
い
競
争
で
経
営
方
針
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
中
、

こ
ち
ら
も
地
域
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
ケ
ー
ブ
ル
の
独
自
性
と
し

て
再
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

二
点
目
に
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
編
集
ソ
フ
ト
の
普
及
と

低
廉
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
人

が
映
像
制
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
家
庭
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
記

録
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
メ
ラ
を
地
域
の
出
来
事
の

記
録
や
表
現
手
段
と
し
て
使
お
う
と
す
る
人
も
少
な
か
ら

ず
い
る
。

送
す
る

「パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ク
セ
ス
」
番
組
の
噌
加

が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
プ
ロ
が
作
っ
て
き

た
地
域
の
映
像
を
住
民
が
制
作
す
る
。
成
功
事
例
を
参
考

に
、
そ
の
効
果
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

写真4 愛知県 ・刈谷市のケーブルテレビ局「キャ y
チネ ットワークjのパブリ ック・アクセス番

組作成のひとこま。学校の総合的学習の時間
との連携も見られる

放
送
局
側
の
地
域
密
着

化
、
そ
し
て
住
民
の
映
像

表
現
能
力
の
向
上
。
こ
う

し
た
状
況
の
変
化
が
結
び

付
き
、
今
、
地
域
の
出
来

事
や
伝
え
た
い
事
を
、
住

民
自
ら
が
映
像
で
表
現

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
で
放

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
発
見

ー
山
江
村
に
見
る
成
功
の
秘
訣

本
号
の
事
例
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
熊
本
県
山
江

村
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク

セ
ス
の
先
進
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。
豊
か
な
山
村
に
暮

ら
す
彼
ら
は
、
映
像
を
制
作
し
て
み
た
い
、
テ
レ
ビ
に
出

30 

て
み
た
い
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
個
人
的
な
理
由
で
始
め

た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
過
税
で
、
地
域
や
メ
デ

ィ
ア
を
め
ぐ
る
多
く
の
事
に
目
覚
め
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

一
点
目
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
発
見
し
て
い
っ

た
。
都
会
に
比
べ
れ
ば
住
民
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
た
ち
も
村
民
す
べ
て
を
知
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は

「取
材
を
通
し
て
多
く

の
知
人
が
で
き
、
而
白
い
活
動
や
身
近
な
歴
史
に
触
れ
て
、

ま
す
ま
す
村
に
愛
着
が
わ
い
た
」
と
口
々
に
語
る
。
ま
た
、

「伝
え
る
」
と
い
う
目
的
で
カ
メ
ラ
を
持
つ
こ
と
で
、

普

段
と
は
異
な
る
視
点
が
得
ら
れ
、
フ
レ
ー
ム
に
切
り
取
る

こ
と
で
普
段
の
町
が
違
っ
て
見
え
て
く
る
。

二
点
目
に
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
通
し
て
村
に
多
様

な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
た
。
彼
ら
は
、

「放
送

す
る
」
と
い
う
目
的
の
下
、
普
段
な
ら
出
会
う
こ
と
の
な

い
村
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
人
を
取
材
す
る
う
ち

に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
っ
た
。
取
材
相
手
の
紹

介
で
新
た
な
取
材
対
象
者
が
生
ま
れ
、
テ
レ
ビ
局
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
ネ
タ
を
住
民
が

い
と
も
簡
単
に
拾
い
上
げ
、
映
像
化
し
て
し
ま
う
。
ま
た

取
材
を
機
に
個
人
的
な
問
題
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
仕
事
相
手
を
見
つ
け
た
り
と
い
っ
た
私
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
た
と
い
う
。

三
点
目
に
、
自
ら
制
作
す
る
こ
と
で
、
普
段
見
て
い
る

番
組
が
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
莫
大
な
費
用
を
か
け
な
け

れ
ば
制
作
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
き
な
が
ら
、
彼
ら
独
自

の
ス
タ
ン
ス
を
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

東
京
の
番
組
の
よ
う
な
派
手
な
場
面
展
開
は
な
い
も
の

の
、
の
ん
び
り
温
か
い
村
の
様
子
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ

た、

「山
江
村
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
べ
き
穏
や
か
な
雰
囲

2006・6月号↓批属幼



映像文化と まちづく り特集

気
に
あ
ふ
れ
た
番
組
だ
。
東
京
か
ら
流

さ
れ
続
け
る
資
本
主
義
的
言
説
と
は
異

な
る
、
ま
さ
し
く

「
地
域
か
ら
の
」
言

説
が
映
像
化
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
地
域
で
映
像
を
作
っ
て
も
、

東
京
の
番
組
の
真
似
を
し
て
失
敗
す
る

ケ
l
ス
が
多
い
。
プ
ロ
の
司
会
者
を
装

っ
た
り
、
標
準
語
を
意
識
し
す
ぎ
た
り
、

普
段
見
て
い
る
テ
レ
ビ
の
カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
や
編
集
、
テ
ロ

ッ
プ
を
過
度
に
模
倣

し
て
し
ま
う
と
、
し
ょ
せ
ん
二
流
の
テ

レ
ビ
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
な
い
。
重
要
な
の
は
、

普
段

目
に
す
る
テ
レ
ビ
と
異
な
る
雰
囲
気
や
様
式
を
地
域
独
自

に
生
み
出
す
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
英
国

B
B
C
ウ
ェ

l
ル

ズ
で
も
、
キ
ャ
プ
チ
ャ

l
・
ウ
ェ

l
ル
ズ
と
い
う
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
で
、
住
民
た
ち
が
写
真
と
自
ら
の
声
だ
け
で
映
像

制
作
を
行
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
写
真
に
ゆ
っ
く
り
と

し
た
ズ

l
ム
や
フ
エ
イ
ド
を
加
え
た
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な

様
式
な
の
だ
が
、

普
段
の
テ
レ
ビ
と
ま
っ
た
く
異
な
る
、

詩
的
で
ゆ
っ
た
り
し
た
ス
タ
イ
ル
が
視
聴
者
に
は
新
鮮
に

受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
(キ
ャ
プ
チ
ャ

l
・
ウ
ェ

l
ル

ズ
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

ZGυ
¥¥者
名
声

σσ
内
H

・s
-
z
w¥毛
色
作
曲
¥

g
Z
E・0
4
〈色

g
¥)

ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
構
築

四
点
目
に
、
山
江
村
の
事
例
が
成
功
し
て
い
る
大
き
な

理
由
と
し
て
、
熊
本
市
や
全
国
と
い
っ
た
地
域
外
に
番
組

が
放
映
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「自
分
の
町
の

こ
と
を
ほ
か
の
地
域
に
暮
ら
す
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

一子、-
写真5 三重テレビにも住民が撮影した映像を放
映するコーナーがある。「わくドキ 1元

気リ内のひとこま

い
」
と
い
う
の
は
、
多
く
の
住
民

の
根
源
的
な
欲
求
だ
。
山
江
村
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
村
民
た
ち
は
、

外
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
反
応
に
驚
き

つ
つ
、
他
者
の
目
で
自
ら
の
地
域

を
眺
め
る
而
白
さ
に
気
付
き
、
ロ

ー
カ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
再
構
築
し
て
い
っ
た
。
地
域
住

民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
が
な
い
と
地
域
に
関
心
が
向
き

づ
ら
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
住
民

た
ち
が
外
へ
の
発
信
を
通
じ
て

「山
江
村
民
」
で
あ
る
こ

と
に
注
目
し
、
再
認
識
し
た
意
義
は
大
き
い
に
違
い
な
い
。

山
江
村
の
事
例
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
カ
メ
ラ
を
通

し
た
取
材
や
映
像
発

信
と
い
う

「
作
業
」

そ
の
も
の
が
、
地
域

を
再
構
築
し
て
い
く

可
能
性
だ
。
映
像
そ

の
も
の
も
大
事
だ

が
、
こ
の
作
業
を
限

ら
れ
た
プ
ロ
だ
け
に

っ
た
い
な
い
。

任
せ
て
お
く
の
は
も

自
ら
が
映
像
制
作
・

発
信
に
か
か
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、

自
ら

住
民

の
地
域
を
見
直
し
、
そ
の
価
値
を
再
発
見
し
て
い
く
。
受

け
手
と
し
て
た
だ
東
京
を
眺
め
て
い
る
の
と
は
違
っ
た
、

映
像
と
の
か
か
わ
り
が
そ
こ
に
あ
る
。

映
偉
の
発
信
方
法
を
「
デ
ザ
イ
ン
」
す
る
視
点

現
在
で
は
、
地
域
の
映
像
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
す
る
試

み
も
少
な
く
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
な
出
来
事
や
メ

ッ
セ
ー
ジ

が
ウ
ェ
ブ
で
公
開
さ
れ
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
場
所
や
時

代
を
超
え
た
人
の
下
に
届
く
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い

し
、
広
大
な
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
お
い
て
、
無
関
心
な
人
を
ど

う
や
っ
て
自
ら
の
地
域
の
映
像
に
誘
導
す
る
の
か
、

今
後、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
で
映
像
発
信
と
い
う
と
、

I
T
ば
か
り
が
ク
ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
カ
フ
ェ
で
上
映
す
る
、
ビ

デ
オ
化
し
て
図
書
館
や
レ
ン
タ
ル
シ
ョ

ッ
プ
に
置
く
な

ど
、
ア
ナ
ロ
グ
な
方
式
だ

つ
で
あ
る
。

地
域
の
映
像
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
ど
こ
の
、
ど
の
よ
、
つ
な
メ
デ
ィ
ア

を
用
い
れ
ば
よ
い
の
か
。
地
域
の
規
模
、
地
域

性
、
中
心
と
な
る
人
物
の
思
い
、
協
力
し
て
く

れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
有
無
な
ど
、
地
域
の
事
情

は
さ
ま
ざ
ま
だ
か
ら
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
で

の
答
え
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
地
域
で
可
能
な
資
源
や
メ
デ
ィ
ア
に

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
、
チ
ェ

ッ

ク
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
行
政
、
住
民
だ
け
で
で
き
る
こ
と
は

小
さ
い
。
地
域
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
や
専
門
家
の
協
力
を
得
つ
つ
、

一
つ
一
つ

試
行
錯
誤
し
て
み
る
地
道
な
作
業
か
ら
、
ま
た
新
た
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ

写真6 スターキャッ 卜ケーブルテレビ 「でらなご」での機
子。学生が取材した町の様子を放映する学生 ・市民
の手作り番組制作風景
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d
開
H
.l
 

↓地崩也2006・6月号

て
く
る
に
違
い
な
い
。
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合
併
に
よ
る
市
民
の
融
和

-
体
感
を
効
果
的
に

市
民
参
加
型
の
手
作
り
映
画
「
恋
ま
ち
物
語
」

映
像
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

特

集

(
2
市

2
町
が
平
成
句
年
刊
月
に
合
併

平
成
十
六
年
十

一
月

一
日
、
西
条
市
、
東
予
市
、
丹
原

町
、
小
松
町
の
二
市
二
町
の
合
併
に
よ
る
新
し
い
「
西
条

市
」
が
誕
生
し
た
。
新
市
は
、
北
に
瀬
戸
内
海
の
健
灘
を

臨
み
、
南
は
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
を
主
峰
と
す
る
石

鎚
連
峰
を
背
に
し
た
、
愛
媛
県
の
東
予
地
方
に
広
が
る
道

前
平
野
に
位
置
し
、
約
五
百
九
平
方
キ
ロ
の
市
域
面
積
と

約
卜

一
万
七
千
人
の
人
口
を
擁
す
る
地
方
都
市
で
あ
る
。

合
併
に
よ
り
、
六
千
五
百
億
円
を
超
え
る
四
国
随

一
の

工
業
製
造
口
問
出
荷
額
と
、
生
産
量
日
本

一
の
愛
宕
柿
や
ハ

ダ
カ
麦
、
春
の
七
草
を
は
じ
め
、
大
豆
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
農
産
物
を
産
出
す
る
千
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
と
重
厚
な
農
工
業
基
盤
を
併
せ
持
つ
、
四

国
屈
指
の
産
業
都
市
へ
の
発
展
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
市
域
の
平
坦
部
で
は
、
国
の
名
水
百
選
に
も
認
定

さ
れ
た
で
っ
ち
ぬ
き
」
と
呼
ば
れ
る
良
質
か
つ
豊
富
な
地

下
水
が
自
然
に
湧
き
出
す
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
「
水
の
都
・
西
条
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

9 

愛
媛
県
西
条
市• 

現
企
画
経
済
部
企
画
課
地
域
振
興
係

主査

・

吉
井
蹟
仁

、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

f
記
念
事
業
を
実
施

当
市
で
は
、
新
し
い
ま
ち
つ
く
り
へ
の
歩
み
を
進
め
る

た
め
の
第

一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
新
市
発
足
か
ら

一
年
間

を
合
併
記
念
事
業
の
実
施
期
間
と
定
め
た
。
計
二
十
三
事

業
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
融
和
や

一
体
感
の
醸
成
を
は
じ
め
、
地
域
の
活
性
化
、

連
携
交
流
の
促
進
を
効
果
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。

中
で
も
、
当
誌
で
紹
介
す
る
映
画
「
恋
ま
ち
物
語
」

(
林
弘
樹
監
督
)
は
、
新
市
の
"
人
づ
く
り
“
と
"
仕
組

み
づ
く
り
“
の
先
駆
け
と
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
た

合
併
後
の
市
民
交
流
と
地
域
の

一
体
感
の
醸
成
を
図
る

一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
。
ロ
ケ
ハ
ン
や
脚
本
作
り
、

キ
ャ
ス
ト
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演

や
炊
き
出
し
、
ス
チ
ー
ル
撮
影
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ケ
支

援
な
ど
、
延
べ
千
人
以
上
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
(
市
民
ス
タ
ッ
フ
)
が
携
わ
り
制
作
し
た
市
民
参
加
型

映
画
で
あ
る
。

32 

市
民
参
加
型
映
画
の
特
長
と
し
て
は
、

①
映
画
制
作
を

通
じ
て
市
民
が
長
い
期
間
交
流
で
き
、
映
画
完
成
後
も
各

地
で
上
映
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
広

が
り
が
期
待
で
き
る
②
映
画
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
架
空
の
町
と
し
て
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
聞
の
交
流
お
よ
び

一
体

感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
③
企
画
、
制
作
、
配
給

の
ほ
と
ん
ど
を
市
民
が
行
う
た
め
、
非
常
に
少
な
い
費
用
で

制
作
で
き
る
④
ま
ち
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
で
き
、
観
光

振
興
や
市
の

P
R
に
つ
な
が
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

、
旧
市
町
の
地
域
性
や
特
色
を

f
再
認
識
し
た
ス
ト
ー
リ
ー

2006・6月号泊域~匂

恋
ま
ち
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
市
民
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
「
脚
本
塾
」
に
お
い
て
形
作
ら
れ
た
も
の
で
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
う
ち
に
、
合
併
前
の
旧
市
町
が
持

つ
地
域
性
や
特
色
に
目
を
向
け
、
お
互
い
の
地
域
を
再
認

識
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
旧
市
町
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
持
つ
財
産
(
人
材
)
を
共
有
し
、

一
体
感
を

醸
成
す
る
た
め
、
市
内
出
身
の
俳
優
あ
る
い
は
タ
レ
ン
ト

を
で
き
る
限
り
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
起
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

に
し
こ
う
い
ち
ろ
う

主
人
公
の
相
手
役
で
あ
る
西
興

一
朗
さ
ん
は
当
市
(
旧

小
松
町
)
の
出
身
で
、
子
供
に
大
人
気
の
某
ヒ
ー
ロ
ー
役

を
演
じ
た
有
名
俳
優
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
俳
優
の
藤
岡

弘
、
さ
ん
や
タ
レ
ン
ト
の
員
鍋
か
を
り
さ
ん
な
ど
、
当
地

ゆ
か
り
の
俳
優
陣
が
そ
の
脇
を
固
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

キ
ャ
ス
ト
の
人
た
ち
は
、

一
様
に
「
故
郷
に
恩
返
し
を
」

と
い
う
思
い
で
出
演
を
快
諾
し
た
が
、
こ
う
し
た
配
役
に

よ
り
、
こ
の
映
画
が
よ
り
身
近
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
た
。



映像文化とまちづくり特集

r、
市
民
が
映
画
制
作
を
全
面
的

支
掘
し
上
映

映
画
は
、
市
民
ス
タ
ッ
フ

「恋
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
(
制
作
ス
タ

ツ
フ
、
運
営
、
キ
ャ

ス
ト
、

エ
キ
ス
ト
ラ

な
ど
)
が
、
映
画
制

作
会
社
「
フ
ァ
イ
ア

ー
ワ

l
ク
ス
」
(
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
監

督
、
脚
本
家
の
ほ
か
、

最
小
限
の
キ
ャ
ス

十
、
制
作
ス
タ
ッ
フ

な
ど
)
を
全
面
的
に

支
援
す
る
と
い
う
、

通
常
の
映
画
制
作
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
手
法
に
よ
り
作

り
上
げ
ら
れ
た
。

通
常
の
映
画
制
作
で
あ
れ
ば
、
企
画
か
ら
配
給
ま
で
す

べ
て
の
作
業
を
プ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
た
め
、

一
般
の

人
が
参
加
で
き
る
の
は
エ
キ
ス
ト
ラ
出

演
ぐ
ら
い
し
か
な
い
が
、
こ
の
映
画
制

作
は
あ
く
ま
で
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
た
め
、
"
市
民
手
作
り
の
映
画
“
と

し
て
制
作
し
、
市
民
自
ら
が
上
映
し
て

い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
チ
ラ
シ

の
新
聞
折
り
込
み
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
説
明
会
、
ロ
ケ
ハ

ン
パ
ス
ツ
ア

l
に
そ
れ
ぞ
れ
約
二
十
1

二
十
五
人
、
脚
本
塾
に
延
べ
七
十
五
人
、

監
督
塾
に
同
五
十
人
、
応
援
メ
ッ
セ

l

ジ
の
収
録
に
約
二
千
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

映
画
の
ロ
ケ
に
当
た
っ
た
約
七
十
人
の

市
民
ス
タ
ッ
フ
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
班
、
小

道
具
班
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
班
、
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
班
、
炊
き
出
し
班
、
メ
イ
ク
・
ス
タ

イ
リ
ス
ト
班
、
広
報
班
の
七
つ
に
班
分
け

さ
れ
た
。
各
班
が
主
体
的
に
活
動
す
る
こ

と
と
し
、
休
日
・
平
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
日
常
生
活
の
合
聞
を
縫
い
な
が
ら
、

ブ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
に
混
じ
っ
て
早
朝
か
ら

深
夜
ま
で
精
力
的
に
活
動
し
た
。
ロ
ケ
最

終
日
、
日
焼
け
で
真
っ
黒
に
な
っ
た
顔
に

涙
と
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
プ
ロ
の
ス
タ

ッ
フ
と
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
市
民
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
、
映
画

作
り
の
原
点
を
見
る
と
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
本
質
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

JR駅前での撮影風景

、
映
画
制
作
を
通
じ
行
政
・
市
民
・
企
業
の

f
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

延
べ
約
三
千
人
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
ロ
ケ
期
間
中

は、

J
R
四
国
に
よ
る
臨
時
列
車
の

運
行
の
ほ
か
、
宿
泊
施
設
の
大
幅
割

り
引
き
ゃ
、
ロ
ケ
パ
ス
の
無
償
貸
与
、

あ
る
い
は
炊
き
出
し
用
の
食
材
や
飲

料
な
ど
、
市
内
外
の
企
業
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
・
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
"
映
画
“
と
い
う
も
の
づ
く

り
を
通
し
て
、
行
政
・
市
民
・
企
業

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。

完
成
し
た
映
画
は
、
昨
年
七
月
末

に
約
二
千
七
百
人
の
観
客
を
前
に
公

映画本編の前に映す応援メ ッセージの収録風景

閲
さ
れ
た
後
、
現
在
も
市

第1回目の上映会

民
ス
タ
ッ
フ
ら
に
よ
る
上

映
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
(
総
観
客
動
員
数

四
千
七
百
七
十
人
H
平
成

十
八
年
三
月
末
現
在
)
。
ま

た
、
映
画
製
作
に
携
わ
っ

た
市
民
ス
タ
ッ
フ
は
、
映

画
を
利
用
し
た
ま
ち
a

つ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
、

新
た
な
組
織

『さ
い
じ
よ

う
シ
ネ
マ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
立
ち
上
げ
、
上
映
会
を

行
い
な
が
ら
、
新
た
な
活
動
を
模
索
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
広
が
り
も
見
せ
始
め
て
い
る
。

今
、
日
本
の
映
画
業
界
は
憂
慮
す
べ
き
時
代
に
あ
り
、

国
内
で
制
作
さ
れ
る
年
間
二
百
八
十
本
前
後
の
邦
画
の
う

ち、

三
分
の
二
に
当
た
る
二
百
本
以
上
が
全
国
で
劇
場
公

開
さ
れ
な
い
映
画
で
あ
り
、
多
く
の
名
作
が
国
民
の
目
に

触
れ
ず
に
消
え
て
い
る
と
い
う
。

今
回
の
映
画
作
り
は
、
地
域
限
定
の
狭
い
エ
リ
ア
で
の

活
動
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
既
存
の
映
画
シ
ス
テ
ム
と
は

一
線
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
本
来
、
映
画
が
あ
る
べ
き
姿

を
身
近
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
"
ま
ち
“
と
"
映
画
業
界
“

を
結
ぶ
新
た
な
取
り
組
み
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の

こ
と
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
形
成
し
て
い
く
上
で

一

つ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、

一
方
で

地
域
文
化
の
継
承
や
経
済
の
活
性
化
ま
で
を
も
巻
き
込
み

つ
つ
、
今
後
い
か
に
市
民
参
加
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

け
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

以減句2006・6月号33 
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北
九
州
市

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

生
み
出
す
街
の
活
力

住
民
の
協
力
を
背
景
に
し
た
地
域
振
興
へ
の
期
待

、、
住
み
や
す
い
都
市
に
向
け
た

f
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動

北
九
州
市
は
、
日
本
に

「
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
が
ま
っ
た
く
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
平
成

元
年
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
広
報
室
に

「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
様
の
業
務
を
開
始
し
た
。

こ
の
業
務
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
北
海
道
東
北
開
発

公
社
が
昭
和
六
十
三
年
に
行
っ
た
全
国
十

一
大
都
市
住
み

や
す
さ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
十

一
大
都
市
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
八
分
野
四
十

二
項
目
を
数
値
で
評
価
し
た
も
の
で
、

「生
活
環
境
の
実

態
」
に
つ
い
て
は
、
住
み
や
す
さ
で
北
九
州
市
が
総
合

一

位
の
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
良
好
な
生
活

環
境
を
有
す
る
大
都
市
は
ど
こ
と
思
う
か
?
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
調
査
で
は
、
何
と
ワ
ー
ス
ト

一
位
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

「実
態
」
と
し
て

一
番
住
み
や
す
い
生
活
環

境
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
イ
メ
ー
ジ
」
と

し
て
は
最
悪
な
生
活
環
境
の
ま
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

広
報
室
報
道
課
長

• 川
本
一
雄

こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

一
つ
の
施

策
と
し
て
、
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

対
し
、

「北
九
州
市
の
本
当
の
姿
」
を
積
極
的
に
露
出
し

て
い
く
た
め
に
、
ロ
ケ
誘
致
・
支
援
を
行
う
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
活
動
を
開
始
し
た
。

平
成
十
二
年
九
月
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
全
市
的
な
取

り
組
み
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
都
市
P
R
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
加
え
て
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
市
内
五
団
体
と
と
も
に

「北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
立
し
た
。

ち
な
み
に
、
平
成
元
年
に
設
置
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

ラ
イ
ン
は
、
米
国
に
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う

組
織
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ま
た
、
国
内
に
同
様
の
活

動
を
行
う
自
治
体
も
な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
手
探
り
状

態
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
映
画
・

T
V
ド
ラ

マ
な
ど
の
誘
致
・
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
間
十
数
年

の
活
動
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
地
元
の
協
力
体

制
は
大
き
な
財
産
と
な
り
、
同
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
活
動
を
支
え
て
い
る
。

34 

、、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
港
・
街
並
み
が

f
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

2006・6月号

北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
市
広
報
室
に

事
務
局
を
設
置
し
、
誘
致
・
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

ロ
ケ
誘
致
で
は
、
本
市
に
「
街
」
「
田
舎
」
「
大
自
然
」

「工
場
」「
港
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ケ
素
材
が
高
い
レ

ベ
ル
で
そ
ろ
っ
て
お
り
、

一
作
品
す
べ
て
市
内
だ
け
で
撮

影
で
き
る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
建
造
物
・
港
・

街
並
み
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
し
て
、

「過
去
、
現
在
、
未
来
。
い
つ
の
時
代

の
設
定
で
も
、
ど
こ
の
国
や
地
域
の
設
定
で
も
撮
れ
る
か

も
し
れ
な
い
街
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

P
R
を
行

っ
て
い
る
。

↓邸主4・ω

ロ
ケ
支
援
に
際
し
て
は
、
ロ
ケ
隊
が
知
ら
な
い
土
地
で

ス
ム
ー
ズ
に
搬
影
が
行
え
る
よ
う
に
、
地
元
へ
の
協
力
要真夏に正月の渇影
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請
、
諸
手
続
き
の
代
行
、

ト
ラ
集
め
な
ど
を
行
い
、

時
間
体
制
で
ロ
ケ
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
ロ
ケ
の

様
子
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で

取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
映
画
の
街
・
北
九
州
市
」
の

イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
努
め
て
い
る
。

現
在
、
映
画
・
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

実
績
は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど

り
、
平
成
十
七
年
は
ド
ラ
マ
四
本
、

映
画
五
本
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
他
ロ
ー
カ
ル
局
を
含
む
テ
レ

ピ
番
組
へ
の
情
報
提
供
、
搬
影
協
力
を
含
め
る
と
、
年
間

百
件
前
後
の
ロ
ケ
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ

1
ン
の
撮
影

に
対
応
可
能
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
に

加
え
、
市
民
が
ロ
ケ
に
対
し
て
非
常
に
協
力
的
な
こ
と
も

要
因
と
な
り
、

「
ロ
ケ
の
し
や
す
い
街
・
北
九
州
」
と
い

う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

エ
キ
ス

4
1
円
l
H
U
コ

一1
「
l
H
U
V
F

、
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と

f
市
民
の
自
信
・
愛
着
の
高
ま
り

北
九
州
市
で
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
を
開
始

し
て
五
年
、
前
身
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
か
ら
は
実
に

十
七
年
。
こ
の
活
動
の
効
果
が
地
域
・
観
光
の
振
興
に
つ

な
が
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
が
、
地
道
な
活
動

を
通
じ
て
数
多
く
の
実
績
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
後
の
直
接

的
な
効
果
と
し
て
は
、
同
十
七
年
十
二
月
末
現
在
、
全

国
・
ロ
ー
カ
ル
放
送
で
テ
レ
ビ
番
組
二
百
四
十
五
番
組
四

百
七
十
六
件
を
誘
致
。
こ
れ
を
広
告

料
金
に
換
算
す
る
と
約
四
十
八
億
円

(
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
)
に
な
る
。

ま
た
、
映
画
二
十
二
本、

C
M
二
十

四
本
の
誘
致
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
は

映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
隊
が
市
内
に

滞
在
す
る
こ
と
に
よ
る
宿
泊
、
飲
食
、

機
材
費
な
ど
、
地
元
で
の
消
費
効
果

も
少
な
く
な
い
。

映画「初恋」ロケ風景

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動

の
間
接
的
な
効
果
と
し
て
は
、

「街

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る
こ
と
で

「非

日
常
的
な
空
間
」
が
生
ま
れ
、
街
に
華
や
か
な
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
ロ

ケ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
新
た
な
「
楽
し
み
」

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
最
近
、
特
に
ロ
ケ

が
増
え
た
こ
と
を
背
景
に
、
北

九
州
市
で
は
、
市
民
が

「
ロ
ケ

の
多
い
街
」
「
映
画
の
街
」
と

し
て
、
わ
が
街
に
対
す
る
自

信
・
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

観
光
振
興
而
で
は
、
こ
れ
ま

で
誘
致
・
支
援
を
行
っ
て
き
た

作
品
の
代
表
的
な
撮
影
シ

l
ン

の
ロ
ケ
地
を
マ
ッ
プ
と
し
て
ま

と
め
た
「
北
九
州
ロ
ケ
地
マ
ッ

プ
」
を
同
十
七
年
九
月
に
作
成

し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
ロ
ケ
地

を
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観
光
客
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
市
民
も
身
近
な
風
景
が
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
は
い

つ
も
と
違
う
風
景
と
感
じ
て
、
街
の
魅
力
の
再
発
見
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

、
福
岡
・
下
関
と
の
連
携
と

f
映
像
関
連
産
業
の
振
興

北
九
州
F
C
は
、
福
岡
と
下
関
の
両
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、
誘
致

・
支
援
に
加
え
、
ロ
ケ
地
の

相
互
補
完
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
行
政
区
を
超
え
て
ロ

ケ
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
の
連
携
は
、
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
た
め

に
今
後
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
ロ
ケ
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
け
ば
、
将
来
的
に

は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
業
者
の
設
立
や
誘
致
、
映
像
産
業

の
振
興
、
さ
ら
に
は
ス
タ
ジ
オ
の
建
設
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
発
展
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、

北
九
州
市
が
物
語
の
舞
台
と
な
る
映
画
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
、
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
募
集
、

原
作
と
な
る
よ
う
な
文
学
作
品
の
奨

励
、
大
学
な
ど
に
映
画
関
連
の
学
科

を
設
置
・
導
入
す
る
こ
と
で
人
材
育

成
を
行
い
、
地
元
出
身
の
映
画
人
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
ロ
ケ
支
援
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ビ
ジ
タ
ー
ズ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

l

走るエキストラの皆さん

地泌物

(
に
ぎ
わ
い
に
よ
る
産
業
)
や
映
像

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

に
な
れ
る
よ
う
、
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
の
発
展
を
進
め
て
い
き
た
い
。

2006・6月号35 
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テ
レ
ビ
醤
組
も

11 

熊
本
県
山
江
村

地
住蛾

事E
C之
クる
タ

地
域
力
を
統
合
し
た
村
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局

「
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
は
地
域
づ
く
り
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
番
組
づ
く
り
を
通
し
て
総
合

的
な
企
画
力
を
身
に
付
け
る
手
法
を
指
す
。
私
が
テ
レ
ビ

局
で
十
四
年
間
、
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
制
作
を
経
験
し
て
気

付
い
た
発
想
で
あ
る
。

番
組
を
作
る
に
は
「
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
」
を
企
画

し
、
取
材
、
編
集
、
放
送
す
る
。
苦
労
も
多
い
が
楽
し
い

作
業
で
も
あ
る
。
視
聴
者
か
ら
反
応
が
あ
り
、
さ
ら
に
次

な
る
発
信
を
し
て
い
く
が
、
こ
の
循
環
を
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
総
合
的
な
企
画
力
が
身
に
付
く
。
取
材
を
通
し

て
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も
の
に
気
付
き
、
編
集
で
は
漫

然
と
思
い
描
い
て
い
た
事
が
明
確
に
な
り
、
い
や
が
応
で

も
自
分
自
身
の
考
え
が
ハ
ッ
キ
リ
映
し
出
さ
れ
る
。

私
自
身
は
熊
本
県
内
九
十
八
市
町
村
(
約
十
五
年
前
当

時
)
を
五
年
以
上
か
け
て
二
周
半
し
、
特
に
農
林
水
産
業

に
携
わ
る
人
の
た
く
ま
し
い
生
き
様
を
大
地
や
山
林
、
海

な
ど
の
現
場
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
学
び
、
生
き
方
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
差
し
た
「
人

間
力
」
と
「
テ
レ
ビ
の
力
」
を
融
合
さ
せ
て
、
「
地
域
力
」

(有)
プ
代リ
表ズ
取ム
締
役

を
発
酵
さ
せ
る
の
が
「
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」

、
村
の
活
性
化
が
目
的
の

f
「
や
ま
え
村
民
て
れ
び
」

• 岸
本

で
あ
る
。

人
口
約
四
千
人
の
熊
本
県
山
江
村
に
は
、
住
民
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
二
十
人
お
り
、
民
放
や
熊
本
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
(
村
に
は
な
い
て
衛
星
放
送
な
ど
で
番
組
を
作
っ

て
き
た
。
そ
し
て
数
年
前
か
ら
、
村
の
活
性
化
を
目
的
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
「
や
ま
え
村
民

て
れ
び
」
を
運
営
し
て
い
る
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率
は
や
っ
と

四
%
で
、
ほ
と
ん
ど
の
村
民
に
は
見
ら
れ

な
い
。
し
か
し
田
ん
ぼ
や
温
泉
セ
ン
タ
ー
、

村
民
の
自
宅
が
臨
時
ス
タ
ジ
オ
に
な
り
、

毎
月
各
地
区
で
番
組
を
収
録
し
、
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
や
は
り
テ
レ
ビ
番
組
を
作
っ

た
り
、
出
演
す
る
の
は
面
白
い
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
企
画
か
ら
取
材
、
編
集
、
収

録
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
司
会
、
ゲ
ス
ト
ま
で

す
べ
て
が
村
民
で
あ
る
。
昔
な
ら
数
百
万
、

なぜ、住民ディレクター養成が
『地減活性化jにつながるか?

企画力(発想・企画)
晃情報発信力

取材力(取材・演出・撮膨)
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数
千
万
円
も
す
る
機
材
を
持
つ
テ
レ
ビ
局
じ
ゃ
な
い
と
で

き
な
か
っ
た
撮
影
や
編
集
が
、

I
T
の
進
歩
の
お
か
げ
で

今
で
は
家
庭
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
。

実
際
、
山
江
村
で
は
今
年
の
正
月
に
民
放
で
独
自
の

一

時
間
番
組
を
放
送
し
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
総
合
的
な

企
画
力
が
発
揮
さ
れ
た
。
反
響
も
大
き
く
、
県
民
か
ら
四

百
三
十

一
通
の
は
が
き
が
届
い
た
。
ロ
ー
カ
ル
局
で
は
自

前
の
情
報
番
組
で
さ
え
、
め
っ
た
に
な
い
数
で
あ
る
。
し

か
も
は
が
き
に
は
ど
れ
も
ビ
ッ
シ
リ

「感
動
し
た
」
「
山

江
に
行
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
た
。

2006・6月号迫政~句

(
第
一
号
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
村
長
に

岡
村
で
第

一
号
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
元
役
場
職
員

の
内
山
さ
ん
が
四
年
前
、
村
長
に
な
っ
た
。
彼
は
グ
リ
ー

ン
ツ

l
リ
ズ
ム
や
商
品
開
発
と
情
報
発
信
を
有
機
的
に
結

び
付
け
た
、
新
し
い
産
業
興
し
の
政
策
を
始
め
た
。
住
民

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

当
初
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

の
記
録
が
な
ぜ
村
の
振
興

に
つ
な
が
る
の
か
、
村
民

や
役
場
職
員
に
も
理
解
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
学

ぼ
う
と
全
国
各
地
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
が
訪

れ
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
の
注

目
度
が
上
が
り
、
村
民
の

理
解
も
深
ま
・っ
た
。
昨
年

秋
に
は
全
国
か
ら
市
民
メ

ネットワークカ

U 
(向上)

構成力(構成・編集)

(養成)

+ 
直唇1
U 

プロデlユース力

広報力 (PR)地i或にディレクター
やプロデユーサーが
育つことが、地域の
問題、課題を自分の
力で解決する具体的
な力になる。
このような人材が外
部のネットワークを
活用し、その地域の
独自性を活かした解
決策を住民の力を結
集して創造する。



映像文化とまちづくり特集

デ
ィ
ア
関
係
の
約
二
百
人
が

訪
れ
た
。

こ
こ
で
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
た
ち
は
日
ご
ろ
鍛
え
て
き

た
企
画
力
を
生
か
し
、
訪
問

者
の
到
着
か
ら
解
散
ま
で
の

全
プ
ロ
セ
ス
を
村
の
支
援
を

受
け
て
事
業
化
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
分
野
だ
け
で
な
く
、
訪

問
者
の
食
事
、
宿
泊
、
農
家

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
習
会

の
運
営
な
ど
が
住
民
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
た
。

得
意
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
局
は
ラ
イ
ブ
で
全
国
、

世
界
に
も
発
信
し
た
。
名
古
屋
か
ら
来
た
男
性
が
放
送
直

後
、
熊
本
市
内
に
た
ま
た
ま
住
ん
で
い
た
旧
友
か
ら
「
見

た
」
と
の
電
話
が
入
っ
た
と
感
激
し
て
い
た
。
こ
の
素
早

い
反
応
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

l
ル
と
し
て
、
テ
レ

ビ
の
優
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
は
知
ら
れ
る
こ
と
で
元

気
に
な
る
。

(
普
段
着
の
会
話
と
暮
ら
し
を
そ
の
ま
ま
発
信

最
近
、
タ
レ
ン
ト
が
田
舎
を
訪
ね
て
面
白
お
か
し
く
村

を
紹
介
す
る
番
組
が
増
え
て
い
る
が
、
山
江
村
で
は
誇
張

や
過
剰
な
演
出
は

一
切
せ
ず
に
、
普
段
着
の
会
話
を
そ
の

ま
ま
発
信
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
き
た
。
日
ご
ろ
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
そ
の
ま
ま
の
空
気
で
発
信
す
る
。
そ
の
こ
と
が

十
数
年
間
継
続
で
き
た
秘
け
つ
だ
と
思
う
し
、
着
実
な
山

江
村
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
独
自
に
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
で
は
、
日
本
最
大
の

I
T機
器

展
示
会
で
全
国
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
放
送
局
の
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
を

任
さ
れ
た
り
、
他
地
域
の
応
援
に
出

掛
け
る
こ
と
も
ひ
っ
き
り
な
し
で
あ

る
。
同
村
を
初
め
て
訪
れ
た
ほ
と
ん

ど
の
人
が
「
岸
本
さ
ん
は
随
分
大
風

日
敷
を
広
げ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
来
て
み
た
ら
、
聞
い
て
い
た
話

よ
り
十
倍
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
」
と
語

る
。
事
前
に
番
組
を
見
た
人
が
多
く
、

自
然
体
の
情
報
発
信
が
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

し
か
し
山
江
村
は
今
、
過
渡
期
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
来
目
指
し
て
い
た
総
合
的
な
企
画
力
を
持
っ
た
住
民
は

増
え
つ
つ
あ
る
し
、

一
次
産
業
と

I

T
を
結
び
付
け
て
新
し
い
産
業
を
興

す
と
い
う
目
標
に
も
か
な
り
近
付
い

て
き
た
。
し
か
し
小
さ
な
村
だ
か
ら

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
行
政
職
員

が
多
く
、
行
政
主
導
型
で
こ
こ
ま
で

来
た
。

真
の
民
間
活
力
で
事
業
化
を
図

り
、
収
益
を
上
げ
る
体
制
を
つ
く
る

に
は
、
企
業
家
の
発
想
と
行
動
力
が

求
め
ら
れ
る
。
し
か
も
放
送
と
通
信

の
融
合
の
問
題
が
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件

全国の地域が連携したインターネ ット放送局 (IT機器展示会)

前
後
か
ら
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

情
報
化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
進
歩
す
る

I
T業
界

の
先
端
動
向
を
読
む
力
、
使
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
最
強
の
道
具
に

冗
気
な
大
人
の
背
中
を
見
て
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
若
者

た
ち
は
、
道
具
を
繰
る
の
は
得
意
だ
が
、
農
林
業
や
村
の

生
活
に
は
年
季
が
入
っ
た
知
恵
が
必
要
だ
。
こ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
お
金
を
生
み
出
す
力
を
持
っ

た
村
の
住
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
登
場
が
未
来
を
聞
い
て

い
く
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
情
報
を
共
有
し
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
人
材
輩
出

の
環
境
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
「
自
前
の
テ
レ
ビ
」
を
つ

く
る
こ
と
が
具
体
策
に
つ
な
が
る
。

山
江
村
は
テ
レ
ビ
に
必
要
な
ソ
フ
ト
は
山
積
み
さ
れ
て

い
る
が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率
を
ど
う
上
げ
て
い
く

か、

I
Tを
活
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
い
か
に
具
体
化

す
る
か
、
今
ま
さ
に
総
合
的
な
企
画
力

が
問
わ
れ
る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
テ
レ
ビ

市民メディア集会

と
い
、
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

l
ル

の
活
用
が
、
「
地
域
力
」
を
統
合
し
、

次
々
と
新
た
な
企
画
・

事
業
を
生
み
出

す
手
法
と
も
言
え
る
。
ゲ
ー
ム
の
よ
う

に
楽
し
み
な
が
ら
新
た
な
発
見
を
し
、

創
造
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
最
強
の
道
具
が
今
、
私
た
ち
の
す
ぐ

手
元
に
あ
る
。

2006・6月号 ↓島尚也

(
C
E
「
二
廷
℃
K
¥
毛
さ
さ
・
℃
コ
∞
ヨ

tgoσ
・-℃)
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市
民
と
"
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

作
り
上
げ
た
『
ま
ち
の
映

地
域
を
愛
す
る
心
を
醸
成
し
た
ム
ー
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特

集

映
像
文
化
と
ま
ち
。
つ
く
り

12 

宮
崎
市

.... 

企
画
部
企
画
政
策
課
・
市
民
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
宮
崎
市
は
、
「
九
州

一
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
六
つ
の
目
指
す
べ
き
像
を
設

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
(
図
参
照
)
。

「
な
ぜ
日
本

一
で
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
ま
っ
た
く

手
の
届
き
そ
う
も
な
い
目
標
よ
り
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い

う
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
達
成
感
が
重
要
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
、
当
初
四
つ
の
目
指

す
像
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
六
つ
に
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

、、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
都
市
づ
く
り
が

f
ま
ち
を
活
性
化

そ
の
中
の

一
つ

「九
州

一
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
都
市
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
市
は
市
民
活
動
を
支
え
る
拠
点
づ
く

り
(
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
平
成
十
二
年
八
月
に
オ
ー
プ

ン
)
、
人
材
育
成
、
資
金
確
保
(
受
け
付
け
た
寄
付
と
同

額
を
市
が
上
乗
せ
し
て
積
み
立
て
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト

方
式
)
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
九
州

一
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
都
市
づ
く
り
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
津
村
重
光
市
長

が
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
バ

1
ジ
ニ
ア
ビ

l
チ
市
を
訪
問
し

た
際
、
市
民

一
万
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
の
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

岡
市
長
が
示
し
た
「
市
民
が
精
力
的
に
活
動
す
る
こ
と

が
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
の
方
針
を
踏
ま
え
、

宮
崎
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
が
そ
の
後
本
格
化
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
都
市
づ
く
り

は
、
市
民
の
パ
ワ
ー
を
ま
ち

づ
く
り
の
活
力
に
し
て
い
く

の
が
狙
い
で
あ
り
、
市
民
の

社
会
貢
献
活
動
が
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
市
が
取
り
組

ん
だ
結
果
、
今
で
は
約
九
十

の
N
P
O
を
含
む
五
百
以
上

の
市
民
活
動
団
体
が
生
ま
れ
、

約
八
百
人
が
市
に
個
人
と
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
動
き
の
中
で
、

宮崎市の目指す6つの九州ーのまちづくり

1.九州ーの健康福祉都市づくり

2.九州ーのボランティア都市づくり

3.九州ーの教育創造都市づくり

4.九州ーの環境都市づくり

5.九州ーの景観都市づくり

6.九州ーの子育てサポート都市づくり
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市
は
平
成
十
六
年
に
市
制
施
行
八
十
周
年
を
迎
え
た
。
市

民
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
事
業
を
展
開
す
る
た

め
、
市
は
市
民
発
案
事
業
枠
を
設
け
、
市
民
の
自
発
的
な

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
、
十
五
事

業
者
か
ら
四
十
事
業
の
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
十

事
業
を
八
十
周
年
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
決
め
、
市
は

補
助
金
支
援
を
行
っ
た
。
今
回
紹
介
す
る
「
み
ん
な
で
ム

ー
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
が
、

企
画
立
案
か
ら
実
行
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
市
民
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
「
宮
崎
を
愛
す
る
心

を
映
画
制
作
を
通
じ
て
醸
成
し
た
事
業
」
と
し
て
、
市
民

に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

2006・6月号↓品同切

、NP
O
が
実
行
母
体
に

f
地
時
の
「
秋
祭
り
」
を
テ

l
マ

み
ん
な
で
ム
ー
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
母
体
と
な

っ
た

「宮
崎
文
化
本
舗
」
は
、

N
P
O
法
人
と
し
て
は
全

国
初
の
映
画
館
「
宮
崎
キ
ネ
マ
館
」
を
運
営
し
て
お
り
、

地
方
で
な
か
な
か
見
る
機
会
の
少
な
い
優
良
映

画
の
上
映
と
と
も
に
、
映
画
や
音
楽
と
い
っ
た

文
化
を
通
し
て
ま
ち
ξ

つ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

組
織
さ
れ
た
。
特
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
子
供
た
ち
へ
の
「
場
の
提
供
」
を
視
野
に
、

ま
ち
を
取
材
し
て
、
そ
れ
を
ラ
ジ
オ
電
波
に
乗

せ
、
市
民
に
聞
い
て
も
ら
う
「
子
ど
も
放
送
局
」

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
映
画
テ
l
マ
と
な
っ
た
の

が
「
秋
祭
り
」
。
子
供
を
中
心
に
し
て
、
"
中

学
生
の
慌
督
“
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
し

た

"
素
人
“
だ
け
で
撮
影

・
制
作
し
た
映
画
で

あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
広
く
市
民
に
公
募
す
る

何.. 

町



映像文化とまちづくり特集

こ
と
で
、
市
内
に
埋
も
れ
て
い
た

話
や
陽
の
当
た
ら
な
か
っ
た
テ
ー

マ
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が

る
な
ど
、
地
域
風
土
が
育
ん
だ
文

化
の
中
か
ら
誕
生
し
た
映
画
で
も

あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
人
た
ち
は

ロ
ケ
支
援
の
経
験
は

あ
っ
た
も
の
の
、
映
画
制
作
に
つ

い
て
は
初
め
て
の
経
験
な
た
め
、

郷
土
出
身
と
い
う
縁
か
ら
花
堂
純

次
監
督
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
の

制
作
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
人
集
め

で
あ
る
。
出
演
者
は
も
ち
ろ
ん
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
、
脚
本

作
成
や
主
題
と
な
る
映
画
の
テ

1
マ
を
す
べ
て
公
募
し
、

広
く
市
民
の
参
加
を
得
た
。

そ
の
説
明
会
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
何
が

起
き
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た

表
情
で
ス
タ
ッ
フ
の
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て
、
何
も
決
ま

っ
て
い
な
い
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て
く
る
と
、
自
分
た

ち
の
手
で
映
画
を
作
り
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
や
る
気
が
会

場
に
沸
い
た
。
「ま
ち
e

つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
漠
然

と
言

つ
で
も
な
か
な
か
腰
の
上
が
ら
な
い
宮
崎
人
気
質
で

あ
る
が
、
具
体
的
に
映
画
制
作
と
い
う
目
標
を
持
っ
た
こ

と
で
、
映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
深
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、

、
中
学
生
を
監
督
に
掠
擢
し

f
地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現

そ
う
し
て
決
ま
っ
た
市
民
の
自
主
制
作
に
よ
る

「秋
祭

り
」
は
、
古
く
か
ら
市
内
各
地
に
伝
わ
る
神
楽
の
伝
説
を

踏
ま
え
、
神
楽
面
を
か
ぶ
っ
た
た

め
に
神
隠
し
に
あ
っ
た
妹
を
、
中

学
生
の
姉
や
同
級
生
が
救
出
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
神
武
大
祭
の
パ

レ
ー
ド
や
市
内
の
神
社
な
ど
、
地

元
の
風
景
を
映
画
に
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
、
市
民
に
対
し
て
親
近

感
を
持
た
せ
た
。
制
作
費
は
約
百

二
十
万
円
で
、
う
ち
百
万
円
を
市

か
ら
の
助
成
金
で
賄
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
脚
本
家
志
望
の

あ
る
若
い
女
性
の
手
で
仕

t
が
っ

た
。
監
督
候
補
に
は
、
花
堂
氏
が

あ
る

一
人
の
女
子
中
学
生
に
目
を
留
め
た
。
「周
り
を
見

る
力
が
あ
る
」「
ま
と
め
上
げ

る
力
が
あ
る
」
と
の
才
能
を

見
抜
い
た
花
堂
氏
は
、
彼
女

を
監
督
に
大
抜
躍
。
そ
れ
ま

で
の
彼
女
の
行
動
、
発
言
な

ど
か
ら
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
も

納
得
い
く
人
選
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、

まちの出来事を子供たちが取材 (こども放送局)

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。

八
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
映
画
制
作
だ
っ

た
が
、
携
っ
た
人
た
ち
の
中

か
ら

「将
来
の
夢
が
は
っ
き

り
見
え
た
。
映
画
の
道
に
進

み
た
い
」
と
い
う
中
学
生
も

現
れ
た
。
映
画
制
作
・
鑑
賞

を
通
し
て
、
宮
崎
の
文
化
、

自
然
と
い
っ
た
地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
き
を
発
見
し
、
そ

の
良
さ
を
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
。
地
域
の
映
画
を
作
り
、

映
像
に
残
す
こ
と
に
よ
り
、
映
画
を
通
じ
て
地
域
意
識
が

芽
生
え
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

人
が
続
出
し
た
。

、
市
民
の
参
加
と
力
が
目
指
す

f
「
九
州
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

昨
年
八
月
に
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
映
画

「海
猿
」
の
ロ

ケ
に
は
、
延
べ

二
千
人
を
超
え
る
エ
キ
ス
ト
ラ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
羽
住
英

一
郎
監
督
も

「宵
崎
の
エ
キ
ス

ト
ラ
は
精

一
杯
楽
し
ん
で
や
っ
て
く
れ
て
、
い
い
画
が
撮

れ
た
」
と
地
元
に
感
謝
し
た
。
特
に
台
風
十
四
号
の
影
響

な
ど
か
ら
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
数
多

く
、
地
元
の
映
画
制
作
に
対
す
る
支
援
の
意
気
込
み
を
見

せ
付
け
た
ケ

l
ス
と
な
っ
た
。

映
像
を
作
る
と
い
う

一
つ
の

目
標
に
よ
り
、
市
民
が
力
を
合

わ
せ
、
郷
土
を
題
材
に
し
た
映

画
を
作
り
上
げ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン

祭りのクライマックスシーンを演出

テ
ィ
ア
活
動
に
無
関
心
だ
っ
た

人
々
に
郷
土
愛
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
服
成
す
る
意
識
付
け
に
も

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
映
画
制
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
多

く
の
市
民
が
参
加
す
る
「
九
州

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
す
環
境
が
、
次
第
に
で
き

上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

↓品凶匂2006・6月号39 



地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
適
切
な
保
護
の
た
め
の

地
域
団
体
商
標
制
度

平
成
十
八
年
四
月
の
施
行
に
当
た
っ
て

1 -
は
じ
め
に

近
年
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、

の
特
産
品
等
を
他
の
地
域
の
も
の
と
差
別
化
を
図
る
た
め

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
で
は
、
地
域
の
特
産
品
に
、

そ
の
産
地
の
地
域
名
を
付
す
等、

地
域
名
と
商
品
名
か
ら

な
る
商
標
が
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
前
の

商
標
法
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る

商
標
は
、
商
標
と
し
て
の
識
別
力
を
有
し
な
い
、
特
定
の

者
の
独
占
に
馴
染
ま
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
図
形
と
組

み
合
わ
さ
れ
た
場
合
や
全
国
的
な
知
名
度
を
獲
得
し
た
場

合
を
除
い
て
、
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

地
域

全
国
的
な
知
名
度
を
獲
得
す
る
に
は
、
時
間
や
費
用
が

か
か
る
た
め
、

登
録
ま
で
の
問
、
他
人
の
便
乗
使
用
を
排

除
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
図
形
に
地
域
名
と
商
品

名
を
組
み
合
わ
せ
た
商
標
は
、
他
人
が
図
形
部
分
を
変
え

て
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
を
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
等
、
地
域
の
事
業
者
が
安
心
し
て
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
我
が
国
で
は
、
現
在
約
百
七
十
六
万
件
の
商
標

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
図
形
や
そ
の
他
の
表
示
に
地

域
名
と
商
品
名
を
組
み
合
わ
せ
た
商
標
は
約
五
百
件
あ

り、

全
国
的
な
知
名
度
を
獲
得
し
た
と
し
て
登
録
さ
れ
た

地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
商
標
は
約
八

十
件
程
度
あ
り
ま
す
。

2 -
改
正
商
標
法

(
地
域
団
体
商
標
制
度
)

特
許
庁
に
お
い
て
は
、
地
域
名
と
商
品

名
か
ら
な
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
適
切
に
保

護
す
る
た
め
、

平
成
十
七
年
に
商
標
法
を

一
部
改
正
し
、
本
年
四
月
よ
り
、
地
域
団

体
商
標
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

本
制
度
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
地
域
の
取
組
を
応
援
す
る
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
よ
う

と
い
う
地
域
の
事
業
者
団
体
の
方
々
が
、

本
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
地
域
興
し

40 2006・6月号

特
許
庁
商
標
課

↓説舗也

筆頭お

①全国的な知名度を獲得し、登録された例 (例.夕張メロン、西陣織、

f訓日目、笹野彫等) 鎧

野
彫

②図形などを組み合わせて、登録された例 (例 :小田原蒲鈴、大館曲

げわっぱ、関あじ ・聞き t;!、三ヶ日みかん等)

d町... Y'" 人帥、、.， I、iI，fh司 11"' 

小嶋a•• 章 一一

制錦
織

夕張メ~

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
団
体
商
標
制
度
で
は
、
地
域
名
と
商
品
名
の
み
か

ら
な
る
商
標
で
も
、

事
業
協
同
組
合
や
農
業
協
同
組
合
等

に
よ
っ
て
、
商
品
の
産
地
で
あ
る
等
の
地
域
と
の
密
接
な

関
連
性
を
有
す
る
商
品
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
商
標
が
当
該
組
合
又
は
そ
の
構
成
員
の
使
用
に
係
る
も

の
と
し
て

一
定
程
度
広
く
知
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
地
域
団
体
商

標
と
し
て
、
登
録
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

陣西

喝さF

こ
れ
に
よ
り
、

①
地
域
名
と
商

品
名
か
ら
な
る
商
標
が
よ
り
早
い

段
階
で
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
他
人
の
便
乗
使

用
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、

②
地
域
ブ
ラ
ン
ド
活
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
事
業
者

の
方
々
に
は
権
利
化
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。



地域ブランド保護制度

ぞ河川mTjh)岳会
|霊録要件の審査(7条の2.3条1項1号・2号、4条)1 

?・宅鯵
3 -

0団体の適格性

O地名と商品(役務)の密接な関連性

0使用による一定程度の周知性の痩得

0商標全体として商品の普通名称でないこと

地織図体商標権者の織利

0指定商品{役務)について、登録商擦を使用する繕和l
を専有(25条)

O他人による指定商品(役務)についての類似商標の使
用、類似商品(役務)についての同一・類似商標の使
用は商標健侵害とみなされる(37条)

0他人による使用に対して、差止請求(36条)、 損害賠
償3青求が可能

。移転・専用使用権の級定の制限(24条の2、30条)

地峨名+商品(役務)名
・商品の産地、役務の提供地等
・商品の略称可(織、焼等 )

地
域
団
体
商
標
制
度
の

適
切
な
施
行
に
向
け
た
努
力

商
標
法
は
こ
れ
ま
で
も
数
次
の
改
正
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
と
し
て
、

過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
多
く
の
地
域
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
四
月
か

ら
本
年
の
三
月
末
ま
で
に
、
全
国
紙
、
地
方
紙
を
併
せ
て
、

地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
が

一
定
程
度
の
使
用
実
績
を
積
む
と
、
や

が
て
地
域
団
体
商
標
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
興
し
を
行
う
地
方
の
事
業
者
の

方
々
に
対
し
、
本
制
度
の
趣
旨
、
内
容
、
出

願
さ
れ
た
地
域
団
体
商
標
の
審
査
基
準
な
ど
、

全
国
津
々
浦
々
き
め
細
や
か
に
説
明
会
や
相

談
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
説
明
会

は
全
国
七
十
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
約

一

万
人
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
弁
理
士
会
で
も
、
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

の
柱
の

一
つ
と
し
て
「
地
域
知
財
活
性
化
運
動
」
を
掲
げ
、

そ
の

一
環
と
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
・
活
用
の
支

援
の
た
め
、
商
標
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
結
成
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
地
域

団
体
商
標
の
掘
り
起
こ
し
、
保
護
、
活
用
の
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
で
開
催

取消審判

l不使用、団体・構成員の不正使用等O全国的知名度の獲得|
|何人も篠求可能(50条、51条、 53条)

O同一商標の不存在 l 

効力制限の維持

(26条)

普通名称、産地、

販売地、品質等

先使用権の緩和

(32条の2)

自己のために、引き続

き商標の使用可能

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
約
五

百
四
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
許
庁
で
は
、
他
の
省
庁
や
日
本
弁
理
士

会
等
の
民
間
団
体
と
も
協
力
し
、

一
体
と
な

っ
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
支
援
を
す
る
た

め
に
、
地
域
団
体
商
標
制
度
の
趣
旨
、
内
容

を
広
く
普
及
す
る
た
め
の
普
及
啓
蒙
活
動
や
、

個
別
の
事
業
者
団
体
に
対
す
る
き
め
細
や
か

な
相
談
事
業
等
、
円
滑
な
施
行
に
向
け
て
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
団
体
商
標
の
周
知
活
動

し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

4 -
地
域
団
体
商
標
出
願
の
出
願
状
況

こ
の
よ
う
な
特
許
庁
に
お
け
る
周
知
活
動
を
通
じ
、
各
地

域
に
お
け
る
地
域
団
体
商
標
制
度
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
が
施
行
さ
れ
た
四
月

一
日
の
出

願
受
付
初
日
に
お
い
て
は
、
土
曜
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
百
五
十
人
件
も
の
出
願
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

5 -
地
域
団
体
商
標
出
願
の

審
査
処
理
の
予
定

商
標
登
録
出
願
が
な
さ
れ
る
と
、
出
願
か
ら
平
均
六

1

七
カ
月
後
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
団
体
商
標
出
願

も
、
同
じ
時
期
に
審
査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
本
年
四
月
の
施
行
時
に
出
願
さ
れ
た
も
の
は
、
本

年
十
月
頃
に
審
査
の
第

一
次
結
果
(
登
録
査
定
又
は
拒
絶

理
由
通
知
)
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

6 -
地
域
団
体
商
標
出
願
の
擦
の
注
意
点

地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①

出
願
人
が
主
体
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

②

構
成
員
に
使
用
を
さ
せ
る
商
標
で
あ
る
こ
と

③

商
標
が
使
用
さ
れ
た
結
果
、
団
体
又
は
そ
の
構
成

員
の
使
用
に
係
る
も
の
と
し
て
周
知
と
な
っ
て
い

j邸絹物

ヲ

h
v
'

」ル』

④

商
標
が
地
域
の
名
称
及
び
商
品
又
は
役
務
の
名
称

等
か
ら
な
る
こ
と

⑤

商
標
中
の
地
域
の
名
称
が
商
品
(
役
務
)
と
密
接
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な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑥

普
通
名
称
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
他
に
周
知
と
な

っ
て
い
る
同

一
・
類
似
商
標
が
な
い
こ
と
、
商
品

の
品
質
の
誤
認
を
生
じ
る
お
そ
れ
の
な
い

結
果
、
団
体
又
は
そ
の
構
成
員
の
使
用
に
係
る
も
の
と
し

て
、
例
え
ば
隣
接
都
道
府
県
に
及
ぶ
程
度
の
範
囲
に
お
い

て
知
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
が
登
録
と
な
る
要
件
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
先
を
争
っ
て
出
願
し
な

(役
務
)

こ
と
等

地
域
団
体
商
標
は
、
特
に

「そ
の
商
標
が
使
用
さ
れ
た

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
登
録
要
件
を
満
た
し
た
地
域
団
体
商
標
の
出

地織団体面標出願リスト (4ハ-4/10、3231キ) [都道府県名}商標

[北海道]宗谷黒牛、 コーチン、純鶏名古豆、京都産丹波黒大名産し(.1'"漬、京都し [徳島]なると金時

鵡川しし ゃも、十勝屋コーチン、純系名 豆、京都丹波産馬路 (j"漬、京都名産すく [高知]四万+川の青
川西長いも、虎杖浜 古屋コーチン、常滑焼 大納言小豆、京都丹 き、京都すぐき、京のり 、四万+川の青

たらこ、苫小牧産ほ [岐阜]飛騨牛、岐阜波産新丹波黒、京黒都千枚漬、京都名産 さのり

っき貝、音更大豆、 提灯、美濃白川茶、 紋付染、京印章、間 千枚漬、京つけもの、 {愛媛]西宇和みかん、

音更小豆、音更金時、 美濃焼、飛騨ヨーク 人力、二、祇園鯖すし、 京漬物、京仏具、京 真穴みかん 、川上み

音更黒豆 ルト、飛騨コーヒ一、 京の小倉鰻頭、京の 仏i童、京甲胃、京事堂、 かん
[青森]たっこにんにく 飛騨アイスクリーム、 小倉館、京の小倉ぜ 京人形、鴨川納涼床、 {福岡]小石原焼、合

[宮城]仙台名産笹か 飛騨プリン、飛騨フ んざい、祇園鰻頭、 京おかき、京あられ、 馬たけのこ、博多人形

まぼこ 、仙台長茄子 レッシュポーク、飛祇園だんご、京三笠、 京鹿の子絞、京佃煮、 [佐賀]神崎そうめん
漬、仙台牛 騨牛ホルモン、飛騨京の五色豆、京名物 京つくだに、山科な [長崎]長崎カステラ
[秋田]比内地鶏 牛串、飛騨牛乳、下そばぼうろ、京の八す、京表具、京焼・ [熊本]黒川温泉、阿

[山形]米沢牛、山形 呂温泉、飛騨春慶、 ッ橋、聖護院だいこ 清水焼、京石工芸品、 蘇たかな漬、球磨焼
おきたま産はえぬき、 美濃焼の里滝呂 ん、壬生菜、堀川ご京石浴 酎、熊本名産からし
米沢織 [三重]松阪肉、松阪牛 ぼう 、京人形、京象 [大阪]大阪欄問、泉蓬綬
[福島]喜多方ラーメン [石Jlll能登みそ、加 獄、京みたらし因子、 州タオル、和泉木綿 [大分]豊後別府湾ち
[茨城]結城紬 賀みそ 、中島菜、能京昧噌、京重量、京ゆ [兵庫]明石鯛、明石 りめん
[群馬]高崎だるま 登和牛、能登牛、能 (.1'"、京名物昔菓子、 蛸、明石海苔、但馬 [宮崎]宮崎牛、宮崎

[千葉]富里スイカ、登豚、金沢仏壇、七京の伝統野菜、九条牛、神戸ビ フ、神和牛

房州ぴわ 、八街産落尾仏壇、牛首紬、加ねぎ、賀茂なす、鹿戸肉、神戸牛、但馬 [鹿児島]本場奄美大

花生 賀友禅、輪島塗、九 ヶ谷かぼち ゃ、 伏見 ビーフ、但馬牛、神島紬、鹿児島黒牛、

[東京]江戸木版画、 谷焼、大野醤油、山 とうがらし、聖護院戸シュースヘ 豊岡鞄、 本場大島紬、薩摩焼、
江戸甘味噌、稲城の梨 代温泉 、山中温泉 、 かぶ、 京の色紙短冊豊岡杷柳細工、丹波知覧紅、自然交配加

[神奈川]小田原蒲鈴、 粟津温泉、片山津温平日本帖、京菓子、北 ひかみ米、垂水産焼世田のかぼち ゃ、 か

小田原かまぼこ 、松泉、和倉温泉、金沢山杉、北山丸太、舞 あなご、三田ビーフ、 ごしま知覧茶、南さ
給サハ 箔、加賀野菜、加賀鶴かまぼこ、京みず三回牛、三国肉、神つまハウス金柑春姫、

[新潟]新潟県産コシ太き ゅうり 、加賀れ菜、伏見甘長とうが戸いかなごくぎ煮、 知覧茶

ヒカリ、魚沼産コシヒ んこん、金沢一本太 らし、万願寺とうが垂水わかめ、須磨海 [沖縄]沖縄そ(j'、沖
カリ 、岩船産コシヒ ねぎ、加賀つるまめ らし、万願寺甘とう、 苔、播州毛鈎 縄黒糖、伊平屋島産
カリ 、佐渡産コシヒ {福井]越前おろしそ 京山科なす、丹波く {奈良]吉野杉、吉野 黒糖、粟国島産黒糖、
カリ 、新潟米、魚沼ば、若狭塗箸、越前 り、京野菜、京都大絵、吉野材、吉野本多良間島産黒糖、小

米、岩船米、佐渡米、 そ(.1'"、越前竹人形、 納言小豆、丹波黒大葛、吉野葛、高山茶浜島産黒糖、西表島
にいがたおぎ、新潟若狭かれい 豆、京都米、京たん 室、吉野和紙 産黒糖、波照間島産
えだまめ、新潟茶豆 [滋賀]湖産あゆ、琵 ご梨、丹波松茸、京 [和歌山]有田みかん、 黒糖、与那国島産黒

[長野]信州諏訪みそ、 琶湖産鮎、近江牛、 たけのこ 、京手描友 紀州みなべの南高梅、 糖、おきなわ和牛、
諏訪味噌、市田柿 雄琴温泉、近江の麻、 禅、鷹峯とうがらし、 紀州 うすい、和歌山 石垣牛、沖縄もずく、

[山梨]甲州手彫印章、 近江ちぢみ、草津メ 田中とうがらし、京 ラーメン、紀州備長琉球ぴんがた、首里
やはたいも 口ン せり、西京昧噌、京炭、しもつみかん、 織、石垣島産ウコン、
[静岡]三ヶ 日みかん、 [京都]京生菓子、京料理、京念珠、京都 すさみケンケン鰹 石垣島産コーヤ一 、

由比桜えぴ、駿河湾飴、京せんべい、西肉、京小紋、京友禅、 [鳥取]東伯和牛、東 石垣島マンゴー、石
桜えび、遠州灘天然陣爪径本綴織、西陣京名物そ(.1'"餅、京和伯牛 垣牛、石垣島パイナ

とらふぐ、焼津鰹節、 御召、西陣金側、京装小物、祇園の紙お [広島]ひろしま牛、 ップル、石垣黒鶏、
静岡茶 房ひも、京念珠、京 しろい、京の油とり 太田川しじみ、広島八重山そ(j'、石垣島
{愛知]八丁味噌、八 くみひも 、京仕立、 紙、京菓子、京名菓、 の酒、広島みかん 、 唐辛子ラー油、八重

丁昧噌、八丁味噌、 宇治茶、湯の花温泉、 京名物八 ツ橋、京名 広島レモン、広島は 山そば 、石垣の塩、

愛知八丁昧噌、愛知京都八 y橋、京銘菓、 菓八 ッ矯、京の生八 っさく 、広島いちじ 八重山かまぼこ 、琉

八丁赤だし、名古屋京都産丹波大納言小 y橋、京舞妓、京都 く蓬翠柿、福山琴 球泡盛

ふ
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願
は
、

登
録
と
な
り
ま
す
。
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に

は
、
特
許
庁
か
ら
距
絶
の
理
由
が
通
知
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
た
り
又
は
不
足
す
る
証
拠
書
類

等
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2006・6月号

7 -

よ品属幼

お
わ
り
に

地
域
団
体
商
標
制
度
は
、
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て

順
調
な
滑
り
出
し
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
新
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
万
全
を
期
す

た
め
に
可
能
な
限
り
の
周
知
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
卒
業

者
や
団
体
が
、
本
制
度
を
積
極
的
に
活
別
し
、
地
域
興
し

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
】
地
域
団
体
商
標
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〈制
度
に
関
す
る
こ
と
〉

特
許
庁
審
査
業
務
部
商
標
課
商
標
制
度
企
画
室

電

話

0
3
1
3
5
8
1ー

1
1
0
1

内

線

2
8
0
6

F
A
X
0
3
1
3
5
8
0
1
5
9
0
7
 

電
子
メ
ー
ル
刀
主
↓
g

@

も
0
・0
0
・苛

〈審
査
・
基
準
に
関
す
る
こ
と
〉

特
許
庁
審
査
業
務
部
商
標
課
商
標
審
査
基
準
室

電

話

0
3
1
3
5
8
1
1
1
1
0
1

内

線

2
8
0
7

F
A
X
0
3
3
5
8
0
1
5
9
0
7
 

電
子
メ
ー
ル
勺
主
↓
0
0
@
吉
0
・0
0
・壱

※
提
供
原
稿
と
表
を
版
文
そ
の
ま
ま
に
掲
載
し
ま
し
た
。

(地
域
づ
く
り
編
集
)

』、

『



重l圃圃圃
園田園lー
養成塾

開講式

第
間
期
生
幻
人
が
入
塾

実
践
面
の
飛
躍
を
目
指
す

全園地域リーダー養成塾/地域フランド保護制度

理
論

本
理
念
に
開
講
し
、
こ
れ
ま
で
に
五
百
四

十
三
人
が
卒
塾
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。

開
講
式
で
は
、
大
森
塾
長
が
養
成
塾
の

基
本
理
念
を
訴
え
、
「
与
え
ら
れ
た
情
報

に
関
心
が
な
い
と
行
動
は
生
ま
れ
な
い
。

ま
た
言
葉
、
表
情
、
動
作
に
よ
っ
て
自
分

自
身
を
表
現
し
、
相
手
の

こ
と
を
理
解
す
る
。
研
修

を
通
じ
、
こ
の
能
力
を
個

人
が
ど
う
磨
く
か
が
問
題

だ
」
と
塾
生
を
激
励
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
塾
生

を
代
表
し
長
谷
川
弘
光
さ

ん

(ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
・
か
ぞ
)
が
、

「全

国
か
ら
集
ま
っ
た
入
塾
生

は
、
地
域
づ
く
り
が

一
個

人、

一
団
体
の
み
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
お
り
、
今
後

一
年
の

活
動
を
機
に
、
改
め
て
地

域
を
見
詰
め
直
し
、
理

政
・
民
間
の
実
践
家
な
ど
の
多
彩

な
講
師
陣
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
デ
ィ
ベ

l
ト
な
ど
実
践
面
を

重
視
し
た
演
習
を
多
く
取
り
入
れ

る
③
五
人
の
主
任
講
師
に
よ
る
少

人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
講
座

を
開
講
し
、
塾
生
の
課
題
研
究
に

対
し
て
、
き
め
細
か
い
指
導
を
行

う
④
卒
塾
後
も
修
了
者
を
対
象
と

し
た
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
定

期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
、

7
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

研
修
は
東
京
で
五
月
、
六
月
、
八
月
、
十

月
、
十
二
月、

二
月
に
各
コ一

1
四
日
間
行
う

一
般
研
修
の
ほ
か
、
七
月
に
は
寝
食
を
共

に
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し

た
合
宿
研
修
、
各
ゼ
ミ
単
位
で
課
題
研
究

や
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拡
大
を
目
的
と
し
た
先
進
地
視
察
も
行
う
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
主
体
と
す
る

表MU

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
、
地
元
企
業

・
団
体

砲

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
、
住

酢

民
自
治
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い

を詩

取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
の
枠
組
み
自
体

駒

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、

失
塾
生
は
こ
れ
か
ら
十
カ
月
に
及
ぶ
研
修

に
参
加
す
る
。

全園地域リーダー養成塾

塾長・主任請師一覧

[塾長]大森蝿 (東京大学名誉教授)

[主任講師]

宮口 伺姐 (早稲田大学教授)

卯月 盛夫 (早稲田大学教授)

小田切徳美 (明治大学教綬)

辻 琢也 (一橋大学大学院教授)

内海 麻手Ij(駒津大学助教授)

論
・
実
践
面

と
も
に
磨
き

を
か
け
、
地

域
づ
く
り
の

実
践
家
と
し
て
飛
躍
し
た
い
」
と
の
決
意

を
述
べ
、
開
講
式
を
終
了
し
た
。

同
養
成
塾
の
主
な
特
徴
は
、

①
地
域
づ

く
り
に
必
要
な
テ

l
マ
に
つ
い
て
複
数
の

講
師
の
講
義
を
中
心
に
体
系
的
に
行
う
②

通
常
の
講
義
の
ほ
か
に
も
、
専
門
家
、
行

ぐち町 ζ
...-..... .. 

泊劫宅地2006・6月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
平
成
元
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
全
国
地
域
リ
ー
ダ

ー
養
成
塾
の
第
十
八
期
開
講
式
が
五
月
十

日
、
東
京
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ

l
ト
で
行
わ

れ
た
。
開
講
式
に
は
、
大
森
瀬
塾
長
(
東

京
大
学
名
誉
教
授
)
を
は
じ
め
と
す
る
講

師
陣
、
総
務
省
の
荒
木
総
折
審
議
官
ら
関

係
団
体
、
塾
生
派
遣
元

団
体
関
係
者
が
出
席
す

る
中
、
地
方
公
共
団
体
、

地
域
づ
く
り
団
体
な
ど

か
ら
、
過
去
最
多
と
な

る
四
十
三
人
の
塾
生
を

迎
え
入
れ
た
。

同
養
成
塾
は
、
「
広
い

視
野
と
深
い
見
識
、

卓

越
し
た
想
像
力
と
控
か

な
人
間
性
を
備
え
、
常

に
問
題
意
識
と
確
固
た

る
使
命
感
を
持
ち
、
積

極
的

・
主
体
的
に
行
動

で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
を
養
成
す
る
」
を
基

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

-

野
口
み
さ
子
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地
域
の
個
性
や
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ
た

新
し
い
ま
ち
ゆ
っ
く
り

ー
ー
合
併
市
町
の
地
域
課
題
解
決
の
基
本
的
な
仕
組
み

"'"玄

兵
庫
県
は
平
成
十
四
年
十
二
月
、
「
合
併
後
の
旧
市
町

の
自
立
的
運
営
の
保
障
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、
多
核
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
や
機
能
集
約
型
な
ど
、
合
併
後
の
地
域
構

造
に
応
じ
て
住
民
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
地
域
課
題
を

現
地
で
解
決
す
る
基
本
的
な
方
策
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
が
具
体
的
に
進
展
し
、
地
域
自
治
区
や

地
域
審
議
会
な
ど
を
通
じ
、
旧
市
町
の
個
性
や
住
民
意
思

を
反
映
さ
せ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
模
索
さ
れ
て
い
る

が
、
な
お
そ
の
具
体
的
な
運
営
方
法
が
諜
題
と
な
っ
て

、.ー、，
0

・VE
々こ
の
た
め
、
こ
の
た
び
、
有
識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
、

合
併
に
際
し
て
設
け
ら
れ
た
地
域
審
議
会
な
ど
が
よ
り
効

果
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
個
性
や
住
民
意
思
を

反
映
さ
せ
た
ま
ち
a

つ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
よ
り
具
体
的
な
方
策
を
提
案
し
た
(
「
自
立
的

運
営
の
保
障
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
の
市
町

振
興
謀

H
P
お
よ
び
本
誌
百
八
十
号
二
十

一
ペ
ー
ジ
参

照
。
な
お
、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
村
が
な
い
た
め
、
以
下

通
常
の
都
道
府
県
で
は

「市
町
村
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
市
町
」
と
し
て
い
る
)。

企
画
管
理
部
企
画
調
整
局

市
町
振
興
課
長

・

栃

尾

住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
の
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
も
共
に
担
い
手
と
な
っ
て
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
行
っ
て
い
く
と
の
視
点
に

立
っ
て
、
住
民
の
参
画
と
協
働
の
下
、
行

政
と
住
民
と
の
役
割
分
担
や
連
携
を
行
い
、

各
地
域
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
均
衡

の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

行
政
と
住
民
の
協
働
の
あ
り
方
、
住
民

意
思
の
反
映
の
た
め
の
基
本
的
な
型
と
し

て
、
地
域
の
中
に

「地
域
懇
談
会
」
「
審
議

会
」
「
活
動
グ
ル
ー
プ
」
を
置
き
、

「
地
域

懇
談
会
」
プ
ラ
ス
「
審
議
会
」
の
部
分
で

「
政
策
提
言
を
行
う
審
議
会
」
の
部
分
、

「審
議
会
」
プ
ラ
ス

「活
動
グ
ル
ー
プ
」
で

「自
ら
活
動
す
る
自
治
組
織
」
の
部
分
と
想

定
し
、
全
体
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
と
し
て
提
案

し
て
い
る
。

全体イメージ

隆

地
域
懇
談
会

(小
学
校
区
な
ど
の
単
位
)

地
域
居
住
の
職
員
・
議
員
を
含
め
、
住
民
す
べ
て
が
参

画
で
き
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
地
域
懇
談
会
を
定
期
的
に

開
催
し
、
幅
広
く
住
民
の
意
見
を
拾
い
上
げ
る
。

懇
談
会
は
、
地
域
の
施
策
に
係
る
意
見
な
ど
自
由
な
意

見
の
収
集
に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
議
論
の
テ

l
マ
は
、

地
域
特
有
の
課
題
に
絞
る
な
ど
、
地
域
ご
と
の
差
も
あ
り

得
る
。
ま
た
、
市
町
や
議
員
か
ら
行
政
施
策
の
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

審

E義
..6.. 

コ'"

(
旧
市
町
単
位
・
中
学
校
区
程
度
)

旧
市
町
単
位
(
中
学
校
区
程
度
)正貿策

実筋

市町 〈本庁〉

つt，寝室)
自ら活劃する自治組織 y 
{;r:.活湖動の峨提唱叱~-一一 3 I叩 I:r?=r拳?租回鹿釦) 
i円要蹴 寸.ン伝~~o地糊域諜欄題凶総品;ユLELLいlに晴こ羽検

.役割分盟国連憎の図り方を掴踊

; ¥.0間堅調の方迭を僕討

d ぞ-

外部委託 。一一

O 役割分但等の1窃綴
市町から、全市町的な目僚、優先
順位主主ど助言
-蝿合によっては、市町が冨議会に
地I亜の:舌l1Jをi思案

旬、

で
、
審
議
会
を
設
置

正宣策実施

: 小学後区単位忽ど. 
: 地域懇際会

: ・住民め自由な発冨

: ・行&・組員からの筋錆鋭明

・...政策鍵言を行う審議会・・
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合併市町村の新しいまちづくり報告

し
、
市
町
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
地
域
懇
談
会
に
寄
せ
ら

れ
た
幅
広
い
意
見
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
。
地
域
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
コ
ス
ト
面
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
課
題
解
決

の
た
め
の
実
施
主
体
(
行
政
、

住
民
、
外
J

唾
委
託
な
ど
)
の
役

割
分
担
と
連
携
の
図
り
方
な

ど
を
議
論
す
る
。
そ
の
際
、
行

政
と
住
民
が
協
働
し
地
域
サ

ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
く
視
点

か
ら
、
住
民
に
応
分
の
負
担

を
促
す
こ
と
も
検
討
す
る
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
解

決
す
べ
き
課
題
に
は
、
市
町

(
本
庁
ま
た
は
支
所
)
へ
の
政

策
提
言
を
行
う
。
ま
た
、
住
民

が
主
体
と
な
る
べ
き
課
題
に

対
し
て
は
、
課
題
解
決
や
地

域
振
興
を
図
る
た
め
の
活
動
内
容
を
議
論
し
、
そ
の
活
動

を
活
動
グ
ル
ー
プ
に
提
唱
ま
た
は
要
請
す
る
。

市町行政

I政策提言を行う審議会jの部分(例)
協議

EE 

EE 日記

庄訂
旧市町単位

(中学絞区程度)

活
動
グ
ル
ー
プ

(
小
学
校
区
な
ど
の
単
位
)

審
議
会
か
ら
要
請
・
提
唱
を
受
け
、
地
域
で
既
に
活
動

を
展
開
し
て
い
る
自
治
会
、

N
P
0
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
な
ど
を
行
い
、
活
動
を
行

う
。
例
え
ば
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
、
個
別
の
団
体
が

活
動
を
展
開
す
る
ケ
l
ス
、
ま
た
は
、
安
全
・
安
心
部
会

な
ど
の
部
会
を
構
成
し
、
活
動
内
容
に
関
係
の
あ
る
部
会

合酬の諜題等を情報発信

地I重層住の議員 ま1司喜
子ーマ(常任委)別の強員

~ . t也I或麿住の職員
巴[F
地I或懇E員会

小学校区
単位など

「自ら活動する自治組織jの部分(例)

|日市町単位

(中学校区程度)

回目白色
(園田町

小学校区
単位など

採
用
も
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
政
策
提
言
に
重
点
を
置
く
の

で
あ
れ
ば
、
地
域
懇
談
会
と
審
議
会
の
み

を
設
置
す
る
地
域
も
あ
り
得
る
し
、
よ
り

充
実
し
た
地
域
懇
談
会
の
み
を
設
置
す
る

地
域
も
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
段
階
的
な
採
用
を
目
指
す
な
ら

ば
、
当
初
は

一
部
分
の
み
を
採
用
し
な
が

ら
、
将
来
的
に
「
地
域
懇
談
会
」
「
審
議
会
」

「
活
動
グ
ル
ー
プ
」
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
移
行

す
る
地
域
も
想
定
し
て
い
る
。

支
所
が
配
置
さ
れ
て
い
る
旧
市
町
単
位

(
中
学
校
区
)
な
ど
に
お
け
る
自
治
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
支
所
ご
と
に
あ
る
程

度
の
財
源
・
権
限
を
付
与
し
、
地
域
の
諜

題
を
地
域
で
議
論
・
決
定
し
、
実
践
・
解

決
で
き
る
よ
う
に
独
立
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

巴記
直己
庄司

求
め
ら
れ
る
現
地
解
決
型
の
地
埼
経
営

が
中
心
と
な
り
活
動
す
る
ケ
l
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

活
動
単
位
は
、
旧
来
か
ら
最
も
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
単
位
で
あ
る
小
学
校
区
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
活
動

内
容
や
活
動
の
提
唱
・
要
請
を
受
け
た
団
体
な
ど
に
よ
っ

て
、
小
学
校
区
よ
り
も
広
い
単
位
、
小
学
校
区
よ
り
も
狭

い
単
位
(
例
/
各
集
落
・
各
家
庭
な
ど
)
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
本
提
案
の
概
要
で
あ
る
。
市
町
と
住
民
が
連
携

し
な
が
ら
住
民
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
新
し
い

現
地
解
決
型
地
域
経
営
の
あ
り
方
の

一
つ
と
し
て
、
今
後

求
め
ら
れ
る
重
要
な
機
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

地
織
の
実
情
に
応
じ
た
採
用
を

『地
域
の
個
性
や
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
』
の
提
案

(本
文
)
は
、
兵
庫
県
企
画
管
理
部
企
画
調
整

局
市
町
振
興
課
の

H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(
C
刃
「
二
三
万
・
¥¥20σ
七『∞『・
2
E
G
O
-」
℃
¥
凹
一
の
才

O
C
¥℃
O
印
て
刀

0
2

0
白
刀

hug-Z
ヨ)

「
地
域
懇
談
会
」
「
審
議
会
」
「
活
動
グ
ル
ー
プ
」
の
ワ

ン
セ
ッ
ト
で
提
案
し
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
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地域づくり団

手
づ
く
り
福
祉
が
築
く

"
大
き
な
家
族
“

「
こ
こ
に
居
て
い
い
ん
だ
よ
」

ll
驚
く

ほ
ど
居
心
地
の
い
い
空
間
だ
っ
た
。
人
が

集
ま
っ
て
く
る
。
童
謡
が
、
ポ
ッ
プ
ス
が
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
が
心
地
よ
く
流
れ
て
い
る
。

時
と
し
て
歌
も
う
た
う
。
気
が
付
け
ば
、

認
知
症
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
声
を
合
わ
せ

て
い
る
。
そ
の
笑
顔
と
歌
声
に
み
ん
な
も

に
っ
こ
り
。
ゆ
い
の
里
は
大
き
な
家
族
だ
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
ゆ
い
の
里
」

は
、
民
家
を
活
用
し
た
小
規
模
の
通
所
介

護
施
設
「
デ
イ
ホ

l
ム
ホ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

ゆ
い
」
を
は
じ
め
、
介
護
や
福
祉
に
関
す

る
相
談
窓
口
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
在
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
兼
ね
備
え

た
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

生
き
が
い
づ
く
り
、
介
護
予
防
と
中
心
市

街
地
活
性
化
を
目
指
し
た
街
中
サ
ロ
ン

「
な
じ
み
庵
」
も
開
所
し
た
。

N
P
O法
人
化
で

介
護
保
隙
指
定
事
業
者
の
道

ゆ
い
の
里
は
、
介
護
保
険
制
度
開
始
以

前
か
ら
自
主
事
業
と
し
て
住
民
参
加
型
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
た
。
運

営
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ス
タ
ツ

フ
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
に
も
相
応
の
負

担
が
か
か
っ
た
。
制
度
施
行
後
、
指
定
事

業
者
に
な
れ
ば
利
用
者
負
担
は
利
用
料
の

一
割
で
済
む
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ

セ
ン
タ
ー
「
あ
っ
た
か

い
ご
や
」
な
ど
を
運
営

し
て
い
る

N
P
O
法
人

団体フ。ロフィール 女

設立年=平成8年3月

(平成12年法人化)

設立・運営主体=特定非営利活動法人

代表者=飯島憲子

会員数=200人

<事務局連絡先>

〒329-2724 

栃木県那須塩原市西幸町2-16

(電話)0287 -38 -1868 

(FAX) 0287 -38 -1869 

(URL) http://www.yuinosato.gr.jp 

る
ゆ
い
の
里
は
試

行
錯
誤
の
後
、

N

P
O
法
人
と
し
て

介
護
保
険
の
指
定

事
業
者
に
な
る
道

を
選
ん
だ
。
法
人

化
に
よ
り
定
款
を

定
め
、
役
員
を
置

で
あ
る
。
昨
年
十

一
月

に
は
、
地
域
高
齢
者
の

世h

要専設中が指い心く口里を規業 て明き
しと門支であす中とるコの積模に現い確
か考職援そっ「、す 。 ミ理ん施携在るに理
しえに体のて認ゆるパで令だ設わ、 。な
、てよ制人も知い事 l飛巨人でる小 つ会
いるのら、症の業トび共がキ職規 たを
るき確し地や里者雇込戚ゆヤ員樫 こ開
たち保く域防のが用ん℃いリはz とく
めんの暮の害目多中」、のア常機 をな
だとたら 一一 -ー唱 団一一一一一 勤能 よど
しめす r- ~...，n.l: .. 巳三瓦調 がの か
たに」 卜 11ft!工岨~邑l!.~ 中介 つ組

対はと』薗轟 _JI.~' 型園 心護 た織
応、い LU.咽.，:..  白~畠逼 だ福 との
が常うIr・r..1.-.'ヨa・・』 。祉 感形
必勤介・ヲbdi司! '1・・・大事 じが

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
支

援
に
は
手
間
も
掛
か
り
、
効
率
性
は
悪
く

な
る
。
第
三
者
評
価
を
受
け
た
際
、
充
実

し
た
支
援
内
容
は
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
、

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
課
題
と
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
象
徴
的
だ
。

運
曽
が
困
難
な

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

街
中
の
交
差
点
の
角
と
い
う
好
立
地
に

目
立
つ
ガ
ラ
ス
張
り
。
空
き
庖
舗
を
活
用

し
た
建
物
が
あ
っ
た
か
い
ご
や
で
あ
る
。

介
護
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
多

46 

く
の
人
が
駆
け
込
み
、
勇
気
付
け
ら
れ
て

き
た
。

2∞6・6月号

四
年
前
、
経
済
的
な
無
理
を
押
し
て
ま

で
も
同
施
設
を
開
所
し
た
の
に
は
、
「
こ

の
ま
ち
に
と
っ
て
必
要
だ
か
ら
」
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
と
代
表
の

飯
島
恵
子
さ
ん
は
当
時
を

振
り
返
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、

以総匂

キ目馬さんと代表の飯島さん (右)

ホ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
ゆ
い
の

二
階
を
事
務
所
兼
相
談
窓

口
と
し
て
き
た
が
、
地
域

を
見
渡
し
た
時
に
「
困
っ

た
時
、
気
軽
に
柑
談
で
き

る
場
所
が
見
え
る
所
に
あ

っ
た
ら
い
い
な
」
と
、
思
い
切
っ
て
街
中

に
出
て
き
た
。

ひ
っ
き
り
な
し
に
電
話
が
掛
か
る
。
相

談
者
が
訪
れ
る
。
そ
の

一
人
ひ
と
り
に
、

飯
島
さ
ん
や
あ
っ
た
か
い
ご
や
管
理
者
の

相
馬
律
子
さ
ん
は
、
心
を
込
め
て
対
応
す

る
。
そ
の
漏
か
い
対
応
に
、
相
談
者
は
ほ

っ
と
し
た
顔
で
帰
っ
て
行
く
。
あ
っ
た
か

い
ご
や
が
、
こ
の
ま
ち
の
人
に
と
っ
て
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
存
在
か
が
分
か
る
。

し
か
し
、
今
年
三
月
末
で
閉
鎖
。
家
賃
、

光
熱
費
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
体
制
を
整
え
る
と
、
月
々
数
十
万
円
と

い
う
大
き
な
出
費
に
な
る

一
方
で
、
施
設

の
運
営
に
必
要
な
収
入
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
だ
っ
た
。
四
年
間
頑
張
っ
て
き
た

F 
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が
、
再
び
ホ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
ゆ
い
の
二
階

に
戻
る
。
あ
っ
た
か
い
ご
や
の
存
在
が
ま

ち
の
人
に
浸
透
し
た
と
こ
ろ
で
の
閉
鎖
。

残
念
に
思
う
も
の
の
、
「
や
る
だ
け
の
こ

と
は
や
っ
た
」
と
も
感
じ
て
い
る
。

街
中
サ
ロ
ン
開
所
で

地
織
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

街
中
サ
ロ
ン
な
じ
み
庵
の
開
所
に
当
た

っ
て
、
初
め
て
補
助
金
を
受
け
た
。
県
の

「こ
こ
だ
け
の
商
庖
街
創
生
事
業
」
(
十
七

年
度
の
み
)
と
市
の
「
街
中
サ
ロ
ン
事
業
」

(
五
年
間
。
運
営
費
を
含
む
)
で
あ
る
。

地
域
高
齢
者
が
会
員
と
な
り
自
ら
の
力
を

発
揮
す
る
生
き
が
い
づ
く
り
と
、
・
空
き
庖

舗
を
活
用
し
た
商
庖
街
の
活
性
化
、
地
域

住
民
同
士
の
交
流
が
目
的
だ
。

ゆ
い
の
里
は
、

「介
護
に
至
る
前
の
段

階
で
食
い
止
め
る
よ
う
な
地
域
活
動
を
し

た
い
」
と
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
、
人
員
を
割
く
余

裕
は
生
ま
れ
な
い
。
そ
ん
な
ゆ
い
の
里
と

行
政
の
意
向
が
合
致
し
、
街
中
サ
ロ
ン
構

想
が
動
き
出
す
。
当
初
は
あ
っ
た
か
い
ご

や
で
展
開
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、

商
庖
街
に
位
置
し
て
い
な
い
た
め
、
助
成

要
件
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
判
明
。
場
所

を
変
え
て
検
討
し
、
現
在
の
な
じ
み
庵
に

落
ち
着
い
た
。

活
動
の
場
と
し
て
高
齢
者
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、

「
あ
と

一

歩
」
が
な
か
な
か
踏
み
出

せ
な
い
。
趣
旨
を
理
解
し

て
も
ら
う
の
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
が
、
口
コ
ミ

で
利
用
者
は
増
え
て
お

り
、
地
道
な
広
が
り
に
手

応
え
も
感
じ
て
い
る
。
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
多
様
な

人
に
来
庵
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
人
が
利
用
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
も
安
心
し

て
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

相
乗
効
果
に
も
期
待
し
て

い
る
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
宮
本
幸
代
さ
ん
は
、
な

じ
み
庵
へ
の
思
い
を
語
り

始
め
た
。

A 

世
代
間
交
流
の
場
へ
の
期
待
と

男
性
利
用
拡
大
の
課
題

子
供
た
ち
に
向
け
る
ま
な
守
さ
し
も
実
に

優
し
い
。
か
つ
て
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る

学
童
保
育
で
は
、
子
供
た
ち
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
。
今
、
な

じ
み
庵
に
何
か
を
求
め
て
来
る
子
供
た
ち

が
い
る
。
高
齢
者
の
居
場
所
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

も
居
場
所
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
子
供

た
ち
と
の
か
か
わ
り
を
高
齢
者
に
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、
世
代
間
交
流
は

街中サロンなじみ庵

難
し
い
。
小
学
生
が
「
た

だ
い
ま
」
と
や
っ
て
来
る

の
は
夕
方
。
高
齢
者
は
活

動
時
間
を
終
え
て
い
る
。

こ
の
時
間
差。
そ
れ
で
も
、

夏
に
な
れ
ば
涼
し
く
な
っ

て
か
ら
が
活
動
時
間
に
な

る
は
ず
だ
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
人
の
動
き
が
変
わ

っ
て
い
く
か
、
楽
し
み
で

も
あ
る
。

な
じ
み
庵
は
、
そ
の
人

そ
の
人
の
使
い
方
が
あ
っ

て
よ
い
。
活
動
の
場
と
し

て
力
を
発
揮
す
る
の
も
よ

い
。
ゆ
っ
く
り
休
む
だ
け

で
も
よ
い
。
食
事
に
来
る

の
も
よ
い
。
求
め
る
も
の
は

一
人
ひ
と
り

違
う
。
地
域
の
中
で
、
よ
り
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
過
ご
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
う
。
「
こ
こ
は
ス
タ
ッ
フ
が

楽
し
そ
う
ね
」
と
声
が
掛
か
る
。「
こ
こ
に

来
る
と
ほ
っ
と
す
る
」
、
そ
う
思
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
許
可
が
取
れ
た
こ

と
も
大
き
い
。
人
が
集
ま
る
所
に
食
べ
物

は
必
要
だ
と
実
感
す
る
。「
ゆ
っ
く
り
し

ち
ゃ
っ
た
わ
」
と
、

一
、
二
時
間
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
い
く
。
利
用
し
や
す
い

『

よ
う
に
価
格
も
抑
え
て
い
る
。
シ
ビ
ア
に

原
価
計
算
す
る
人
が
い
れ
ば
、
こ
の
価
格

で
は
提
供
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
行

政
か
ら
の
助
成
が
あ
る
今
、
価
格
を
低
く

設
定
す
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
こ
に
足
を
運
ぶ
こ

と
で
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
を
防
止
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
の
広

が
り
を
大
事
に
し
た
い
。

圧
倒
的
に
女
性
の
利
用
が
多
い
。
男
性

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
の

か
。
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
何
を
き
っ
か
け
に

外
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
れ

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

「
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
を
支
え
る
」。

な
じ
み
庵
を
足
掛
か
り
に

「お
せ
っ
か
い

し
隊
」
が
生
ま
れ
た
ら
な
ぁ
と
、
新
た
な

希
望
を
語
る
飯
島
さ
ん
。
「
困
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
は
、
相
馬
さ
ん
に
よ
る
飯
島
さ
ん

評
だ
。
気
付
い
て
し
ま
う
と
見
て
見
ぬ
ふ

り
が
で
き
な
い
。
磁
石
の
よ
う
に
困
り
事

を
引
き
付
け
て
い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
。
「
お
せ
っ
か
い
な
ん
だ
ね
」
と
屈
託

な
く
笑
う
。
仕
事
だ
け
で
は
な
い
。
人
も

引
き
付
け
ら
れ
る
。
ゆ
い
の
里
に
は
磁
石

の
よ
う
な
魅
力
が
あ
っ
た
。

↓品絹物2006・6月号

(財)
地
編域
集活
委性
員化
セ.ン
タ
宮|
内
恵
美

47 
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市
民
社
会
組
織
の

自
立
を
支
援
!

「
c
s
o」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ

ろ
う
か
。
近
年
、
地
域
協
働
の
動
き
が
各

地
で
活
発
と
な
り
、
住
民
や
N
P
Oと
の

協
働
を
掲
げ
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
中
で
、
佐
賀
県
で
は
C
S
Oと
呼
ば
れ

る
組
織
を
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

c
s
oと
は
"
市
民
社
会
組
織

H
C
i
-

rn-oq
。
『
宮
E
S巴
。
ロ
印
“
の
略
で
、

N

P
O法
人
、
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
限
ら
ず
、
自
治
会
、
町
内
会
、
婦

人
会
、
老
人
会
、

P
T
A
と
い
っ
た
組

織
・
団
体
を
含
め
た
も

の
で
あ
り
、

古
川
康
佐

賀
県
知
事
が
使
い
始
め

た
言
葉
で
あ
る
。

な
ぜ

N
P
O
で
も
な

っ
た
が
、
も
と
も
と
佐
賀
の
土
壌
と
し
て

自
治
会
な
ど
の
地
域
に
根
差
し
た
「
地
縁

組
織
」
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
同
じ
関

心
の
下
に
集
ま
る

「
志
縁
組
織
」
で
あ
る

N
P
O
だ
け
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
れ

ま
で
頑
張
っ
て
い
た
地
縁
組
織
を
協
働
の

対
象
か
ら
外
す
こ
と
と
な
り
、
県
の
実
情

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

県
民
協
働
指
針
の
集
定
に
併
せ
た

C
S
O
推
進
機
構
の
発
足

佐
賀
県
C
S
O
推
進
機
構
の
設
立
は
、

県
が
平
成
十
六
年
に
打
ち
出
し
た
県
民
協

働
指
針
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

C
S
O
と
県
が

対
等
な
立
場
で

協
力
し
、
地
域

づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
指

針
で
あ
り
、
こ

官骨

設立年=平成16年10月(17年10月法人化)

設立・運営主体=特定非営利活動法人

代表者=川副知子

事務局長=石崎方規

情成人数=6人(職員)、15人 (会員)

<事務局連絡先>

干840-0813 

佐賀県佐賀市唐人2-5-12

(電話)0952 -26 -2378 

(FAX) 0952 -26 -2227 

(URL) http://www.saga-cs.org 

れ
に
よ
り

N
P

く
住
民
で
も
な
く
、

団体フロフィール

C 

か
つ
て

は
佐
賀
県
N
P
O推
進

機
構
と
い
う
組
織
が
あ

S
O
な
の
か
。

ヲ骨

炉

l.. 

O
の
支
援
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た

県
N
P
O推
進
機
構
が
発
展
的
に
解
消
さ

れ
、
川
副
代
表
理
事
や
石
崎
事
務
局
長
ら

が
中
心
に
機
構
を
立
ち
上
げ
た
。
機
構
は
、

佐
賀
県
内
の

C
S
O活
動
の
支
援
、
行
政

と
の
協
働
に
お
け
る
コ

l
デ
ィ
ネ

l
ト、

中
間
支
援
組
織
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
る
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
県
民
協
働
を
考

え
る
集
い
(
勉
強
会
)
の
開
催
、
県
民
提

ほ
の
お
は
く

案
公
募
事
業
で
あ
る
議
博
記
念
地
域
活

性
化
事
業
の
応
募
事
務
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
を
提
供
す
る
C
S
O活
動
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
で
あ
る
。

住
民
組
織
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

コl
デ
イ
ネ

l
卜
役

議
博
記
念
活
性
化
事
業
の
応
募
事
務

は
、
県
か
ら
平
成
十
六
年
度
以
降
受
託
し

た
。
こ
の
事
業
は、

N
P
O
以
外
に
も
、

自
治
会
や
婦
人
会
な
ど
の
地
縁

組
織
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
活

発
に
提
案
し
て
い
る
の
が
特
色

だ
。
一

件
当
た
り
五
十
万
円
が

上
限
の
補
助
事
業
だ
が
、
採
択

総
数
は
毎
年
五
十
件
に
上
る
。

公
的
な
資
金
を
使
っ
て
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、

C
S
O
は
自

分
た
ち
の
活
動
を
第
三
者
に
説

明
で
き
る
よ
う
客
観
的
に
評
価

し
、
情
報
公
開
す
る
必
要
が
あ

~ 

48 

る
。
経
営
を
意
識
し
、
自
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
促
す
効
果

が
あ
る
。

2006・6月号

ま
た
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
事
業
に
つ

い
て
も
、
少
し
工
夫
を
す
れ
ば
採
択
さ
れ

る
可
能
性
が
十
分
あ
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
つ
ま
り
、
努
力
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

を
誘
い
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

コ
l
デ
ィ
ネ
l
ト
役
に
つ
い
て
取
材
し

よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
幾
つ
も
の
団
体
が

続
々
と
事
務
局
へ
申
請
の
相
談
に
来
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ミ
ュ

1

地主6・ω

ジ
カ
ル

S
A
G
A
の
栗
原
誠
治
代
表
に
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

彼
ら
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
じ
て
子

供
た
ち
に
舞
台
の
厳
し
き
ゃ
素
晴
ら
し
き

を
教
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て

い
る
任
意
団
体
で
あ
る
。
年
に

一
度
、
佐
賀

市
文
化
会
館
の
大
ホ

l
ル
で
子
供
た
ち
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開

催

ティーンス・ミュージカルSAGAの舞台

つ
の
芸
術
作
品
を
作

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
ち
を
元
気
に
す
る
取

り
組
み
と
し
て
地
元
で
も

注
目
を
浴
び
る
存
在
に
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
彼
ら
に

は
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
意
識
は
そ
れ

ほ
ど
強
く
な
い
。
あ
く
ま

で
も
良
い
作
品
を
作
り
た

同除、

司F



地域づくり団体探訪
. 一一一一

寸

い
と
い
う
目
的
で
活
動
し
て
い
る
。

し
か
し
当
初
は
、
資
金
面
や
活
動
方
法

に
つ
い
て
問
題
が
あ
り
、
石
崎
事
務
局
長

に
相
談
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、

石
崎
氏
は
ま
ち
が
元
気
に
な
る
活
動
を
説

い
た
。
「
目
的
は
違
っ
て
も
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
な
る

C
S
Oを
増
や
し
て
い

く
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
役
割
だ
」
と

訴
え
た
。

圃
圃
岨

a

石
崎
氏
は
「
と
り
あ
え
ず
あ
圃
個
剛
晶

そ
こ

(
C
S
O
)
へ
行
け
ば
な

轟
.

ヨ
司

ん
と
か
な
る
と
い
う
場
に
し

通
，

E
F

た
い
。
そ
れ
だ
け
の
機
能
を

ゴ
副
圃

E

備
え
た
支
援
体
制
を
つ
く
り
・
・
・
・

た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
。
看

板
屋
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
同
氏
は
、
こ

の
機
構
の
仕
事
は
看
板
屋
に
非
常
に
よ
く

似
て
い
る
と
い
う
。

看
板
屋
は
依
頼
主
の
庖
や
仕
事
内
容
を

よ
く
分
か
っ
た
上
で
、
効
果
的
な
宣
伝
が

で
き
る
よ
う
に
看
板
を
作
る
。
機
構
の
仕

事
で
は
、

C
S
O
の
目
的
や
活
動
内
容
を

よ
く
理
解
し
、

C
S
Oが
行
政
と
協
働
で

き
る
よ
う
に
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
す
る
。
同

氏
は
、
「
や
る
べ
き
こ
と
は
看
板
屋
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
ま
す
。」

と
語
る
。

行
政
と
必
ず
し
も
同
じ
目
的
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
協
働
で
き
る
部
分
を
対
等

な
立
場
で
相
談
し
て
い
く
。
自
分
た
ち
の

や
り
た
い
こ
と
を
行
い
な
が
ら
、
行
政
と

協
働
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、

C
S
O
も
気
付
き
始
め
て

い
る
。行

政
と
対
等
に
協
働
で
き
る

組
績
の
確
立
が
課
題

し
か
し
、
行
政
と

C
S
Oと
の
協
働
に

は
諜
題
も
多
い
。
行
政
と
協
働
で
き
る
自

一?J一
立
し
た

C
S
O
が
ま
だ
ま
だ

長
少
な
い
。
ま
た
、
県
職
員
の

J
F
・
開
聞
に
県
民
協
働
指
針
の
意
識

¥
、，
r.

事

t
l
崎
が
行
き
渡
っ
て
い
る
が
、
市

イ
山
L
石
町
村
に
な
る
と
か
な
り
温
度

差
が
あ
る
の
も
実
情
。
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
県
内
各
地
で

C
S
O活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

県
は
今
年
度
ま
で
に
拠
点
と
な
る

C
S

O
活
動
支
援
オ
フ
ィ
ス
を
県
内
七
カ
所
に

設
置
す
る
予
定
だ
。
そ
の
拠
点
に
お
い
て
、

佐
賀
県
C
S
O推
進
機
構
と
同
じ
よ
う
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
中
間
支
援

組
織
を
形
づ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

N
P
O
な
ど
の
志
縁
組
織
と

自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
と
の
連
携
も
課

題
。
地
域
に
密
着
し
た
組
織
の
継
続
・
連

続
性
と
、

N
P
O
の
専
門
性
が
タ
イ
ア
ッ

プ
す
れ
ば
、
行
政
に
依
存
し
な
い
地
域
経

営
が
成
り
立
つ
と
い
う
考
え
方
で
、
今
後

の
支
援
の
方
向
を
見
据
え
て
い
る
。

資
金
、
信
用
力
、
人
材
に
お
い
て
、

c
s

O
と
行
政
は
あ
ま
り
に
も
格
差
が
大
き
く

対
等
で
は
な
い
。
そ
れ
は
佐
賀
県
C
S
O

推
進
機
構
も
同
じ
。
石
崎
氏
は
「
協
働
、

協
働
と
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
時
期
尚
早
。
協
働
で
き
る
自
立
し
た

C
S
O
を
地
域
に
た
く
さ
ん
つ
く
り
た

い
」
と
語
る
。
ま
た
同
氏
は
、
説
得
力
の

あ
る
助
言
を
今
後
行
う
た
め
に
は
、
自
分

た
ち
が
ま
ず
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
も
考
え
て
い
る
。
行
政
と
の
委
託
関
係

が
な
く
な
っ
て
も
活
動
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
自
立
し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

市
の
指
定
管
理
者
に
続
き

T
M
O
に
も
参
画

就がるは茶喫階み自者入管るか
労あス会屋茶建の立の年理コら佐
支るベ議」庖て ー に指四にミ公賀
援 o やを「の環向語月つユ衆県
な Y ス研経 T ー でけ Z 、いニト C
どに 。修営 O 階あた尋指てテイ Sz 民t員二i緊モ TE喜z品与長
門申てえ階 N で 三 組九理十設あ進
家小 三 a 圃ーー圃 機
も企階圃・・・・圃厩錨~..~・ Ih ;:i " '~ 構
集業に・・・・・圃臨鴻 IU圃十 111 ま

ま診は 圃・・圃圃.浮 暗闇1¥111
る断 事・・・圃醸F14人 I~ 

'. 

，1 ¥:lu' 岨..佐.
C 事費 .盤底 'j~ Lt"I~~I~ .需

S
O
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と
な
ら
な
ん

で
も
、
相
談
に
乗
れ
る
体
制
を
整
え
つ

つ
あ
る
。

佐
賀
市
と
の
協
定
書
は
と
て
も
簡
素
な

内
容
だ
。
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
策
定
の
時
か
ら
市
と

一
緒
に
仕
事
を
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
施
設
運
営
に
つ
い

て
も
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め

て
い
こ
う
と
い
う
認
識
を
相
互
に
持
っ
て

い
る
。
非
常
に
良
い
形
で
行
政
と
の
協
働

が
実
施
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

川
副
代
表
理
事
は
語
る
。

さ
ら
に
今
後
、
佐
賀
市
の

T
M
O
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
も
入
居
し
て
も
ら
い
、
中
心
市

街
地
活
性
化
に
お
け
る
行
政
と
協
働
で
き

る
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い

・
司

a・
岡
斗

る
。
「
二
、
三
年
も

.
司
-
圃

二

す
れ
ば
、
佐
賀
は
が

附

医

院

;

」

ら
っ
と
変
わ
っ
て
い

川
Uι
圏

一
レ
る
と
思
い
ま
す
よ
」

・

囲

メ

ホ

と
の
石
崎
氏
の
言
葉

・
・
・
・
・

一
凶

に
、
少
し
ず
つ
で
は

----
zあるが
着
実
に
成
果

・・・・・・・・・・・・・圃

圃M川

圃

-
-
・

古

を
上
げ
て

Z
E

-
-
田
園
・
閉

L

と、

C
S
O
に
よ
る

・
・
・
・
司
曜

ま
ち
づ
く
り
が
活
発

劃
劃
劃
回
国
国
に
な
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
と
い
う
期
待
を
強
く
感
じ
た
。

↓卑舗匂2006・6月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

辻

晋
吾
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二
O
O
O
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
団
塊
の
世
代
(
昭
和
二
十
二

1
二

十
四
年
生
ま
れ
)
の
人
口
は
、
日
本
の

総
人
口
の
約
五
%
に
当
た
る
六
百
八
十

九
万
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
団
塊
の
世
代
が
二

O
O七
年
に
定
年

退
職
す
る
こ
と
か
ら
、
労
働
人
口
の
減

少
や
技
術
・
技
能
が
継
承
さ
れ
な
い
な

地域活性化フォーラム in宮城

時 :平成18年7月14日 (金)13 : 30~ 17:00 
燭 .イズミティ21.小ホール
仙台市泉区泉中央2-18-1
TEし022-375-3101

主催 :(財)地域活性化センタ一

定員 :400人
参加費 :無料

く内容>

基調講演 .木村政雄 げロデユーサー)

パネルデイスカツシヨン 木村政雄氏

コ デイネータ一 村松真貴子 (キャスター エッセイス 卜)
事例発表とパネラー菊谷秀吉 (北海道伊達市長)

福富善康 (NPO法人シニアしごと創造塾理事長)

パネラ一 久田 恵 (ノンフィクシヨンライター)

山田晴義 (県立宮減大学事業備想学部教短)

回

会

γ 

く問合せ先〉

企画部情報サービス課

TEL.03-5202-6135 
く申込方涼〉

(財)地域活性化センターホームページ I地域づくり百
科J(http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/)からお
申し込みいただけます。

FAX.03-5202-0755 

-1肝 ORMATION
スポーツ蝿点づくり緩進事業

開催されたスポーツ大会より ヨーロッパ地域づくり

海外調査団のご案内
海外の先進事例から、より良い
『まちづくりJを学びませんか?

当センターでは毎年、先進的な

地域づくりを調査・研究するため

の海外調査団を派遣し、参加者か

ら好評をいただいております。

平成18年度は、次のコースを

企画しましたので、ぜひご参加く

ださい。

、‘

第17回都道府県対抗全日本中学生ソフ トテニス大会
(3月開催三重県伊勢市)

50 

「オーマークJラベルの商品 (オス口市)

Oパリ (フランス)
rppp (公共と民間のパート

ナーシップ)手法によるま

ちづく りj

日程=平成18年10月2日(同)

~ 13 日 (金)

費用=618，000円

募集人員=20人程度

お申込み

平成 18年7同31日(同)まで
に、企画調査課へ。

TEL.03-5202-6133 

FAX.03-5202-0755 

2006・6月号地誠治

ど
の
「
二

O
O七
年
問
題
」
が
起
き
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

世
代
の
大
部
分
は
、
退
職
後
も
就
労
し

た
い
と
い
う
意
欲
を
持
ち
、
退
職
後
に

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る
こ
と

に
不
安
を
持
っ
て
お
り
、
社
会
で
活
動

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
は

地
場
活
性
化

n宮
司
膚
明

地
域
の
人
口
減
少
に
よ
る
コ

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
l
軍
区
制
局

ミ
ユ
二
テ
ィ
の
崩
壊
、
税
収

団

規

の

世

代

が

地

域

を

変

え

る

!

の
減
少
に
よ
る
財
政
の
悪
化

ゴ
ー
ル
デ
ン
工
イ
ジ
に
よ
る
地
鎌
活
性
化

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
ま
た
、地
域
住
民
か
ら
多

様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
団
塊
の
世

代
に
対
す
る
就
労
支
援
、
移
住
促
進
、

地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
促
進
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
お
よ
び
地
域
づ
く
り
団
体

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

調査テーマ

官民協働によるまちづくり

地域資源を生かしたまちづくり

循環型社会を目指したまちづくり

専門調査地

。コペンハーゲン(デンマーク)

「行政と住民との協働による

まちづくりJ
。オス口 (ノルウ工一)

[食の安全・地産池消による

まちづくりj

。アムステルダム (オランダ)

「環境に配慮したまちづくりj

‘邑
第5回全国小学生ソフトテニス大会 (3月開催 千葉県白子町)

※大会に関する詳しい内容、その他スポーツ鎚点づく り

推進事業に関するお問い合わせ先

情報サビス課 TEL.03-5202-6135 
FAX. 03-5202-0755 

‘ー，
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蔵の町

岩
手
県

r 

固奥州市

平成18if-2 Fl20日岩手県南部の
水沢市、江刺市、前沢町、胆沢町、

衣川村の5市町村が、合併して誕生した奥

州市は、人口、面積とも県内第2位とな

る県南の中核的都市となった。実り豊

かな大地が広がり、米、畜産物、野菜、

果実など農畜産物に恵まれ、古くから

息づく伝統産業、観光

自然と伝統にうるおう副県都を目指す
資源も豊富だ。

江戸時代、城下町と

して栄えた水沢区。市

街には武家屋敷が保存

され、訪れる人に当時

の歴史を語り掛けてい

る。北上川舟運による

物資の集散地であった

江刺区は、古くからの

土蔵を利用した庖が並

ぶ「蔵町モル」が好

評だ。みちのく東北の

歴史と文化が体験でき

るテーマパーク「藤原

の郷jは、映画、 ドラマの口ケ地とし

ても利用されている。全国から高い評

価を受ける牛肉の産地、前沢区。牛の

博物館は、生き物として、産業として、

人とのかかわりの面から牛について教

w z 

、-

えてくれる。館内のレストランでは、

本場の昧を楽しむこともできる。平泉

町に境を置く衣川区。その昔、平泉で

栄撃を欲しいままにした藤原氏の影響

を受けた多くの史跡カf残されている。

r ~~p之御所・平泉遺跡群」として国

指定史跡に含まれており、世界遺

産登録を目指す「平泉の文化遺産」

を構成する資産候補の一つでもあ

る。奥州市全域を胆沢区にある奥

州市最高峰の焼石岳が見下ろして

いる。高山植物に富み、花の山百

名山にも選ば‘れたこの山を、訪れ

る登山愛好家が増えている。

これまでの紹介は奥州市の魅力

のほんの一例。市内8カ所にある温

泉を拠点に、じ っくりとこ‘覧いた

だくのもよろしいかと。皆様のお

越しをお待ちしております。

』

ー
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CORNER EVENT 

4 

7月

女日本橋プラザビルイベン卜スペース

・7月 5 日 ~ 6日
大滝村(長野県)

・7月 12 日 ~ 14日
甲府市

・7月 19 日 ~ 21日
i奇玉県

・7月 24日 ~ 25日
山梨県

*ふるさと情報プラザ

・7月 3 日 ~ 7 日
盛岡市

さんさ踊りPR展

・7月 10 日 ~ 14 日
新潟市

新潟の夏まつリ展

・7月 18日 ~ 21 日
岩手県市町村東京事務所協議会

いわてのお祭り展

・7月 24日 ~ 28日
関市 (岐阜県)

小瀬鵜飼と刃物のPR展

(写真)

1 須賀川市の特産品と観光キ ャンぺーン (4/6~ 7 ) 、

2みちのく岩手 ・いちのせき~一関の物産と観光キャ
ンベ ン (4/20~2 1 ) <以上日本橋プラザビルイベン
トスペ ス> 、3花と光のファンタジー熱海~アタ
ミアー トガーデ ン フ 工 ステ ィ 1\ル2006~ (4/3~ 7)、4
好奇心の旅、始めませんか 7大人が楽しむ臨海学校 ・

南三陸町 (4/ 1 0~ 14) <以上ふるさと情報プラザ>

*日本橋プラザビルイベントスペース

・6月 15 日 ~ 16 日
甲州市 (山梨県)

・6月 22 日 ~ 23日
松本市(長野県)

・6月 27 日 ~ 28日
東根市 (山形県)

女ふるさと情報プラザ

・6月 5 日 ~7 日
滋賀県

近江の夏の装い~近江上布~

・6月 8日 ~9 日
栄村 (長野県)

栄村観光物産展

・6月 12 日 ~ 14日
福井県

セパレー卜ゆかた&半夏生サパ

・6月 15 日 ~ 16 日
上越市 (新潟県)

上越はすまつりPR

・6月 20 日 ~ 22 日
群馬県

おいでよ群馬県立自然史博物館と西

上州かぶらの里~富岡製糸場を世界

遺産に~

・6月 26 日 ~29 日
財三重北勢地i或地場産業振興センター

夏の風物詩をお届けします~ょっか

いちの名産品~
J 

..... 

【
編
集
後
記
】A

K
川
名
地
で
目
立

っ
て
い
る
映
画
や
テ
レ

ビ
の
ロ
ケ
誘
致
・
支
援
、
白
治
体
に
よ
る
住
民
参
加
型
の

映
州
作
り
、
映
画
祭
の
開
催
や
映
像
関
連
産
業
の
誘
致
な

ど
に
焦
点
を
当
て
た

「
映
像
文
化
と
ま
ち
ε

つ
く
り
」
を
特

集
テ
l
マ
に
取
り
上
げ
た
。

映
州
は
か
つ
て
大
衆
文
化
の
象
徴
で
、
昭
和
三
十
年
代

ま
で
は
郡
山
中
心
部
に
映
耐
館
が
立
ち
並
び
、
親
チ
述
れ

で
映
州
を
楽
し
む
光
景
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
テ

レ
ビ
の
普
及
と
ビ
デ
オ
の
を
場
で
、
映
同
館
は
急
速
に
姿

を
消
し
た
が
、
映
画
鑑
賞
が
家
庭
に
場
所
を
移
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
で
は
味
わ
え
な
い
臨
場
感
や

迫
力
感
か
ら
、
都
市
郊
外
部
で
は
近
年
、
多
く
の
ス
ク
リ

ー
ン
を
持
ち
、

邦
一幽
か
ら
洋
画
ま
で
を

一
つ
の
建
物
で
来

し
め
る
複
合
映
画
館
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
の

.
H
で
、
各
地
で
は
ふ
る
さ
と
の
美

し
い
胤
氏
、
や
さ
し
い
心
的
を
映
像
で
発
信
し
よ
う
と
、

ロ
ケ
誘
致
や
映
耐
作
り
に
行
政
・
住
民
が

一
体
と
な

っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
住
む
地
域
の
魅

h

を
再
認
識
し
、
誇
り
を
持
っ
て
ま
ち
を

P
R
し
よ
う
と
す

る
動
き
だ
。
地
域
同
小
へ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
が
急
進
展
す
る
中
、
市
民
参
加
の

映
耐
作
り
を
通
し
て
、
広
域
化
し
た
地
域
間
の
交
流
と
地

域

一
体
感
を
図
る
試
み
も
少
な
く
な
い
。
郷
上
愛
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
へ
の
期
待
も
に
じ
み
山
て
い
る
。
地

-M

分
権
化
社
会
の
到
米
に
備
え
、
文
化
性
の
高
い
映
像
に
よ

る

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
、
各
地
の
取

り
組
み
の
品
川
以
に
共
通
し
て
あ
る
よ
う
だ
。

(沢
)

今
月
け
は
、

【

7
月
号
予
告
】

若
い
世
代
、
地
域
と
歩
む

.... 

地域づくり6月号
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宝くじの収益金は、 邑五~
身近な街づくりに役立っていますュ・・・・・

宝
く
じ
は
約
3
8
0
年
前
、

日本の宝くじの起源は江戸時代初期。摂津

箕面(現在の大阪府)の瀧安寺で、正月の元

Eから7日までに参詣した善男善女が、自分の

名前を書いた木札を唐びつの中に入れ、

7日の日に寺僧がキリで3回突き、 3人の「当せ

ん者」を選び出して福運のお守りを授けた

富会(とみえ)が始まりとされています。

地
域
e

つ
く
り
六
月
号

(通
巻

2
0
4
号
)

品

』
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⑧ 紋日本宝〈じ協会
( 当せんはしっかり調べて、しっかり換金

http:/γwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp 

.外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されていますl
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